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序

当センターでは,鹿児島県が行う床上浸水対策特別緊急事業 (万之瀬川)

に伴って,平成 13年度から平成15年度にかけて,川辺郡川辺町に所在する

古市遺跡と南田代遺跡の発掘調査を行いました。

この報告きは,古市遺跡に係る発掘調査の記録です。

鹿児島市権現ヶ尾を水源として,川辺町から金峰町,加世田市を経て吹

上浜に注ぐ万之瀬川は,延長36kmの 一級河川で, これまで,幾たびか氾濫

を繰り返してきました。

古市遺跡は,対岸に南田代遺跡を見て万之瀬川の左岸,標高約40mの 自

然堤防上に立地しており,弥生時代から中世までの複合遺跡です。弥生時

代と古墳時代の遺物が数多く出土し,竪穴住居跡と中世の掘立柱建物跡な

どの遺構も検出されました。

これらの遺構や遺物は,万之瀬川が氾濫を繰 り返しつつも,なお,古市

遺跡をはじめ,流域の人々が豊かな生活を営々として築いてきたことを物

語つています。

この調査の成果が,別 にまとめた南田代遺跡の調査記録と併せて,地域

研究や埋蔵文化財の啓発普及の一助となれば幸いです。

最後に,調査にあたりご協力いただいた鹿児島県土木部をはじめ,川辺

町教育委員会,そ して,調査に従事された地域の方々に厚くお礼を申し上

げます。

平成 17年 3月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所 長 木 原 俊 孝



報 告 書 抄 録

ふ り  が  な ふるいちいせき

書 名 古 市 遺 跡

副  書  名 床上浸水対策特別緊急事業 (万之瀬川)に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 Ⅱ

シ リ ー ズ 名 鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書

シ リー ズ 番 号 89

編 著 者 名 爾柴久志,平木場秀男,福永修―,石原田高広

編 集 機 関 鹿児島県立埋蔵文化財センター

所  在  地 〒899-4461 国分市上之段 H75-l TEL0995-48-5811

発 行 年 月 日 2005年 3月 31日

ふ  り が な

所 収 遺 跡 名

ふりがな

所在地

コー ド 】ヒ漁幸 東経

調査期間
調査面積

∬
調査起因

市町村 遺跡番号

古市遺跡 鹿児島県

川辺郡

川辺町

永田

字古市

462021 27-89-0

31°

23′

36"

130°

22′

35W

20010903ハV

20020325

20020507ハV

20021003

20031020-

20031112

床上浸水

対策特別

緊急事業

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

古市遺跡 弥生時代

古墳時代

中世

竪穴住居

竪穴住居

溝状遺構

掘立柱建物

高橋式土器,黒髪式土器

山ノロ式土器,松木薗式土器 ,

中津野式上器

石器 (石鏃,石斧,石包丁)

成川式土器,砥石,石製品

土師器,須恵器,自磁,青磁



古市遺跡位置図 (1/50,000)



1ダ1

1 本報告書は,床上浸水対策特別緊急事業 (万之瀬川)

に伴う「古市遺跡」の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は,鹿児島県土木部河川課 (加世田土木事

務所)の受託事業として,鹿児島県立埋蔵文化財セン

ターが担当した。

3 本書で用いたレベル数値はすべて海抜高である。

4 本書の遺物番号は各節ごとの通し番号とし,挿図,表 ,

図版の番号と一致する。

5 発掘調査の実施においては,川辺町教育委員会の協

力を得た。

6 発掘調査における実測および写真撮影は,調査担当

者が行った。

7 遺物に関する写真撮影等は,鶴田静彦・福永修―・

西園勝彦が行った。

8 出土土器に付着した煤の放射性炭素年代測定を (株)

パレオ・ラボに,出土した炭化材の放射性炭素年代測

定および樹種同定を (株)パ リノ・サーヴェイに依頼

し,その分析結果報告を掲載した。

9 本報告書の制作・整理作業の一部にはデジタル技術

を導入し,図版等の作成および編集に係わるデータ処

理は,福永修―が行い,馬籠亮道の協力を得た。

10 本書の執筆,編集は,鹿児島県立埋蔵文化財センター

で福永修―が行った。各項目の執筆分担は以下の通り

である。

第 I章―………………福永修一

第Ⅱ章…………………西園勝彦

第Ⅲ章

第 1節 1… …………福永修一

2… …………福永修―・川口雅之

3… …………福永修―・川口雅之

第 2節 1… …………福永修一

2… …………福永修―・岩澤和徳

3… …………福永修―・岩澤和徳

4… …………福永修一

第 3節 1… …………福永修一

2… …………平木場秀勇

3… …………西園勝彦

第V章

第 1節 ………………福永修一 。川日雅之

第 2節………………福永修一

第 3節………………西園勝彦

岩澤和徳

岩澤和徳

ロ

H 掲載遺物の縮尺は,土器が1/3,石器は1/1を 基本と

する。 しかし,礫石器など大型のものについてはこの

限りでない。また,遺構については1/40を基本とした

が, これについても大型の遺構についてはこの限りで

はない。各々,図中に示したスケールを参考とされた

ヤゝ。

12 土器,石器等の出土位置については,各節ごとに記

載 した。スケールについては,図中にグリッドライン

が表示されているので参考にされたい。

13 本報告書に掲載した出土遺物・図面・写真等は,鹿
児島県立埋蔵文化財センターで保管し活用する。なお ,

本報告書に使用したデータの一部は,鹿児島県立埋蔵

文化財情報管理システムおよび埋蔵文化財情報データ

ベース (http://w町 .jomOn―■o―mori.jp)で 公開する予

定である。
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第 1節 調査に至るまでの経過

鹿児島県土木部河川課 (力日世田土木事務所,以下土木

部)は,床上浸水対策特別緊急事業 (万之瀬川)イこ基づい

て河川改修 (万之瀬川,川辺町古市～同町田部田間)を 計

画し,事業対象区域内の埋蔵文化財の有無について,鹿
児島県教育委員会に照会した。

これを受けて,鹿児島県教育庁文化財課 (以下文化財

課)は 当該工事の予定地には,周知の遺跡として 「古市

遺跡」 と,「南田代遺跡」が所在することを回答し,土
木部,文化財課,鹿児島県立埋蔵文化財センター (以下

埋蔵文化財センター),川辺町教育委員会との協議の結

果,事業対象地域内の遺跡の範囲と性格を把握するため

に古市遺跡では確認調査を,南 田代遺跡では詳細分布調

査 (試掘調査)を行うこととなった。

本遺跡の確認調査は,川辺町教育委員会が事業対象地

域約40,000� を対象として,平成 12年 2月 1日 から平成

12年 3月 21日 の期間実施した。

確認調査の結果,弥生時代,古墳時代,古代～中世の

遺物包含層があることが明らかとなった。調査結果に基

づき,遺跡の取 り扱いについて協議を重ねた結果,遺跡

の現状保存や,設計変更が不可能であることから,発掘

調査を行い記録保存することとなり,約40,00011iを対象

とした本調査を埋蔵文化財センターが実施することとなっ

た◇

本調査は,当初約40,000∬ を対象に実施する予定であっ

たが,調査範囲を縮小し約 17,18011iの 調査を行った。こ

れについては,確認調査の時点で建築物が残存し十分な

調査が行えなかったことによるものである。

本調査は用地買収等の条件の整った区域から順次調査

の対象とし平成13年 9月 3日 から平成15年 H月 12日 (実

働208日 間)の期間で 3回実施した。

第 2節 調査の組織

平成H年度 確認調査

事業主林者 鹿児島県土木部河川課働日世田土木事務所)

調査主体者 川辺町教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課

調査責任者 川辺町教育委員会 教育長 北野

調査企画者 生涯学習課    課 長 吉留

調査担当者   〃   文 化 財 係 上村

〃      〃   新地

〃   発掘調査補助 大園

″      〃   藤田

事務担当者   〃   文化財課係長 野入

第 I章 発掘調査の経過

律和

丘

純一

浩一郎

昭雄

光代

博雄

平成 13年度 本調査

事業主体者 鹿児島県土木部河川課勧日世田土木事務所)

調査主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課

調査責任者

鹿児島県立埋蔵文化財センター 所長 井上 明文

調査企画者

次長兼総務課長        黒木 友幸

主任文化財主事兼調査課長   新東 晃一

調査課長補佐         立神 次郎

主任文化財主事兼第一調査係長 青崎 和憲

主任文化財主事        中村 耕治

調査担当者

文化財研究員

文化財研究員

事務担当者

総務係長

主  査

平成14年度 本調査

事業主体者 鹿児島県土木部河川課働日世田土木事務所)

調査主体者 鹿児島県教育委員会

企画・調整 鹿児島県教育庁文化野課

調査責任者

鹿児島県立埋蔵文化財センター 所長 井上 明文

調査企画者

次長兼総務課長        田中 文雄

調査課長           新東 晃一

調査課長補佐         立神 次郎

主任文化財主事兼第一調査係長 池畑 耕一

主任文化財主事        中村 耕治

調査担当者

文化財主事

文化財主事

文化財研究員

文化財調査員

事務担当者

総務係長

主  査

平成15年度 本調査

事業主体者 鹿児島県土木部河川課勧日世田土木事務所)

調査主体者 鹿児島県教育委員会

福永 修一

菅牟田 勉

前田 昭信

今村 孝一郎

岩澤 和徳

日高 正人

西園 勝彦

橋口 亘

前田 昭信

栗山 和己
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企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課           第 3節 発掘調査の概要と経過

調査責任者                        調査期間は以下のとおりである。

鹿児島県立埋蔵文化財センター 所長 木原 俊孝    確認調査

調査企画者                        平成 11年度 (平成 12年 2月 1日 ～ 3月 21日 )

次長兼総務課長        田中 文雄

調査課長           新東 晃一    本調査

調査課長補佐         立神 次郎     平成 13年 9月 3日 から平成 14年 3月 25日 ,平成 14年 5

主任文化財主事兼第一調査係長 池畑 耕一    月 7日 から平成14年 10月 3日 ,平成15年 10月 20日 から平

主任文化財主事        中村 耕治    成15年 11月 12日 の 3回にわたり本調査を行つた。調査の

調査担当者                       経過については, 日記抄を持ってかえる。なお,調査期

文化財主事          松尾 勉     間が複数年のため,月 単位の記載とした。

文化財研究員         川元 禎久

事務担当者                        平成13年度

総務係長           平野 浩二    9月 3日 ～ 9月 26日

E-8, 9区 Ⅵ層掘 り下げ

CDE-1～ 7区表土剥ぎ,精査

平成16年度 報告書作成                  B～ E-8～ 12区 Ⅲ～Ⅵ層掘 り下げ

事業主体者 鹿児島県土木部河川課 働日世田土木事務所)    BC-13,14区 Ⅳ,V層掘 り下げ

調査主体者 鹿児島県教育委員会              BC-15,16区 トレンチ掘 り下げ

企画・調整 鹿児島県教育庁文化財課            遺物出土状況撮影, 1・ 2号住居跡検出状況写真撮影

調査責任者                       10月 2日 ～10月 26日

鹿児島県立埋蔵文化財センター 所長 木原 俊孝     C～ E-3, 4区 V層掘 り下げ

調査企画者                         C～ E-5, 6区 Ⅲ～V層掘り下げ

次長兼総務課長        賞雅 彰      CD-8, 9区 V層掘 り下げ

調査課長           新東 晃一     EF-8, 9区 Ⅲ,Ⅳ層掘 り下げ

調査課長補佐         立神 次郎     AB-10～ 12区表土,Ⅲ,Ⅳ層掘り下げ

主任文化財主事兼第二調査係長 輛柴 久志     CD-10～ 12区 Ⅲ～V層掘り下げ

主任文化財主事        長野 員一     遺物出土状況撮影, CD-8～ 10区Ⅶ層上面コンタ図

作成担当者                        作成, 1号住居跡掘 り下げ, 2号住居跡実測,掘 り下

文化財主事          福永 修一     げ, 3号住居遺物取 り上げ

文化財主事          石原田高広    H月 2日 ～H月 28日

事務担当者                         AB-1～ 5区 V層掘 り下げ

総務係長           平野 浩二     C～ E-1～ 4区Ⅵ層掘 り下げ

B～ E-6, 7区 Ⅱ～V層掘 り下げ

B-10～ 12区 Ⅲ,Ⅳ層掘 り下げ

指導者・協力者                      E～ H-19～ 26, I～ K-24～ 26,遺物取 り上げ,ピ ッ

鹿児島県土木部河川課                  卜検出,溝状遺構検出, CE-1～ 4Ⅷ層上面コンタ

鹿児島県土木部河川課 勧日世田土木事務所)        図作成,土坑掘 り下げ, 1～ 3号住居掘 り下げ

川辺町教育委員会                   12月 3日 ～12月 26日

森脇 広 (独立行政法人国立鹿児島大学法文学部教授)    CDE-17～ 21区 Ⅱ層掘 り下げ, 1～ 7ト レンチ掘 り

成尾英仁 (現鹿児島県立中央高校 教諭)         下げ,DE-7, 8区 南側断面実測, 3号住居掘 り下

長野員―,中村耕治,倉元良文,井ノ上秀文,宮田栄二,    げ

堂込秀人,鶴田静彦,児玉健一郎,東 和幸,岩澤和徳,   1月 7日 ～ 1月 29日

宗岡克英,栗林文夫,中村和美,関 明恵,黒川忠広,     H～ 」-24～ 26区 Ⅱ層掘 り下げ

桑波田武志,横手浩二郎,西園勝彦,上床 真,        BE-17～ 21区Ⅲ～Ⅵ層掘 り下げ

川口雅之,馬籠亮道,鮫島伸吾               F-20区 Ⅱ層掘 り下げ, トレンチ掘 り下げ

遺物取 り上げ, 3号住居実測,土器溜 り実測
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2月 1日 ～2月 27日                    平成15年度

EF-17,18Ⅳ ,V層掘り下げ             10月 20日 ～10月 28日

D～ F-13～ 15区,H-20区 ,Ⅲ ,Ⅳ層掘り下げ      GHI-24～ 27区 Ⅱ層掘り下げ

G～ H-19,20区,Ⅳ層掘り下げ             溝状遺構完掘, ピット検出

遺物取り上げ,完形土器撮影実測, 1, 3, 4, 5号    H月 5日 ～H月 12日

住居掘り下げ実測                    GHI-24～ 27区精査,ピ ット検出,実測

3月 4日 ～3月 25日                    H月 12日  調査終了 遺跡引き渡し

D～ F-13～ 15区,Ⅳ層掘り下げ

遺物取り上げ,掘立柱建物跡実測, 1～ 3, 5～ 8号

住居完掘,実測,撮影,空撮

平成14年度

5月 7日 ～5月 28日

G-22～ 24区, Ⅱ～Ⅳ層掘り下げ

HI」 -19～ 27区, Ⅱ～Ⅳ層掘り下げ

KLM-23～ 28区, Ⅱ～Ⅳ層掘り下げ

N-25～ 27区,Ⅱ ,Ⅲ層掘り下げ

遺物取り上げ,総柱内ピット精査,溝状遺構・焼土混

入遺構・焼土土坑検出,掘 り下げ

6月 3日 ～6月 26日

」KLM-24～ 26区,Ⅲ層掘り下げ

LMNOP-27～ 29区, Ⅱ層掘り下げ

KLM-26～ 32区,Ⅱ 層掘り下げ

遺物取り上げ,GHIJK-20～ 23区 アカホヤ上面コ

ンタ図作成

7月 1日 ～7月 24日

NO-27～ 31区 Ⅱa層掘り下げ

P-25～ 31区 Ⅱa層掘り下げ

Q-29～31区 Ⅱa層掘り下げ

遺物取り上げ,ピ ット掘り下げ実測

8月 1日 ～8月 27日

NOPQR-25～ 28区 Ⅱa層掘り下げ

OPQR-20～ 31区Ⅳ層掘り下げ

ABC-24,25区 Ⅳ層掘り下げ

遺物取り上げ,土器集中区検出撮影半載

9月 2日～9月 25日

NOPQR-29～ 31区Ⅲ,Ⅳ層掘り下げ

焼土跡掘り下げ実測, JKL-24～ 26区,NOP-25,
26,コ ンタ図作成

10月 2日 ～10月 3日

NOPQR-29～ 31区Ⅳ層掘り下げ
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第Ⅱ章

第 1節 遺跡の位置と地理的環境

古市遺跡の所在する川辺町は,北緯31° 23′ 15〃 東経

130° 23′ 40〃 のところにあり薩摩半島南郡中央に位置

している。県庁所在地である鹿児島市に隣接 し,東は加

世田市,南は知覧町・枕崎市,北は金峰町に接する。

地形的には,東西約 8km,南 北約22kmで , 中央部

が狭まる分銅形をし,南北を分けるようにして流れる万

之瀬川とその支流周辺に広がる河岸段丘・平野部以外は

標高約100mの シラス台地と山岳・渓谷が大勢を占める。

特に南部・北部・東部は平地に乏しい。渓谷を流れる小

流には八瀬尾の滝をはじめとするいくつかの滝が知られ ,

万之瀬川に注ぎ水田の形成を促 している。町内には四万

十層群の中の川辺層群と言われる頁岩,砂岩などの基盤

層の存在が知 られ,特に八頑尾の滝付近には蛇紋岩がみ

られる。

古市遺跡は,川辺郡川辺町永田字古市に位置 し,川辺

町役場のある町の中心部から西へ1,7km離 れる。

現在遺跡周囲には水田・畑 。豚舎が広がつている。北

西へ 2km行 くと加世田市 。金峰町 。川辺町の 3市町の

町境がある。また, 2km下流には,古勢滝が存在 して

いる。また,1.5km北 東に田上岳 。4km北西に中岳を

臨み,古市遺跡はこの田上岳と中岳との間に万之瀬川に

向かって広がる扇状地形をした川端の突き出た箇所の対

岸の自然堤防上に位置する。

第 2節 歴史的環境

古市遺跡の対岸の南田代遺跡は,以前に現鹿児島大学

教授の本田道輝氏や当センター職員の東和幸氏 らによっ

て多くの遺物が表面採取されてお り,その中には,映状

耳飾 りをはじめとする玉類があり,注目されていた。ま

た,万之瀬川とその支流の加世田川 。大谷川流域には多

くの遺跡が知られている。

《旧石器時代》

川辺町内の旧石器時代の遺跡は,寺山遺跡をはじめと

して背野平遺IIVA,津 フジ遺跡,上桑持野遺跡などの遺跡

が知 られている。 これらの遺跡のうち背野平遺跡以外の

3遺跡は,古市遺跡か ら2kmの範囲内にあり,背野平

遺跡も万之瀬川へ注ぐ大谷川を臨む位置にある。そのほ

かにも遺跡の下流で万之瀬川と合流する加世田川流域に

はいくつかの遺跡が知 られている。

《縄文時代》

川辺町内には,縄文時代の遺跡が多く知 られている。

草創期では鷹爪野遺跡で多くの遺物と共に配石遺構や集

石遺構が発見され,早期では前平式上器・押型文土器・

塞ノ神式土器などが出土する遺跡が多い。前期では轟式

遺跡の位置と環境

土器 。曾畑式土器が出土している遺跡が数遺跡あり,中

期の遺物が出土している遺跡は少ないようである。南田

代遺跡から轟式土器・曾畑式土器・阿高式土器などの土

器が出土し,古市遺跡の東側に位置する,廻 り淵遺跡か

らも轟式土器・曾畑式土器が出土している。中期同様に

後期の遺物・遺構が出土した遺跡も少なく指宿式土器・

市来式土器の出土している遺跡が幾つか知 られるのみで

ある。晩期の遺跡も黒川式土器が出土した遺跡が教例あ

り,古市遺跡か らは晩期の遺物が出土した。 これらの遺

跡は,万之瀬川とその支流沿いに広がっている。

《弥生時代・古墳時代》

弥生時代になると遺跡数が増加し,昨年度報告書が干」

行された寺山遺跡か らは弥生時代中期の環壕の一部が発

見され,古市遺跡からは前期の住居跡が発見された。古

市遺跡より下流域の金峰町 。加世田市には高橋貝塚・松

木園遺跡・下小路遺跡など多くの遺跡が存在している。

古墳時代は更に遺跡数が増える。古市遺跡からも住居

跡や多くの遺物が発見され,万之瀬川川床遺跡や持然松

遺跡・渡畑遺跡・芝原遺跡・上水流遺跡など万之瀬川改

修工事に伴う発掘調査でも多くの成果が上がっている。

《古代》

遺跡周辺の川辺町内では古代の遺跡はあまり知られな

いが,万之瀬川の支流の流域にある金峰町白樫野遺跡か

らは蔵骨器の入つた石組み墓が発見されてお り,上記の

持然松遺跡・渡畑遺跡・芝原遺跡 。上水流遺跡からも多

くの成果が上がっている。古市遺跡の北西約 3kmの付

近には荒平窯跡 。中岳山麓古窯跡群がある。金峰町小中

原遺跡からは 「阿多」 と書かれた刻書土器が出土してお

り,付近が「古事記」。「日本書紀」に見える阿多の地に比

定されている。

《中世》

川辺町内では,中世の城跡や陣跡をはじめとする遺跡

が多く知られ,金峰町 。加世田市の中世の遺跡も万之瀬

川を介している。特に万之瀬川を介在 とした物流につい

て近年議論の盛 り上が りを見せ,阿多氏との関連を想起

させる 「阿多」 と書かれた土器が金峰町小中原遺跡から

出土している。

古市遺跡の周辺の遺跡をみると万之瀬川とその支流の

流域に集中してお り, これはどの時代も同じである。こ

のことに川が関係 していることは間違いないが, ヒトの

交通手段として古市遺跡まで船を使つたとは考えられな

い。先に述べたが滝の存在 と水量の問題がある。古市遺

跡周辺は現在は多くの水量をたたえているが。以前は歩

いて対岸に行けたという。
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第 1表  周辺遺跡地名表
潰 跡 名 所在地 地 形 時 代 出土遺物等 備 考

1
古市 川 辺 町永 田字 古 市 微高地 縄文 (晩)。 弥生・古墳・

古代・中世 茅議錯弗諮 '誹|♂
平成H・ 13・ 14調 査 本報告
董

2 南田代 川辺町田部田字南田代 微 高地 縄文 (前・中・晩)・ 弥生
古墳・古代 蓑飛首昂氏装埋犀式,黒川式 平成H・ 13・ 14調 査

3 廻り淵 田部 田廻 り淵 台 lllj端 縄 文 学則 轟 式  曽畑 式  石 匙

4 黒木 山 田部田黒木山 台 地 弥 生 (中 ) 土器片散布
5 魃ヶ原 田部 田越 ヶ原 台 地 古 増 成川式上器片散布

下仁 久 田 田部 田下 仁 久 田 台 llL 縄 文 (早 ) 前 平 式

7 鬼 ケ城 VVT 下山田兎 ヶ城 台地端 古 墳 ,中 世 成 川 式 散 布  中世 山城

津フジ 下山田津フジほか 台 地 旧石器～縄文 (晩 ) 細石刃,細石刃核
黒川式

平 成 13・ 14年 度 確 認 調 査

9 永 田西 永 田 西 台地端 縄 文 (早 ) 押 型 文 土 器 片 散 布

南中野 永田南中野 微 高 地 縄 文 (後 )～ 古 増 指宿式,成川式散布
中野 迫 永 田 中野 迫 微 高 加 縄文 (後 ) 指宿 式 .石 斧 散 布

寺 山 永田寺山野 丘陵地 旧石器,縄 (草).弥 (中 ) 台形石器,細石刃核

重竪掌
本
塘致肇

式,石鏃,石匙 ,

平成 13・ 15年度調査本報告書

13 八 幡 堀 下 山 田八 幡 堀 ほ か 台 地 縄文 土器片散布 平 成 10年 度 確 認 調 査

14
矢倉ヶ迫 下山田矢倉 ヶ迫 台 地 縄文 (早 ) 石坂式,桑之丸式,押型文,打製

石鏃等
平成 8年度確認調査

15 供養塚 下 山 田供 養 塚 台 地 編 文 (ξ土) 縄文早期土器,集石遺構 平 成 7年度 確 認 調査

西 ノ平 下 山 田 西 ノ平 台 lllt 中世 土 器 片 散 布

17 /1cヶ 〒 下 山 FR末 ヶ 7「 台地 弥 生 (後)～ 古 墳 (初 ) 松 木 南 式  中津 野 式 平成 4・ 5年度調査
荒多 下山田荒多 台地 縄 文 (1耳1) 寒ノ神式,石鏃,黒曜石片 平成 13年度確認調査

平成 14年度全面調査

帝 多 泊 下 山 田帝 多 泊 合地 縄 文 石 匙  土 器 片 散 布

上柔持野 下 山 田上 柔 持 野 台 地 旧石器～縄文 (早 ) ナイフ形石器,細石刃,塞 ノ神式 平成13年度確認調査
平成14年度全面調査

番 屋 ケ席 下 山 田番 屋 ヶ犀 台地 縄 文 ～古 墳 石 鏃 _成 川 式 等 散 布

答 石 下 山 田答 石 ほか 山 麓 土器片散布 平成 5・ 12年 度 確 認 調 査

垢 池 上 下山田塘池上ほか 台 地 弥生～古墳 土 器 片 散 布 平成12年 度確認調査
平成13年度全面調査

土器薗 中 山 田土 器 薗 沖積 地 弥 生 (中)～古墳 (初 )

介垂藩斧撃
木園式,中津野式, 平 成 H年確 認 調 査

下ノロ 中 山 田 トノ ロ 台地 縄 文 (早 ) 押 型 文

勝目城跡 中 山 田馬 場 ほ か 台 地 端 南 北 朝 以 降 空堀 , 曲輪,土累等残存 田丁ヤ旨角こう【化 貝オ

焼 山 上 山 田焼 山 台 地 縄 文 (早 ) 前平式
田 中堀 上 山 田 田 中婦 台 地 縄文 (後 ) 市来 式  指 宿 式 等 本 田道 耀 氏調脊

君野権現洞穴 上山田君野 山 麓 溶岩性の洞穴,縄文時代の住居 県指定文化財 (天然記念物)

炉木 馬 場 上山田炉木馬場 台 地 縄文～古墳 前平式,黒川式,夜 臼式,板付式,

石匙等
平成元年度確認調査

背野平 上山田背野平 台 地 旧石器～縄文 (早・晩) 旧石器礫群,剥片尖頭器,集石遺
構,加栗山式等

平成 12年度調査

鷹爪野 上山田鷹爪野
台地

縄文 (草)～縄文 (中 )

箪洗鋪 塩響藍]遺構,前 平成 4。 12・ H年度調査

善積寺跡 上山 田松 薗 山麓 鎌倉～明治 廃仏毀釈で廃寺
座禅石.墓地等残存

町 指 定 文化 財 (史跡 )

高 田古 城 跡 富田城 ノ平ほか 丘陵地 南北 朝 以 降 空 堀 残 存

高田堀之内城跡 高 田城 内 ほか 丘 陵 地 南北 朝 以 降

高 田城 跡 高 田城 ノ平 ほ か 山 llll 南北朝以降
大 漉 高田大渡 台地 縄文 ～弥 生 土 器 片 散 布

九玉 永 田 九 玉 微 高 地 縄 文 (早)～ 古 増 押型式,黒川式,成川式等 平 成 10年 度 確 認 調 査

金村 田 田部 田金 村 田 沖積 l ll 古墳 土 器 片 散 布

ム ッタンシマ 田部田島 沖積地 縄文 (早 ) 塞 ノ神 式

羽祢田 田部田羽祢田 台 地 縄文 学削 曽畑式,石斧,磨石
田部 田城 跡 田部 田東 陣・ 西 陣 台 地 雨 引r朝 以 降 中 世 山城

平 山競 跡 平 山天 神 ほか 台地 室 町 中 世 山城

馬越原 平山馬越原 台 地 縄 文 (早 ) 中世

雷晟
遺構,前平式,上師器, 白磁, 平成6年度確認調査

野 間 陣 ノ席 城 跡 野 闇 陣 ノ尾 台 地 南北朝以降 中世 陣 跡

山 下 古殿山下 丘 陵 地 平 安 ～鎌 倉 青 磁 白磁  十師器 平成 6年度調査
販倉 神 社 境 内 中福 良宮 飯 倉 神 社 境 内 微 高地 古墳 成川式,土師器 平 成 10年 度 確 認 調 査

毛平 古 窯 跡 金 峰 町 花 瀬 荒 平 山腹 平安 (前 ) 古 窯 6基.須 恵 器 (蔵骨 器 )
「古 文 化 談 叢 114・ 15号

中岳 金峰町花瀬 山 麓 平 安 須 庶 器 「古 支 イЙ談 善 115号
上 水 流 金峰 町花 瀬 低 地 春日式,深浦式 発掘 調 査 中

芝 原 金峰 町 松 田南 祇 地 縄文,古墳,古代,中世 発掘 調 査 中

渡 畑 金峰町松田南 低 地 縄 文  古 墳  古 代  中世 発編 調杏 中

持然松 金峰 町 松 田南 低 地 編支 ～ 中世 発掘 調 査 中

白樫 野 A ◆峰町白川 台 lTl 古代 蔵 骨 器 「鹿 児 島考 古 134号
上加世田遺跡 加世田市川畑上加世田

2715
河 岸 段
丘

絶 又 ～ 甲 世 土器,石器,岩偶,石棒,石斧,

ヒスイ
市埋文報 (3)(4)(13)

権ノ原遺跡 加世田市村原権ノ原 台地 旧石器～古墳,中世,近世 剥片尖頭器,隆帯文,土器,須恵
器,土師器,砥石,石斧,岩偶 ,

たたき石

市埋文報 (1)(15)(17)(20)
県埋文報 (5)
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第 3節 土層

古市遺跡は,現在畑地 。養豚場として利用されており,

耕作や豚舎建設に伴い一部が削られ層の欠落がみられる

所が多くあつた。また遺跡の東側と中央部と西側では様

相が異なっている。大きくは, L-28区 ～N-25区 の

斜目に段差が入るか所から東側と西側に分かれ,東側が

河川の自然堤防状の地形で,西側が河川に伴う三日月湖

状の地形である。この差に伴い層序が西側と東側とで異

なったため,第 7図はL-28区 ～N-25区の斜 目に段

差が入るか所から東側はⅧ層上面の等高線,西側はアカ

ホヤ火山灰層を剥いだ時点の等高線である。

遺跡の東側は,等高線をみると (第 7図参照)調査区

内で高い部分が 6区～13区 と18区～28区 の 2か所あり,

河川側と東側に緩やかに下っている。更に14区より東側

は鹿児島県内の台地上の遺跡でみられるような地層の堆

積をしている。また15区か らL-28区～N-25区 へ斜

目に段差が入るか所までの中央部は,アカホヤ火山灰層

の下層が砂層・砂礫層であり,更にその下層は,川 の水

の浸透により確認 トレンチの壁が崩落するため確認でき

なかった。またアカホヤ火山灰層の上位に位置する地層

はどの層も厚く,V層 は開聞岳噴出期限の灰コラが黄橙

色を呈し小さなパミスが15～ 20cm大 の固まりとなり密

集した層としてみられた。

遺跡の西側は,近世から現代まで水田として利用され ,

最近は養豚場として利用されていた。等高線をみると一

段低く三日月湖状を呈し,東側部分のⅡ層～Ⅵ層に相当

する部分が異なり,湖底堆積のような堆積をしている。

第 7, 8図に示した調査範囲より北側の河川側も試掘調

査をしたが,やはり同じような層序であつた。また,河
川に向かい高くなり自然堤防状になっていたことが推測

される。 この三 日月湖状の窪まりの湖底堆積のような層

の始まる高さは,東側のⅡ層下面よりも2m低 く,層 中

からは中世・古代・古墳時代・弥生時代の遺物が出土し,

その下位のアカホヤ火山灰層の二次堆積土中からは古墳

時代・弥生時代の遺物が出土した。これより下位は砂層・

砂礫層である。また,更にその下層は,川の水の浸透に

より確認 トレンチの壁が崩落するため確認できなかった。

これらのことからこの三 日月湖状を呈する地形は,アカ

ホヤ火山灰降灰以前に形成され,少なくとも中世頃まで

は三日月湖状ないしは,河川の自然堤防の後背湿地のよ

うな様相をしていたことがうかがえる。

古市遺跡と対岸の南田代遺跡の地層を比較してみると,

異なる点は,先ずアカホヤ火山灰層より上位の層厚と枚

数である。古市遺跡が各層が厚く枚数が多い。次に灰コ

ラの様相である。古市遺跡ではパミスが層としてみられ

ることに対し,南 田代遺跡では塊状で堅く締まり,青灰

色を呈する。共通する点は,先に述べたようにアカホヤ

火山灰層よりも下位の状況である。古市 。南田代両遺跡

共に地層は砂層を基盤にするか所と鹿児島県内の通常の

台地状の地層を基盤にするか所がみられ,アカホヤ火山

灰降灰後安定している。対岸に位置する南田代遺跡でも

同様の現象がみられ,アカホヤ火山灰降灰前と後では決

水の起こり方に差があったことも読みとれる。また古市

遺跡と南田代遺跡とではアカホヤ火山灰降灰後の層の堆

積は異なってお り,出土遺物の時期も異なる。川を挟ん

で対峙する 2遺跡で地層や出土遺物に差のあることは ,

地形・自然条件などからくる遺跡形成の選択性など考え

る上で貴重である。

遺跡東側 遺跡西側 (三 日月湖状地点 )

I 表 層 [ 表土

Ⅱ

黒褐色シルト土
(中 世・古代・古墳時代

遺物包含層)

赤褐色土
(近世～現代遺物包含層)

Ⅲ
茶褐色シル ト土
(古墳時代遺物包含層)

黒褐色粘質土
(近世～現代遺物包含層)

Ⅳ
黒褐色シル ト土
(弥生時代遺物包含層)

Ic
明黒褐色粘質土
(中世遺物包含層)

V
灰褐色火山灰土

(開 聞岳起源灰コラ) Ⅱ d
灰白色粘質土
(中 世・古代遺物包含層)

Ⅵ
黒色シル ト土

(縄文時代晩期、灰コラ)

Ⅱ e
明黒褐色粘質土

(古代遺物包含層)

Ⅶ
黄橙色火山灰土
(ア カホヤ火山灰)

Ⅲ

茶褐色砂質土
(古墳時代・弥生時代遺

物包含層)

Ⅷ 黄白色粘質土

Ⅳ
黄褐色砂質土
(弥生時代遺物包含層)

Ⅸ 灰褐色粘質土

X 茶褐色粘質土 V 乳灰褐色砂質土 (河床)

�
黄色火山灰土
(サ ツマ火山灰)
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第 2図 基本土層柱状模式図
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第Ⅲ章 発掘調査の成果
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第 1飾 弥生時代の調査

1 調査の方法と概要

調査は,国土座標軸IN39及びIN40を 結ぶ線を基準に

東西南北に10m× 10mの グリッドを設定して実施した。

調査区域の南側から北側へ 1・ 2・ 3… ,東側から西側

へA・ B・ C… とし, D-2区 ・H-7区 と表示した。

全面発掘調査の表面積は,17,180�である。

弥生時代の調査は,遺物包含層であるⅣ層が残存する

F-7区 ～E-18～F-19区,M～ P-29～ N～P-31区

までを調査した。E-2区 ～DE-4区 までは削平のため

に包含層はなかったが,遺構検出の可能なⅣ層が残存し

ていたため調査を行った。だが,遺構は検出されなかっ

た。

調査の結果,弥生時代の出土遺物は,刻目突帯文土器

や高橋式土器,山 ノロ式,入来式,吉ヶ崎式,黒髪式 ,

松木薗式, 中津野式土器や,石鏃,石斧,石包丁が出土

し, 2基の竪穴住居跡が検出された。高橋式土器の完形

品が, 2号竪穴住居跡より出土し,中津野式の大甕がO―

31区より完形で出土した。

2 弥生時代の遺構

2基の竪穴住居跡が,C～D-11区～C-13区のⅥ層

より検出された。 1号竪穴住居跡は全形が検出され, 2

号竪穴住居跡は東西に掘 られた近代の溝跡によって大半

を欠損してお り,残存するのは南側のみであった。 2基
の竪穴住居跡は,南北に流れる現河川に平行して位置し,

1号竪穴住居跡から15mほ ど離れた北東側にやや下る地

形に 2号竪穴住居跡が位置する。

遺物の平面的な分布も遺構の位置に重なり,C-10区
～E-12区に遺物が広がり竪穴住居跡周辺に多くが分布

している。中でも,柱状片刃石斧が 1号堅穴住居跡近く

から出土している。また, 2号竪穴住居跡からは,床面

で弥生時代前期の甕型土器が完形で出土している。 2号
竪穴住居跡は, 1号竪穴住居跡と近接し,柱穴の配置 ,

埋土の状況,遺構内遺物,遺構周辺の遺物などが, 1号

竪穴住居跡と同じであるため 1号竪穴住居跡と同時期の

竪穴住居跡であると認定した。

1号堅穴住居跡 (第 12図,第 13図 )

C～D-11区,Ⅵ層で検出された。平面形は長軸線が

南北方向で5.Om短軸線が東西方向で4.2mの楕円形を呈

する。検出層と埋土が,検出面から底面までほぽ似通っ

た黒茶褐色土であったため,検出は困難を極めた。検出

面から底面までの深さは1 2cmと 浅く,Ⅶ層まで掘 り込ん

でいる。埋土は前述のとおり単一の黒茶褐色土である。

遺構の床面で12基のピットと 1基の土坑を検出した。ピッ

トは,浅いP2号, P6号 ピットがあるが,総じて底面

から25cm以上の掘 り込みで深い。また土坑は,掘 り込み

が約13cmで,中央ピットの可能性がある。ピット,土坑

ともに埋土は,黒茶褐色土であった。

遺物の多くは,埋土中に散在して出土するが,土器の

平面分布は住居跡の中程に集中して出土している。土器

は,弥生時代前期の土器を中心に27点出土し,ホルンフェ

ルス製の打製石斧 6が 1点出土している。

土器 1～ 5は弥生時代前期の甕形土器である。 1, 2
の口縁部突帯は断面三角形を呈し,ヘ ラ状工具による刻

目を密に施す。 2は黒色を呈し,外面にヘラミガキを施

す。 4, 5は胴部片である。突帯にはヘラ状工具による

浅い刻目を施している。他に重型土器の胴部片が 1点出

土している。石斧6は ,主剥離面を大きく残し頭部及び

快部に連続する整形剥離が入 り,包含層より出土してい

る他の石斧と石材,頭部の大きさ剥離が似る。

2号竪穴住居跡 (第 13図～第15図 )

C～D-12～ 13区,Ⅵ層で検出された。堅穴住居跡は,

Ⅷ層まで掘 り込まれた近代の溝跡によって大半を欠損し,

残存するのは南側のみであった。平面形は,長軸線が東

西方向で3.9mで 1号竪穴住居跡と同じ楕円形を呈する

ものと推測できる◇また,埋土は検出面から底面まで単

一の黒茶褐色土で, ピットの位置と埋土より住居跡に伴

うものと考えられる。検出面から底面までの深さは1 0cm

と浅くⅧ層まで掘 り込んでいる。ピットは,浅いP2号
ピットがあるが,総じて底面から20cm以上で深い。

遺物は,住居跡の西端より住居側に倒れた状態で弥生

時代前期の甕型土器 7が 1点出土した。土器 7は,割れ

てはいたが,ほぽ完形の状態で出土した。甕形土器 7は

口径26.2cm,器高31.3cm,底径7.3cmの完形品である。

胴部は張 りのない砲弾形で,底部は平底である◇口縁と

上胴部にはシャープな作 りの断面三角形の突帯文を巡ら

し,突帯端部にヘラ条工具よる刻目を浅く密に施す。口

縁部上面は平坦で,胴部突帯を縁部に近い位置に貼 り付

けている。内外面に煤の付着がみられ,下胴部外面は 2

次焼成のため赤褐色に変色している。また,内外面とも

ナデ調整である。
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第 2表  1号 , 2号竪穴住居跡出土遺物観察表

挿図随 騰
唖

注記
番号

層
謡
優

部位
高
耐

器
往

径

ｍ＞
口
他

底径

(cm)
外面調整 内面調整 碇成 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎 土 備 考

1住 甕 口縁部 ナデ,刻 目突帯 ナデ 良 橙 黒褐 橙,淡橙 赤色砂粒,砂粒混 (外面)煤付着

2 ,住 甕 口縁部
ヘラミガキ,

刻目突帯
ナデ 良 黒褐 褐灰 石英,自 色砂粒,小石少混

3 1住 甕 胴部 ナデ,刻 目突帯 ナデ 良 にぶい褐 にぶい黄橙 石英,自 色砂粒

1佳 甕 胴 部 ナデ 刻目突帯 ナデ 良 明褐,赤褐 暗赤褐 石英,赤色小石,自色細粒

5 甕 胴部 ナデ ナデ 農 暗褐 にぷい褐 石英,赤色小石

698 1住

イ ―括 2住 甕 完形 26 2
ナデ.刻 目突帯
三条

ナデ 良 褐灰,黒褐,橙 暗赤灰,橙,黒掲 石英.赤色砂粒,自色細粒 煤付着
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3 包含層出土土器

(1)大甕,甕形土器

弥生時代前期 (第 16～ 18,20図 )

8～ 13は弥生時代前期前半段階の刻目突帯文土器であ

る。 8, 9, 11～ 13は 口縁部 と胴部屈曲部に断面三角

形を呈する低い刻目突帯を巡らす。日縁部突帯は回縁端

部に接して貼り付け,突帯には棒状工具のようなもので
,

正面から深い刺突刻目を施す。外面は粗いヘラミガキ ,

内面はナデ調整である。10は上胴部が直立気味に立ち上

がる小型の甕形土器である。屈曲部の突帯には,棒状工

具による刺突刻目を施す。他の甕形土器に比べ,比較的

精製された胎土を使用している。

14～ 32の 甕形土器は同時期である可能性が高いため,

まとめて報告する。そのほとんどが,胴部に膨 らみをも

たず, 日縁部と胴部に断面三角形の突帯を巡 らす。胴部

突帯は口縁部に近い位置に貼 り付け,突帯にはヘラ状工

具による浅く密な刻目を施している。器面調整はナデを

基本とするが,まれにミガキのものもある。 17は上胴部

に 2条の刻目突帯を施す。刻目は突帯先端に浅 く刻む。

19は 口縁部に丸く肥厚した小さな突帯を貼 り付け,胴部

の屈曲部の上にヘラ描沈線文を 1条施す。内外面ヘラミ

ガキで,鈍い横橙色を呈する。24は外面ヘラミガキで
,

日縁部に板状工具による刻目を施す。29,31,32は 突

帯に刻目を施さないものである。29の外面調整は胴郡突

帯より上がナデ,下がヘラミガキである。31の 突帯は丸

みを帯び,外面にはヘラミガキを施す。

34は 口縁部突帯が水平に張 りだし,平坦 口縁を形成す

る。胴部突帯は口縁部突帯に比べ小さく,ヘ ラ状工具に

よる刺突刻目を施す。内外面ナデ調整である◇弥生時代

前期末～中期初頭の入来式土器である。

38～ 40は底部である。38は平底で,外面ミガキ調整

である。39,40は 浅い上げ底で内外面ナデ調整である。

弥生時代中期 (第 19～ 21図 )

33の 大甕は口径55.9cm,器 高50.6cm,底径5.6cmの完

形品である。厚みのある口縁部は 「く」の字状を呈し,

上胴部には鉤状に折れ曲がった突帯を施す。胴部は膨 ら

みがなく,底部は厚みのある平底である。底部が小さい

ために土器の座 りが不安定である。器面には輪積みの痕

跡である緩やかな凹凸が,幅 4 cm間 隔で水平に認められ

る。外面は煤が付着 し,ヘ ラミガキを施す。内面はナデ

調整で部分的にヘラミガキがみられる。

35は 日縁部の立ち上が りが弱く, 口縁部上面が浅く凹

んでいる。口唇部は丸みを帯び, 口縁部内面が部分的に

弱く突出している。胴部は張 りをもたず,外面に煤が多

量に付着している。

36は断面方形の分厚い口縁部が 「く」の字状に起きあ

がる◇口唇部は浅く窪み,上胴部には突帯を 1条施す。

外面はヘラミガキ,内面はナデ調整である。弥生時代中

期後半の山ノロ式土器であると考える。

41～ 43は 回縁部が上方へ起きあが り, 回縁部上面の

反 りが強い。 日縁部内面の突出が顕著で回唇部を丸くお

さめる。胴部は膨 らみをもたず,煤が多量に付着してい

る。41,42の外面調整は口縁部ナデ,胴部ハケロ,内
面は日縁部ナデ,胴郡ハケロである。弥生時代中期後半

の黒髪式土器である。

9
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0                          10cm

第16図 弥生時代出土違物実測図 2
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第20図 弥生時代出土遠物実測図5

弥生時代後期 (第23～ 25図 )

56は 口縁部が 「く」の字状を呈 し,胴部は膨 らみをも

たず中空の脚部へと至る。口縁部の内面には弱い稜が残っ

ている。外面調整は日縁部と下胴部が粗いハケロ,上胴

部が粗いケズリである。内面は口縁部が粗いハケロ,胴
部はナデ調整である。

57の 口縁部は 「く」の字状に屈曲し, 口縁部の付け根

から日唇部に向かって太 くなる。 日縁部内面には稜が形

成され,胴部は膨 らみをもつ。胴部外面は細かいハケロ

を丁寧に施す。胴部内面は外面よりも粗いハケロを施し

ている。

58～60,62～ 66は弥生時代後期後半～終末の中津野

式上器 と考えられる。 58～ 60は 回縁下に突帯を 1条施

すものである。58,60は同一個林で,上胴部に弱い膨

らみをもつ。外面調整は日縁部がナデ,胴部がケズリ後

ナデである。60の胴部外面にはケズリ痕が残つている。

59は 口縁下に形の整った三角突帯を 1条施す。外面は

ハケロ後ナデ,内面は回縁部がナデ,胴郡がハケロであ

る。62～ 651ま 胴部が無文のもので, このグループは,

比較的薄い作 りで重量が軽い。62～64は 回縁部が弱く

外傾し,上胴部に弱い膨らみをもつ。62の外面は口縁部

ナデ,胴部ハケロ,内面はナデ調整である。63の下胴部

外面はケズリ後ナデ調整である。65は 口唇部が先細りす

る形態で,内外面ナデ調整である。

61は 口縁部の立ち上がりが強く,胴部は膨らみをもた

ず底部へとすぽまる。口縁下にはヘラ状工具による 1条

の刻目突帯がみられる。外面は口縁部がナデ,胴部が粗

いケズリである。内面は日縁部がハケロ,胴部には 2～

3 cm間 隔で粗いハケロを縦方向に施す。器壁が厚く,重
たい土器である。日縁部の屈曲が弱いことから,古墳時

代に属する可能性がある。

-25-



画
開
筒

0                            10cm

(2)壼型土器 (第22図 )

44,45の 日縁部は厚みがあり,内外面にヘラミガキ

を施す。45は 日唇部の直下にヘラ描沈線文を 1条施す。

46は頸部と胴部の境に小さな刻目突帯文を1条施し,

外面は日縁部がナデ,頸部が細かいハケロである。内面

は剥落している。47は大型の壷型土器で,肩部に断面三

第21図 弥生時代出土遺物実測図6

角形の突帯を 1条施す。外面はヘラミガキ,内面調整

は剥落しているため不明である。48は頸部の付け根に 1

条の刻目突帯を巡 らす。突帯には刺突による上下 2段の

刻目を施す。49は上胴部にある突帯の下にヘラ描による

線刻が残っている。線刻の意味は不明である。44～ 49

の時期は弥生時代前期～中期初頭頃であると思われる。
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50は 口唇部上面に小さな突帯を貼 り付け日縁部を上方

へ拡張 している。日唇部は面取 り後,浅い凹みを施す。

拡張部と口唇部下端には細く鋭い刻目がみられる。51の

胴部は玉葱型を呈し,頸部の付け根に突帯が 3条残つて

いる。器壁が薄く丁寧なつくりで,内外面に彫 りの深い

ハケロを施す。52,53は 口縁部を外側へ拡張させてい

る。52は 口唇部が浅く凹み,内面に小さな貼付突帯が 3

条残っている。53は 口縁部上面と内面がヘラミガキ,外

面はナデ調整である。 50～ 53の時期は弥生時代中期で

あると考えられる。

第22図 弥生時代出土遺物実測図 7

55は弥生時代後期の長頸壺であると思われる。色調は

黄橙色で,胎土は砂粒の少ない精製されたものである◇

(3)鉢形土器 (第20図 )

37は台付鉢である。深めの胴部に,浅い上げ底の充実

高台がつく。にぶい赤褐色を呈し,器面調整は内外面ヘ

ラミガキである。弥生時代中期のものと考えられる。
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第 3表 弥生時代出土遠物観察表 1

挿図Nα
生
口
ｏ

報
Ｎ

注記
番号

日土 優 層
器
種 部位

高
け

器
くｃ

回径
(cm)

底径
(cm)

外面調整 内面調整 焼成 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎土 備 考

E-15 甕 口縁部
ヘラミガキ,刻 目
突帯

ナ テ 明黄掲 明黄褐 長石,細砂混

9 E― ,3 甕 口縁部 ヘラミガキ ナデ 良 黒褐 灰黄褐 石英,長石,黒雲母

|‖ 甕 口縁部 180 ヘラミガキ ナテ 良 にぶい赤褐 明赤褐,浅黄橙 石英 細砂混

E-14 甕 口縁部 ヘラミガキ ナ テ 良 明黄褐,黒掲 にぶい黄橙 石英,長石,細砂混

6住 口縁部 ヘラミガキ ナデ 良 明黄褐,黒褐
Π音褐 ,に ぶ い黄
橙

石英,長石,砂粒混

13 ― 括 E― 14 甕 胴 部 ヘラミガキ ナデ 良 灰黄褐 明黄褐 長石,細砂混

4住 甕 口縁部 35 2 ナ テ ナデ 良 浅黄橙.黒褐 黄褐,掲灰 石英,長石,赤色砂粒
,41,142と 同一個
体 (外面)一部器
面剥離

15

4住

甕
口縁 ～胴
部

316 ナデ ナデ 良 赤橙,黒掲 橙,赤褐
長石 ,赤色砂粒,自 色細
粒

(外面)煤付錯
E― ,1

E-11 V上

16

4住
蜜

口縁 ～胴
言[

ナデ ナデ 良 浅黄橙,黒褐 黄掲,褐灰
石英,長 石,赤色砂粒,小
κ三7mm

深
2(汗写辣屠ア旦

部器面剥離

E-11

C-11 IV 甕 口縁部 28 8 ナデ ナデ 良 浅黄橙,灰褐 にぶい黄橙
石英,長 石,角 閃石 ,白 色
砂粒

(外面)やや摩耗

C-11 甕 口縁部 276 ナデ ナ テ 良 にぷい褐,黄橙 明黄褐,赤褐 長石 小石少混

深
鉢 口縁部 ヘラミガキ ヘラミガキ 良 にぶい黄橙 灰黄褐 長石,自 色砂粒

― 括 F-13 溝 甕 口縁部 ナデ ナデ 良 灰黄褐 灰 褐
石英,長 石,赤色小石,砂
粒混

D-12 甕 口縁部 ナデ ナ テ 良 赤掲,黒褐 赤褐 石英,長石,赤色砂粒

甕 口縁部 20 2 ナデ ナデ 良 灰褐,褐 暗橙
石英 ,赤 色小石,自 色砂
粒,小石5mm

C-10 甕 口縁部 23 4 ナデ ナデ 良 赤褐,黄橙 明赤褐,褐 長石 自色砂粒

E-11 甕 回縁部 216 ヘラミガキ ナデ 良 黒掲,黄橙 掲 石英,長石,砂粒混

D-14 口縁部 ナデ ナデ 良 浅黄橙,淡橙 浅黄橙 石英,長石,砂粒混

口縁部 ナデ ナ デ 暗赤褐 赤褐 石英,長石.角 閃石
(外面)一部器面

剥離

―括 口縁部 摩 減 ナデ 淡黄橙 糟
石英,長 石,赤色砂粒,砂
粒多混

一括 E-16 甕 口縁都 ナデ ナデ 浅黄橙,橙 灰褐 石英 砂粒少混

29

8216
8213
8226
8232
8216

4住

口縁 ～胴
言[

ヘラミガキ,ナデ ナ テ 良 赤黒,暗赤褐 赤橙 暗赤褐 組い胎土,小石多混
143と 同 一 個 体
(外面)煤付着

E-11 VI上

E-11

,V

8217 4住

4住 甕 底部 82 ハケメ,ナデ ナデ 良 掲 褐灰 赤褐,暗赤灰 粗い胎上,小石多混
141と 同一個体
(内 面)一部摩滅

31

4住
雪 口縁部 ヘラミガキ ヘラミガキ 良 淡黄橙,黒褐 黄褐 褐灰 石英,長石,赤色砂粒 綾商堺副郵

器面剥離

E-11

V上

甕
口縁 ～胴
部

ナデ ナヂ 良 黄褐,明黄褐 暗掲,明掲 粗い胎土,砂粒多混

7531
大
甕 完形 ヘラミガキ

ヘラミガキ′ナ
良 掲灰,明黄褐 黄楊灰 石英,角 閃石

E-10 V上 甕 回縁著[ 28 2 ナデ ナ デ 艮 明黄掲 黄橙,黒褐 石英,角 FAR石 ,小石4mm

0-3, 甕 口縁部 ヘラミガキ ナデ 良 赤褐 黄橙,暗褐,黒褐 石英,輝石,自 色砂粒
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第 4表 弥生時代出土遺物観察表 2

挿図No
生
口
ｏ

報
Ｎ

記
号

注
番 ヨ土 匝 層 部位

高

ｍｊ
器
ぐｃ

径

ｍｊ
口
でＣ

底径
(cm)

外面調整 内面調整 焼 威 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎 土 備考

甕
口縁 ～胴
部

18 4 ナデ ナデ 良 黒掲,黄橙 橙,暗赤褐 長石,砂粒混 (外面)煤付着

台
付
鉢

口縁 ～底
部

(2α  Ol 84 ヘラミガキ ヘラミガキ 良 橙 娼
ぶい赤橙,黒 石英,角 閃石,小 石 3mm

甕 底部 ヘラミガキ ナ デ 良 橙 褐灰 黄橙,黒褐 石英,細砂混 (外面)煤付着

F-20 || 甕 底部 61 ナデ ナデ 衰 明赤褐 浅黄橙 石英,角 閃石,砂粒混 (外面)煤付着

D-10 甕 底部 83 ナ デ ナデ 良 赤褐,黒褐 黄橙,暗掲 長石′白色砂粒多混 (外面)黒斑あり

7177
7180
7678
7676
7669

甕
口縁 ～胴
部

30 0 ケヽメ ハケメ ナデ 良 黄橙,黒褐,橙 橙,灰褐 石英,長石,角 閃石
(外 薗 )煤 付 着

(内 面)黒斑あり

IV 甕
口縁 ～胴
部

ハケメ,ナデ ケヽメ,ナデ 良 灰自.灰黄掲 姿層
橙,にぶt

石英,長石,角 閃石 (外面)煤付着

P-30 甕 口縁部 1220 ナデ ナデ 良 淡黄 浅黄橙 石英,長 石,角 閃石,小 石
(外面)煤付着

D-11 口縁部 ヘラミガキ ヘラミガキ 良 暗赤褐 赤褐 石英 長石 赤色砂粒

壷 口縁部 ヘラミガキ ヘラミガキ 良 掲,灰掲 にぶい黄褐 石英,砂粒少混
(内 面)一部器面

剥離

頸部 ハケメ 大部分剥離 良 浅黄橙,赤橙 黄橙,灰褐
客参f石

,自 色細粒,小

一臣 肩部 ヘラミガキ ナデ 黄褐,赤黒 明赤褐 石英,長石,小石3mm (外面)黒斑あり

壷 頸～胴部 ヘラミガキ ナデ 良 淡黄橙,黄橙 黒褐
石英,長 石 角閃石,小 石
4mm (内 面)一部剥離

V上

頸部 ヘラミガキ ナデ 良 暗褐 黄掲 石英,長石,小石少混
(内 面)一部器面

剥離
E-9

口縁部 ナ テ ナデ 良 明赤掲 赤掲
石英,長 石,金 雲母,砂 粒
混

51 胴部 ナデ,荒いハケメ ハケメ 良 明赤褐,暗赤褐 灰褐,橙,赤褐 長石,自 色砂粒

一括 IV

―括 IV

一堕 日縁部 (1■ 81 ヘラミガキ ナデ 良 明赤褐 橙 石英,長石,砂粒多混

53

1575 」-23

一軍 口縁部 ヘラミガキ ヘラミガキ 良
黄橙,浅黄橙,黒
褐

灰黄褐
5469

54 ―括 E-14 甕 口縁部 ナデ.ヘラミガキ ナデ 良 褐灰,黄橙 浅黄橙,橙 雹驀ぴ
石,赤色砂粒,自 (外面)一部器面

摩滅

一括
５９６
５９７
５８８

C-11 Ⅲ 日縁部 摩滅 ナデ 良 浅黄橙 浅黄橙,黄橙 精製された胎土 (内 外面)器面剥
離
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第 5表 弥生時代出土遺物観察表 3

挿図No 結
随

注記
番号

日上区 層
器
種 部位

器 高
(cml

径
０

日
０

底径
(cm)

外面調整 内面調整 暁成 色調 (外) 色調 (内 ) 胎土 備考

0-30

墾
日縁 ～底
部

ハケメ,ケズリ ハケメ,ナデ 艮 赤橙,褐灰,黒掲 浅黄橙・黒灰 石英,角 閃石,砂粒少混 (外面)煤付着

57 甕
口縁 ～胴
部

ケヽメ ハケメ 良 浅黄橙.暗褐 黄橙,掲,暗褐 石英,角 閃石,砂粒混 (外面)煤付着

0-31

甕 口縁部 12&0 ナデ,三角突帯 ナデ 良 橙,灰掲 黄橙
厄

英,長 石,輝石 ,自 色砂

K-24 Ⅲ

甕 日縁部 1293j
角突帯

後ナデ,三 ハケメ,ナデ 良 橙,黒掲 浅黄橙,黒灰
縁蒼

,長石,角 閃石,自 色
(外面)煤付着

5982

口縁 ～胴
部

12&61 ナデ,三角突帯 夢夏'観 ' 良 暗赤褐,橙 黄橙,淡黄橙 長石,自 色小石

61
口縁 ～胴
部

ナデ,ケズリ ハケメ,ナデ 良 層
赤褐,明褐,灰 赤褐,灰褐 赤色小石,砂粒多混

0-30
口縁 ～胴
部

ハケメ,ナデ ナデ 良 明赤褐,黒掲 黄橙,黒褐 石英,自 色砂粒,小石5mm (外 ,内 面)黒斑
あり

7764 0-31

O-30 口縁 ～胴
部

とデ,ケ ズリ後ナ
ナデ 良 黒褐,赤褐 淡黄橙,暗褐 石英,長石,黒雲母 (外 面)煤 付着

(内 面)黒班あり

|-22 回縁部 ナデ ナデ 良 赤褐 褐,暗褐 石英,砂粒混,小石4mm

５０

８０

８７

Ｗ

６２

８２

師

開

舵

８‐

５９

５２

７７

弱

２８

側

２６

４３

９８

４４

７４

０３

７８

９‐

７３

７‐

４９

８６

９９

２０

Ы

３３

３‐

５６

９４

括

４８

９５

９５

９５

９５

９５

“

９５

９５

９５

弱

９５

９５

９５

９５

９５

９５

９５

９５

９５

９５

∞

９６

９５

９５

９５

９５

９５

９５

９５

９５

９５

９５

９５

９５

９５

一
９５

日縁 ～胴
部

ナデ ナデ 良 落
褐,暗赤灰,黒 橙,浅黄橙,黄褐

縁悉
,長石 ,角 閃石,自 色 (外 面 )煤 付 着

(内・外面)黒現
あり

32.44 II 甕 口縁部 12201 ナデ ナデ 良 黒褐 暗褐,黄橙 赤色砂粒,砂粒混

L
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第 2節 古墳時代の調査
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第26図 古墳時代遠物出土状況
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5 4

1 調査の方法と概要

古墳時代の調査は,遺物包含層であるⅢ層が残存する

F-7区～E-18～F-19区, G-19～ N～O-31区まで

を調査 した。E-2区 ～DE-6区 は,削平のために包

含層はなかったが,遺構検出の可能な残存するⅥ層を調

査した。だが,遺構は検出されなかった。

調査の結果,古墳時代では,東原式土器や辻堂原式土

器,笹貫式土器,砥石,石製品が出土し, 5基の竪穴住

居跡と 1条の溝状遺構が検出された。

第27図 古墳時代遠構位置図

2 古墳時代の遺構

5基の堅穴住居跡が,E-8区 ～ F-16区のⅥ層より

検出され,南側の竪穴住居跡か ら順に 3号～ 7号 までの

番号を付けた。 5基の竪穴住居跡は,南北に流れる万之

瀬川に平行して位置し, 3号竪穴住居跡から約27m離れ

た北側平坦面に4号竪穴住居跡が,さ らに北側緩斜面に

20m離れて 5号竪穴住居跡, 5号竪穴住居跡か ら20m

北側に6号竪穴住居跡, 6号の北側に隣接して 7号堅穴

住居跡が位置する。平面の形状は, 3号竪穴住居跡, 5

号竪穴住居跡が隅丸方形の形状を呈し, 4号, 6号 , 7

号はともに方形である。また, 3号, 6号, 7号堅穴住

居跡からは,竪穴の周囲にピットが検出された。
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2

竪穴住居跡と出土遺物の関係は,遺物の平面的な分布

と重なる。C-7区～F-12区 にかけて遺物が広がり竪

穴住居跡周辺に多くが分布する。堅穴住居内では, 4号

竪六住居跡の床面で砥石が出土し, 5号竪穴住居跡から

石製品が出土している。

清状遺構は, F-25区～K-23区間で 1条検出され

た。掘り込みはしっかりとしており,溝の下面から古墳

時代の土器片が出土した。
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第30図 3号竪穴住居跡 3(出土遺物実測図)

3号竪穴住居跡 (第28図 ,第29図 )

E-8～ 9区,Ⅵ層で検出された。平面の形状は,方
形がやや崩れた隅丸方形の形状を呈し,長軸線が南北方

向約4,Om,短 軸線が東西方向で約3.4mで ,検出面から

底面までの深さが約 1 0cmと 浅 くⅦ層まで掘 り込まれて

いる。埋土は単一の黒茶褐色土である。竪穴住居跡の床

面で 5基のピットを検出し,堅穴の周囲か ら8基のピッ

トと 1基の土坑を検出した。ピットは, Pl, P2が床

面か ら約40側の深さで掘 り込まれ, P2, P3は 内部

に小ピットを持つ。竪穴周囲のピットは, P6の深さが

約2 0cmと 浅 く,他のピットは,約 50釧以上の深さがあ

る。竪穴周囲のピット,土坑はともに埋上が,黒茶褐色

土であった。

遺物の多くは,埋土中に散在し土器の平面分布は住居

跡の中程に集中して出土している。

3号竪穴住居跡出土遺物 (第30図 )

遺物は,埋土中に弥生時代前期の甕形土器67が 1点

出土し,古墳時代の甕形土器68と ,丹塗 りを施した鉢6

9,対70,高不71,72が出土している。

67は甕形土器の回縁部で断面三角形の突帯を巡 らす。

突帯には,ヘラ状工具による浅い刻目を施し,器面調整

はナデである。 68は 胴部か ら口縁部にかけて湾曲に開

く器形で,刻目のある突帯が 1条巡 り,内外面ともハケ

目の器面調整である。 69～ 72は丹が塗 られ,ヘ ラ磨き

で丁寧に器面を調整 している。 69は丸底の小鉢で形状

は口径 9 cm,器高 5 cmで ある。靖形土器70は,胴部が

「く」の字状に張る器形で,頸部にかけて内湾し底部は

平底である。 71はやや大きめの高年の坪部で,イ部の

下面で段を付け外側に丸みをもちなが ら開く。 72は高

郭の脚部で脚先が平坦面を成す。

那
緯

‖十
11(
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竪六住居跡の床面で 3か所の軟弱な部分が検出され ,

その下面からピットが検出された。 これ らのピットは,

検出された位置か ら主柱 と捉えられるが,他に44基の

ピットが検出されている。ピットの埋土は,いずれも住

居内の埋土と同じ黒茶褐色土であった。ピットの形状 ,

深さなどから,竪穴住居跡に伴うピットは,Pl,P6
～P8, P10, P ll, P13-2, P15-P21, P25,
P26, P28-1, P29, P42, P44, P45, P46,
P47と考えられ, P31～ P41は , 壁構造物に伴うもの

と考えられる。

竪穴住居跡に伴う遺物の多くは,埋土中に散在してお

り,床面から砥石103が 1点出土している。

4号竪穴住居跡 (第31図～第33図 )

E～ F-11区,Ⅵ層で検出された。平面の形状は ,

長軸方向が長い方形を呈し,長軸線が南北方向約5.lm,

短軸線が東西方向で約4.3mで南側の隅に柱が張 り出す

形状である。検出面か ら床面までの深さは約30～ 38cm

で,中央に炉跡と推測される焼土跡と,南壁中央に沿っ

て床面か ら約20cm掘 り込まれた土坑が検出された。 こ

の上坑内からは,土器片と礫が出土した。

床面は堅くしまりがあり,Ⅷ層と黒色土が混ざつた状

態で,いわゆる貼 り床で構築されている。床厚は約 8～

1 4cmで検出面からの掘 り込みの深さは約40～ 60cmであ

り,Ⅶ層中まで掘 りこまれていた。埋土は,単一の黒茶

褐色土である。

焼土跡

第31図  4号堅穴住居跡 1
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第 6表  3号堅穴住居跡出上遺物観察表

第33図 4号竪穴住居跡 3

挿図Nα
生
口
ｏ

報
Ｎ

注記
番号

当土区 層
謡
腫

部 位
器高
(c0

径
耐

口
ｅ

底径

(cm)
外面調整 内面調整 完成 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎土 備考

3住 甕 口縁部 角異畜
デ

'刻 目三
ナデ 良 黒褐 暗褐

石英,長 石,自 色砂粒,砂
粒多混

3住 甕
口縁 ～ 1同

部
条痕文 条痕文 良 暗赤褐,赤黒 黒褐,赤褐

石英 ,赤色砂粒,自 色小
石

171 3住

鉢
口縁 ～底
部

51
ヘラミガキ,丹塗
り

ヘラナデ,日 縁
のみ丹塗り 良 赤褐,黒褐 にぶい赤褐 緒製された胎土 (外 面)煤付着ａ

４３
５８
。

ィ
，

２７

，
５７

，
食

E-8 ‖

3住 増 胴～底部
ヘラミガキ,丹塗
り

ナデ,一部丹塗
り 良 赤橙 橙 長石,精製された胎土

3住

舅
郭部

ヘラミガキ,丹塗
り 塗了

ミガキ,丹
良 赤橙 赤橙

石英,長石,赤色小石 ,白
色細粒

12,24
25,45
48,52

関
０
１
３
５
６
７
８
９
０
１
５
６
７
３
０
４
９
６
０
３
６
ｎ

‖

3住

8270 3住

高

郵 脚部
丹塗り,ヘ ラミガ
キ

ヘラナデ,丹塗
り 良 赤掲,赤橙 赤 褐 砂粒混

(内 面)丹の垂れ
付着

61,70
72

出

8114
8116
8118
8138
8161

4住
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73～ 79,82は 埋土中から出土した縄文時代晩期の土

器である。 73は深鉢形土器の口縁部で内向した器形で

口唇部は丸みを持つ。 74は刻目突帯文土器の肩部で
,

断面三角形の低い刻目突帯を巡 らす。75,76は深鉢形

土器の頸部で,76は穿孔を両面から施す。77は厚手の

土器で外面は縦方向の調整である。 78は内向した器形

で内側には輪積による痕跡がみられる。 79は深鉢形土

器の肩部で 「く」の字に折れる器形である。厚手の土器

で器面調整は工具による横ナデである。

80～ 82は弥生前期の甕形土器である。80,81は , 日

縁部に断面三角形の突帯を巡らす。突帯には,浅く密な

刻目を施し,器面調整はナデである。82は ,平底の底

部でナデ調整である。

83～ 86予ま壼形EL器で83イま頸音【, 84イよ打同部, 86イよ丸底

の底部で,器面はヘラ状工具による調整を施している。

85は鉢形土器の口縁部で直線的に外に開く器形で
,

器面を指頭圧痕後ヘラ状工具で横方向に調整を施してい

る。87は甕形土器で胴郡か ら回縁部にかけて直線的に

立ち上がる器形で, 口縁部は横方向に胴部は斜めにヘラ

第35図

4号竪穴住居跡出土遺物 (第34図,第35図 )

4号堅穴住居跡 5(出土遺物実測図 2)

状工具で器面調整を施す。外面は煤が多く付着している。

88は刻目突帯をもち直線的に立ち上がる甕形土器で

ある。 89は壺形土器の胴部で, 2条 の低い断面の刻目

突帯が横位に施されている。

90～ 97は靖形土器で90は月同部がやや丸みをもつ。91

はそろばん玉状の器形である。 92は小型の丸みをもつ

吋の口縁部,93は丸みをもつ肩部,94は月同部,95～ 97

は底部で平底である。

98,99は甕形土器の底部で,脚の内外面の調整はヘ

ラ状工具で斜めや横方向に施している。

100～ 102は高イで,100は郷部で外側は段をもち丹

塗 りである。 101と 102は脚部で,101は器面に縦方向

のナデ調整を施し,器壁は厚い。

103は床面から出土した有溝の砥石 (玉砥)である。

表に4条,右側面に 1条,裏面に 1条の溝状の研ぎ面が

明瞭に観察できる。溝の幅は,1 2mm～ 14mm,最深の深

さが 6 mmで あり,裏面は凹み,敲痕が中央部に明瞭に残

る。
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第 7表  4号堅穴住居跡出土遺物観察表

挿図Nα
生
口
ｏ

報

Ｎ

記
号

注
番 H上区 層

器
種 部位

器高
(cm)

径
０

口
命

径

ｍ，
底
他 外面調整 内面調整 徒成 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎 土 備考

73 4住 回縁部 ナデ ナデ 良 にぶい黄褐 にぶい黄掲
長石,石 英 ,角 閃石,砂粒
(1～ 2mm)

74 8009 4住
深
鉢 ナデ,刻 目突帯 ナデ 良 にぶい掲 橙 石英

75 4住 ナ テ ナ デ 良 贈褐 灰黄掲 雲母,角 閃石,石英,長石

4住 胴部 貝殻条痕 貝殻条痕 良 灰褐 明褐 石英 穿孔あ り

4住
深
鉢 胴部 貝殻条痕,ナデ ナデ 艮

にぷ い黄褐 ,黒
褐

にぷい貢褐 雲母.角 閃石.石英,長石

4住
深
鉢 回縁部 艮殻条底 ナデ 良 褐 褐 雲母,石英

79 4住
深
鉢 胴部 貝殻条痕 ナ デ 良 橙 橙

Π差;扁
石,角 閃石,砂 粒

4住 甕 回縁部 ナデ 刻目突帯 ナデ 良 黒褐,赤掲 赤褐 石英,自 色細粒,小石8mm (外 面)煤付着

4住 甕 口縁部 ハケメ,刻 目実帯 ナデ 艮 灰掲 橙 長石,石英,赤色砂粒

深
鉢 底部 ナデ ナデ 良 にぶい橙 灰黄褐 石英,長石,角 閃石

4住 壷 頸部 ヘラミ方キ ナデ,指頭圧痕 良 にぶい掲 明掲 石英,自 色砂粒

4住 増 ヘラミガキ ナデ 良 掲,黒褐 暗灰黄 石英,自 色細粒

4住

甕 口縁部 ハケメ̀ナデ ハケメナデ 良 明赤掲 明赤褐
角閃石,長 石,石 英,赤色
砂粒

Ⅵ上

一括 底部 ハケメ,ナデ 指頭圧痕・ナデ 良 黄橙,明褐 にぷい黄橙 石英

4住

甕 口縁部 (2■ 2) ナ デ ハケメ.ナデ 良 黒褐,赤褐 赤褐 石英,赤色砂粒,小石5mm (外 面)煤付着E-11

D-10 V上

4住 甕 口縁部 尖筆
六ナデ劇目ハケメ 良 橙 橙 石 英

一括 4住 一璽 胴部
ハケメ,ナデ,刻 目
実帯

ハケメ,ナデ 良 にぶい黄橙 黄灰 精製された胎土 (内 面)剥離有 り

―括 増 胴部 ナデ ナデ 良 黒褐,明黄褐 浅黄悟
精製された胎土,砂 粒少
混

(外面)煤付着

4住 増 胴部 ヘラミガキ ナデ 良 明赤褐 にぶい橙 精製された胎土

4住 増 ヘラミガキ ヘラミガキ 良 褐 暗褐 精製された胎土

4住 増 胴部 (70) ヘラミガキ ナデ 良 褐 1こ ぶ tヽ 褐 精製された胎上

増 】同部 ヘラミガキ ナデ 良 明褐 にぶい褐 短
製された胎■,赤色砂

4住 増 底部 ヘラミガキ ナデ 良 黒掲 黒褐 橙 精製された胎土

(外 面 )

丹塗りが火をうけ
ている。
(内 面)

器面剥離

底部 ナデ ナデ 良 明掲 明赤褐 石英,長石,砂粒混

E-11

増 底部
ヘラミガキ,丹塗
り 不明 良 明貢褐 掲灰,明褐灰 石英,長石,赤色細粒 (内 面)剥離有 り

E-11

8048 4住 甕 脚部 (76) ナデ ナデ 良 にぶい黄繕 にぶい橙
石英,赤 色砂粒,白 色細
粒

4住 甕 ハケメ ケヽメ,ナデ 良 橿
ぶい黄褐,黄

黒掲′灰黄褐 砂粒多湿

4住
高
雰 郵 部 ヘラミガキ 全ラミガキ,ナ 良 暗褐 褐,赤褐 石英,赤色砂粒

E―,1
高

算 脚柱部 ハケメ,ナデ ナ デ 良 褐,赤褐 黄褐 赤色砂粒

4住
高

郵 艤「部 ヘラミガキ ナデ 良 明褐 にぶい橙 石英,砂粒少混

E-11
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5号竪穴住居跡 (第36図～第38図 )

E～ F-13区,Ⅵ層で検出された。平面の形状は ,

隅丸の略方形を呈 し,長軸線が南北方向約4.4m,短軸

線が東西方向で約4.2mで 北側の隅に柱が張 り出す形状

である。北西の壁が近世の掘 り込み (芋穴)に よって一部

削平されている。

検出面か ら床面までの深さは約28～40cmで ,南壁中

央に床面より高い段を 1段 もつ。また,西壁に沿つて床

面か ら約 1 0cm掘 り込んだ直径約1.lmの 精円形の土坑と

その南側に 8 cm掘 り込んだ直径約60～ 70cmの土坑 P5
が検出された。床面は,堅くしまりがありⅦ層と黒色土

が混ざった状態で,いわゆる貼 り床で構築されている。

床厚は約 6～ 1 5cmで,検出面か らの掘 り込みの深さは

約 50clnあ り,Ⅷ層中まで掘 りこまれていた。埋土は ,

壁に沿う初期的な堆積があり,その後黒茶褐色土を主体

とした堆積がみられる。

竪穴住居跡の床面で48基 のピットを検出した。 ピッ

トの埋土は,住居内の埋土と同じ黒茶褐色土であった。

ピットの形状,深さなどか ら,堅穴住居跡に伴うピット

イま, Pl, P3, P4, P14, P18, P21～ P23, P

26, P28, P29, P33～ P35と P37, P40, P43,

P48と推測される。

竪穴住居跡に伴う遺物の多くは,埋土中に散在してい

るが,床面から壺形土器 115と高郷の脚127が出土した。

壼形土器 1151ま, 日縁部が完全に床面に埋まり頸部から

胴部に掛けて 3分の 1ほ ど欠け,欠けた部分が西壁に向

きひっくり返った状態で出土 した。 この壺形土器 115の

出土した部分から土坑P5が検出されたが,土坑P5は
,

いわゆる工事面で検出されているため壺型土器との関連

は定かではない。

|

第36図  5号堅穴住居跡 1
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第37図  5号堅穴住居跡 2
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5号竪穴住居跡出土遺物 (第39図 ～第42図 )

104～ 114は甕形土器である。 104～ 106は 口縁部が

直に向き,胴の膨 らみのない器形である。 104は低く開

いた脚をもった完形品である。頸部には,刻 目の断面三

角形の突帯を 1条貼 り付けてあり,106は器壁に刻目を

施した縦長の工具痕が残る。器面調整は,ハ ケロで脚部

の外面はハケロ後ナデ調整し,内面は削 り痕,ハ ケロ,

ナデがみられ105の 内面頸部には指頭圧痕がみられる。

107は頸部が締まり,胴部が膨 らむ器形で無突帯の土

器である。外面の器面調整は頸部から上にヘラ状工具で

行い,胴部は斜めに施している。内面には,指頭圧痕と

板ナデがみられる。108は ミニチュアの甕形土器である。

口縁部が 「く」の字に外反し,底部は平底を呈する。器

面はハケロ調整後ナデ調整を施している。

109～ H4は甕形土器の底部である。 109の外面はハ

ケロ後ナデ調整を施し,内面は工具ナデの調整痕がみら

れる。 110,111の 脚は低 く外側に大きく開き110は
,

脚先に稜を持つ。 111の脚の先端は薄 く尖 り,断面の観

察により,胴部との接合が明瞭で制作の状態が分かる。

112はやや内湾し先端は角張り平坦面をつくっている。

113は低い脚部で器面はナデ調整である。 114の脚先は

角張っている。

H5～ 120。 136は壺形土器である。 H5は 口縁部が

大きく湾曲状に外反し,頸部では段をもつ,胴部は球状

に張 り4条の断面三角形の低い刻目突帯を横方向に施し

ている。口唇部,頸部にはナデ調整がみられる。内面は

頸部の輪積郡で粘土の補強があり,工具痕と指頭圧痕が

みられる。胴部の刻目は長い工具を使用しているため同

列状にみ られる。 H6は 日縁部が外反 し,「 く」の字に

折れた頸部をもつ土器である。器面調整はナデである。

117は 口縁部が外反し,「 く」の字に折れた頸部をもち

肩の張 りがない器形である。内面には指頭圧痕がみられ

る。118は小型のもので回縁部は直に立ち上がっている。

119はやや大型の壺形土器で頸部から底部に至る部位が

出土した。頸部は段をもち胴部が大きく張 り,尖底を呈

する。胴部には幅広のM面の低い突帯に 2列鋸歯状の刻

L=39 50m  L=39 50m L=39 50m  L=3950m

第38図  5号堅穴住居跡 3

目を施している。外面はハケロを横と縦方向に施し,内

面には,ハケロと指頭圧痕の調整がみられる。胎土は粗

い土を用い焼成色は赤い。120の 国縁部は外反し,頸部

は段をもち,やや撫で肩で胴は球形に近い。外面はナデ

調整で内面にはナデと指頭圧痕がみられる。

121～ 132は 高郷である。 121～ 123は下部に段をも

ち口縁部にかけて湾曲に立ち上がる。 124・ 125は ITh部

の底で段をもつ。 126の脚先の断面は尖る。 127の内面

は工具痕が観察できる。 128の内側にはハケロとナデ調

整がみられる。129は器面にヘラ状工具の跡がみられる。

130～ 132は裏側に稜があり, 123～ 125, 130～ 132

は,丹塗 りである。

133～ 135,137,138,140～ 144はItl形土器である。

133は増の完形品で器形は口縁部が湾曲して開き,頸部

が締る,肩罫は張 りが少なく胴が球状に張 り底部は平底

である。底部外面に連続三角文状の刻書がある。134,

135の 口縁部は湾曲し開いている。 137は頸部が締まり

肩部は張 りがあり胴部が球状に張る器形で底部は平底で

ある。 138は頸郡・肩部で球状の器形である。140,14

1は 内湾 した口縁部で 140は ,内面にヘラ状の工具痕が

みられる。 142は頸部が締まり肩部は張 りがなく胴部が

そろばん玉状に張る器形で底部は平底である。

143,144は 平底で,143は中央部が盛 り上がる。 13

3,135,140,142,144は 丹塗 りを施している。また,

内面調整は指頭圧痕のある138・ 137・ 142や 1431こ み

られるハケロもある。

145は弥生時代前期の刻目突帯文土器の口縁部である。

頸部に刻目のある突帯を施し,器面は工具によるナデ調

整である。

136は壺形土器で口縁部は 「く」の字に折れる。 139

は器形が球状を呈した鉢で,底部は平底である。器面は

ヘラ状工具で斜・横方向に調整を施している。

146は ,柔 らかい石材を使用した石製品であり,小径

の 2つ の穿孔を両面から施す。

ＯＰ３６ＶＯＰ３５Ｖ抑可一̈ＯＰ３２¶
L=3950m

Ov

L=3950m

O尊

L3950m

o  P 40

L=39 50m  L=39 50m  L=39 50m    L=3950m 上■39 50m   L=3950m L=3950m
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第41図 5号堅穴住居跡 6(出土遺物実測図 3)

第 8表  5号竪穴住居跡出土違物観察表 (1)

0                               10Cm

挿図Nα
生
口
ｏ

報
Ｎ

記
号

注
番 巳土匠 層

器
種 部位

器高
(cm)

径

ｍ，
口
０

径

ｍ＞
底
ぐｃ

外面調整 内面調整 焼成 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎 土 備 差

39

5住 甕
口縁 ～底
部

ハケメ,ナデ,刻 目
突帯

ハケメ ナデ 黄橙.黒褐,浅黄
橙

橙 浅黄橙
雹霜f石

.赤 色砂粒,自
(外面)黒斑あり

5住
口縁 ～胴
部

12α 2) 突筆
メ,ナデ,刻目ハケメ,ナデ 黒褐,暗赤褐 橙′灰褐

癌
英,赤 色砂粒,自 色砂

2986 F-13

０１
括

８４

一
5住 口縁 ～胴

部

ハケメ,ナデ,刻 目
突帯

橙,明 褐,暗掲 浅黄橙,橙 石英,輝石,自 色細粒

―括 5住 口縁 ～胴
部

ヘラナデ ナデ ヘラナデ ナデ 明赤褐 赤褐
糧 い胎土,砂粒混′小石
多混

(外面)煤付着

一括 5住 甕 完形 10 4 13 1 62 ハケメ、ナデ ケヽメ,ナデ 艮 暗赤掲,暗赤灰 黄橙,暗赤褐 石英,赤色砂粒,小石5mm

8403 5住 甕 底 部 912) ハケメ,ナデ ナデ
淡黄橙,灰赤,黄
橙

浅黄橙 石英 白色砂粒 小石5mm

110 5住 胴～脚部 120 ハケメ,ナデ ハケメ,ナデ 黄橙,浅黄橙 黒褐,褐
石英 ,赤色砂粒,自 色細
粒

5住 甕 脚 部 ナデ ナ テ 良 浅黄橙 黒褐 石英,自 色細粒,小石4mm

8441
8437 6住 甕 脚部 ハケメ,ナデ ケヽメ 黄橙,灰黄褐 赤褐

糧 い胎土,砂粒多混,赤
色小石7mm

5住 甕 脚部 ナデ ナデ 掲 明褐,褐 自色砂粒多混

5住 甕 脚部 13 4 暗赤掲 赤褐 白色細IH

5住 甕
口縁 ～胴
言[

214 ヘラナデ,ナデ,刻
目三角突帯四条 板ナデ,ナデ 浅黄橙,橙 橙

精製された胎土,赤 色砂
粒

6住 口縁部 136 ヘラミガキ,ナデ ナデ 黄橙 褐灰 石英,砂粒混

5住 〓璽 日縁部 120 ハケメ,ナデ ハケメ,ナデ 良 橙,黄惜 黄橙、灰褐
長石 ,赤色小石,自 色砂
粒

5住 口縁 ～肩
部

103 ハケメ,ナデ ナデ 浅黄橙 灰自 浅黄橙 精製された胎土
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第42図 5号竪穴住居跡 7(出土遺物実測図4)
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第 9表  5号竪穴住居跡出土遺物観察表 (2)

挿図Nα 給
醜

記
号

注
番 層

器
種 部位

高

ｍ＞
器
ぐｃ

口径
(cm)

底 径
(cm)

外面調整 内面調整 焼成 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎 土 備宅

119

8423
8476
8765
8473
8475
8654
8655
8466

表―括

5住

一霊 頸～底部 ケヽメ,ナテ ハケメ,ナデ 良 黄橙,赤掲,暗赤 赤褐 粗い胎土 砂粒多混 (内 面)器面剥離

F-13

5住 口縁部 ナデ ナデ 良 橙,浅黄橙 にぶい橙
粗 い胎土 ,砂 粒 多混,小
石 (1 3mm)

121 5住
高
郭 郎部 23 6 ナ デ ていねいなナデ 良 淡橙 惜 橙 石英 IIH石 砂粒混

６７
γ
７４
括

８７

８６

８７

一

5住
高
邦 不部 20 4 ヘラミガキ ヘラミガキ 良 黄惜 にぶい握 長石 細砂少混

,23

０９

４９

７６

括

８６

８３

８３

一

5住 邸音[
ヘラミガキ,丹塗
り 塗テミガキ,月

良 暗赤褐 赤褐 暗赤褐,惜 赤色小石,砂粒混

5住 邸部 120 ヘラミガキ,丹塗
り 釜7ミ

ガキ,丹
良 赤橙 淡橙 僣 淡赤褐

石英,赤色小石 白色砂
粒

６８
４‐
括

８６

８３

一

5住 邸部
ヘラミガキ,丹塗
り

ヘラミガキ,丹
塗り 良 黄橙,浅黄橙 黄橙 赤色小石 白色細粒 (内 面)摩滅

8751 5住 脚 部 133 ヘラナテ ヘラナデ,ナデ 黄橙.浅黄橙 浅黄橙 石英 白色砂粒 4ヽ 石4mm

8775 5住 脚部
ヘラミガキ,丹塗
り

ヘラナデ,ナデ 艮 橙,浅黄橙 浅黄橙
精製された胎土 赤色砂
粒

７４
３８
括

８７

８６

一

5住 田 部 ヘラミガキ ハケメ,ナデ 黄橙 にぶ tヽ掲 長石,細砂少混

5住 脚部 ナデ ヘラナデ,ナデ 黄橙,浅黄権 黄橙 赤色小石 自色綱粒

5住
高
野 脚部

ヘラミガキ,丹塗
り ナデ 良 赤橙,黄橙 黄橙

石英,赤色小石 白色細
粒

5住 脚部
ヘラミガキ,丹塗
り ナデ,丹塗り 良 赤掲 赤橙 赤掲 精製された胎土

8789 5住 脚部 114 ヘラミガキ,丹塗
リ 丹塗 り,ナデ 良 赤橙 淡橙,橙

赤色砂粒,精製された胎
土

6住 増 完形
丹塗り,器面剥離,

ヘラミガキ
丹塗 り,ヘ ラミ
ガキ,ナデ 良 橙,赤橙 赤橙,黄橙 石英.赤色砂粒

(外面)黒斑あ り
(底 面)線刻

5住 増 口縁部 ハケメ,ナデ ハケメ,ナデ 良 明赤褐,赤褐 橙,赤褐
精製された胎土,赤 色砂
粒

5住 tH 口縁部 イ 3
丹塗り,ヘ ラミガ
キ ナデ 良 赤褐,黄橙 橙,黄橙

楕製された胎土,赤 色砂
粒少混

８３
４５
括

８５

８７

一

5住 口縁部 ハケメ ナデ ケヽメ ナデ 良 赤掲′黄橙 暗赤褐 石英,長 石,自 色砂粒,砂
粒混

5住 増 頸～底部 40 ヘラミガキ ナデ 指頭圧痕 良 灰白,褐灰 黄橙 精製された胎土

8455 5住 増 頸部 ナ デ ナ デ 良 灰 自 浅黄橙 精製された胎上

5住 鉢 胴～底部 64 ケヽメ ハケメ,ナデ 良 黄橙,黒褐 黄橙,橙
題語0石

,赤 色砂粒 ,自

5住 鉢 回縁部
丹塗 り,ヘ ラミガ
キ ナ テ 良 橙,黄橙 赤橙 石英.長石,自 色細粒

5住 Itl 116 ヘラミガキ ヘラミガキ 良 暗赤褐,赤褐 黒褐,灰掲 石英,長石,砂粒少混

5住 増 胴部 112 ヘラミガキ,丹塗
り 斉屋,テ旨頭圧痕,

良 赤褐,明赤褐 浅黄橙,灰褐
精製された胎土,赤 色砂
粒

8767 5住 増 底部 ヘラミガキ ヘラナデ,ナデ 良 黄褐 黄橙
石英,赤 色小石,自 色細
粒

5住 増 底部 72 ナデ,丹塗リ ヘラナデ 良 赤褐,黄橙 浅黄橙,灰褐 精製された胎土

5住 甕 口縁部
貝殻条痕.刻 目突

貝殻条痕 ナデ 良 黒褐 赤橙 灰褐 長石 輝石 砂粒少混
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第44図 6号堅穴住居跡 2            168(出土遺物実測図)

6号竪穴住居跡 (第43図)                はなかったが,上部に礫が集中して出土した。

E～ F-15区 ,Ⅵ層で検出され平面形は方形を呈し,    床面の貼 り床構築は検出されなかった。掘 り込みはⅦ

長軸線が東西方向約4.lm,短 軸線が南北方向で約4.Om   層中まで達 し,埋土は単一の黒茶褐色土である。また ,

である。遺構は近世の溝跡や工作によって削平を受けて   住居内か らは14基 のピットが検出された。検出された

お り,検出面から床面までの深さは約 15～ 24cmと 浅い。   ピットは, Pl～ P3, P7, P ll～ P14が,床面か

住居内か らは,西壁に沿ってほぽ中央に床面から約20   らの深さが約 12～ 30calと浅く, P4, P5, P6, P
cm掘 り込んだ土坑が検出された。土坑内から遺物の出±   8,P10は 40cm以上と深いため,その位置関係から主柱
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跡と考えられる。また,竪穴の外側に,北壁から東壁 ,

南壁の周囲を巡るようにピットが 9基検出された。 これ

ら竪穴周囲のピットは,埋土が住居跡と同じ黒茶褐色土

が入っているため,住居跡に伴うものと推測される。

6号竪穴住居跡出土遺物 (第44図 )

147, 163～ 165は甕形土器である。 147は 口縁がや

や外側に開く器形のもので,外面に 2条の刻目突帯をも

つ。器面は内側にハケロ調整を施す。

148は鉢形土器である。湾由に立ち上がる器形で外面

に丹が塗られている。

149～ 159は高郷である。149,150,152の 器形は平

坦な底部外側に段を有し,段から口縁部にかけて直線状

に開く。 151,153は 年部の底部外側に段を有 し,151
は段から口縁部にかけて湾曲に開き口縁部に至っている。

153は段からやや丸みを帯びる器形である。

154の 内側には縦方向,155は 横方向の工具痕がみら

れる。 156～ 158の内側にはヘラ状の工具痕が残る。 15

9は外面に細かなヘラ磨きを施す。 148～ 151,153,1
54,156,159の器面は丹塗りである。

160～ 162は lH形土器である。 160, 161は 袋状に内

湾する口縁部である。 162は胴部から頸部にかけて内湾

し胴部で鋭角に屈折する形状をしている。161,162は

丹塗 りを施す。 163は頸部に断面三角形の刻目突帯を巡

らし器面調整はハケロである。 164は 口縁部が外反する

土器の頸部で,器面はハケロ調整である。 165は低い突

帯を巡らし,器面はハケロ調整を施す。

166～ 168は壺形土器である。 166は底部近くで球状

を呈している。 167は球状の肩部に位置し,低い断面三

角形の突帯を施している。168は平底の底部である。

第10表  6号竪穴住居跡出土遺物観察表

挿図No
生
自
α

報
Ｎ

注記
番号

J土 区 層
器

種 部位
高

ｍ，
器
でｃ

径

ｍ，
径

ｍｊ
底
でｃ

外面調整 内面調整 暁成 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎 土 備考

6住 口縁音F 12701
ハケメ,ナデ,刻 目
突帯

ケヽメ 長 黒褐 にぶい黄褐 黒雲母,赤色砂粒

6住 鉢 完形 52
ヘラミガキ,丹 塗
り

ヘラミガキ 良 橙 橙 石英 (外面)煤付着

6住
高
邪 邸部

ヘラミガキ,丹 塗
り 塞『ミガキ,丹

良 赤褐 赤褐 精製された胎土

6住
高

郭 邦 部 (2α  O)
ヘラミガキ,丹塗
り 釜『

ミガキ,丹 良 赤橙,黄橙 赤掲 精製された胎土

５８

６６

６６

差

８８

８８

８８

一

6住
高

イ 郭部 210 ヘラミガキ,丹 塗
り

鶴
舛

塗
ラ

丹
ヘ

良 赤橙,橙 黄橙 石英,赤色砂粒

6住
高
郭 邪部 ヘラミガキ ヘラミガキ 農 明赤褐,浅黄橙 黄橙,橙 長石,精製された胎土

6住
高

邦 イ部
丹塗り,ヘ ラミガ
キ

ヘラミガキ,丹
塗り 良 赤橙 黄橙 赤褐 白色砂粒 赤色小石

6住
高

郭 脚部 13 4
ヘラミガキ,丹塗
り

ハケメナデ 良 赤掲 黄灰 精製された胎土

6住
高
邪 脚部 (1361 ナデ ヘラナテ,ナテ 良 黄橙,橙 浅黄橙

石英,自 色細粒,赤 色小
石

一括 6仁
高
邸 Vl部

ヘラミガキ.舟塗
り

ハケメ,ナデ,丹
(一部)

良 明黄褐 黄橙 長石,砂粒混

― 括 6住
一局
郭 艦「部 41 ヘラミガキ ヘラナデ,ナテ 良 赤橙 灰 白 石英 白色砂粒

6住
高
軍 脚部

丹塗り,ヘ ラミガ
キ

ハケメ,ナデ 良 赤褐 明赤褐 石英,自 色砂粒

8880 6住
高
邪 脚 部

ヘラミガキ,丹 塗
り ハケメ,舟塗 り 員 赤褐 橙,赤掲 自色砂粒,赤色小石

6住 増 口縁部 ヘラミガキ ナデ 艮 赤褐 にぶい橙 黒雲母,自 色砂粒

8802 6住 増 回縁部 (94)
丹塗 り,ヘ ラミガ
キ

ナデ 良 明褐 にぶい黄格
石英,長 石,自 ・ 黒砂粒
(1～ 2mm)

8806 6住 増 胴部
丹塗 り,ヘ ラミガ
キ

ナデ,指頭圧痕 良 赤褐 にぷい黄橙
(外面)器面摩滅

多

8855 6住 臼縁部 ハケメ,刻 目突帯 ナデ 良 明赤褐 明赤褐 長石,自 色小石多混

6住 甕 頸～胴都 ハケメ ハケメ,指頭圧
痕,ナデ

良 赤褐 宿
褐,にぷい赤黒雲母,赤色砂粒

8895 6住 甕 胴部 ナデ,突帯 ハケメ 良 橙 にぶい黄橙
石英,長石,自  赤 黒
色砂粒 9～ 3mm)

8801 6住 一窺 底部 指頭圧痕,ナデ ナデ 良 黒掲 掲灰,黄橙
石英,自  赤・黒色砂粒
(1-241m)

6住 肩部 ナデ 良 橙 淡橙 石英 赤色細粒 (内 面)器面剥離

8958 6住 一硬 底 部 ナ テ ナデ,指頭圧痕 良 褐 にぶい赤褐
石英,角 閃石,自 色砂粒 ,

小石8mm
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7号竪穴住居跡 (第45図,第46図 )

F-15～ 16区 , 6号竪穴住居跡北側に隣接しⅥ層で

検出された。平面形は方形を呈し,長軸線が南北方向約

4.Om,短軸線が東西方向で約3.7mである。

竪穴住居跡は,近世の溝跡や耕作によって削平を受け

てお り,検出面か ら床面までの深さは約 1 4clllと 浅い。

住居内か らは,中央部に床面か ら約 1 6cm掘 り込んだ土

坑が検出された。中央に土坑を有する竪穴住居跡は,本
遺跡では, 7号竪穴住居跡だけである。

床面の貼 り床構築は検出されなかった。掘り込みはⅦ

層中まで達し,埋土は単一の黒茶褐色土である。

住居内からは 5基のピットが検出された。これらの検

出されたピットは,Pl, P4,P5は ,床面からの深

さが約18～ 26cmと浅い。 P2, P3, P6は , 深さが

約30～ 42cmあ るが他の竪穴住居跡に比べ浅い。また ,

竪穴の外側にピットが24基検出された。竪穴周囲のピッ

トは,埋土が住居跡と同じ黒茶褐色土が入つているため,

住居跡に伴うものと推測される。 (P7,P8)と (Pl
4, P15)(P17, P18)(P26, P27)(P28, P29)
は, ピットが40～ 80cmの 間隔で住居跡の中心に対して

並ぶ状態で検出された。

第45図 第 7号竪穴住居跡 1
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第47図 7号竪穴住居跡 3

7号竪穴住居跡出土遺物 (第47図 )

ltl形土器 169は小型の完形品である。口縁郡はやや湾

曲して開き,胴郡は 「く」の字に張 り出すそろばん玉状

の形状で,底部は平底で外面は丹塗 りである。 170は鉢

形土器である。径の小さい平底の底部で口縁部にかけて

湾曲に立ち上がる器形である。

171～ 173は高FTHで ある。 171は 内側に稜があり「く」

の字に折れた整形を施す。172は外に開く口縁部である。

173は脚部であり,171の 先端部の可能性がある。

第11表  7号竪穴住居跡出土遺物観察表

確
172

173

0                             10Cm

(出土遺物実測図)

174は甕形土器の口縁部である。器形は外反し,器面

調整は粗いハケロである。 175～ 178は壺形土器で 175

は 2条の, 176は 3条の低い断面三角形の突帯を貼 り付

けてお り, 175は刻目を施す。 177は頸部で器面調整は

ハケロである。

178は甕形土器で口縁が大きく外反する器形である。

179は ,埋土中から出土した縄文時代後期の深鉢の胴部

である。

７

↓

鳩

氣

／
‐ ７８

挿図Nα
〓口
ａ

報
Ｎ

記
呉

注
番 H土匝 層

器
艤 部位

高

め

器

“
口径
(C14)

径

ｍ、
底
体 外面調整 内面調整 焼成 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎土 備 考

8997 7住 痢 完形 89 67 丹 塗 り,ヘ ラ ミカ ナデ,ヘラナデ 良 赤橙,黄掲 黄橙 精製された胎土 煤付着

9053 7住 い
口縁 ～底
部

76 154 ケヽメ ヘラナデ,ナデ 良 にぶい赤褐 明赤褐
石英,赤色砂粒,白 色小
石

7住
高
獅 脚 部

ヘラミガキ,丹塗
り ハケメ,ナデ 良 橙 明赤褐 石英,長石,砂粒混 (外面 ) 器面剥離

9070 7住
高
獅 口縁音[

ヘラミガキ,丹塗
り

丹塗 り,ヘ ラミ
ガキ 良 赤,黒褐 赤掲,黄橙 精製された胎土 (内 面)一部摩滅

7住
高
第 脚部

ヘラミガキ,丹塗
り ナデ 良 赤 褐 にぶい黄橙 精製された胎土

7住 甕 口縁部 ハケメ 良 暗赤褐,赤橙
にぶ い黄褐 ,赤
褐 Ξ議0石

,自 色細粒,赤

9122 7住 胴部
ヘラナテ,刻 目蒙
帯二条 沈線

ハケメ,ナデ 良 橙,黄掲 掲灰 石英,長石,白 色砂粒

7住 壷 胴 部
ナテ,三角突帯Ξ
条 ナデ 良 橙,灰褐 明赤褐 石英,赤色砂粒

7住 一策 η同苫[ ヘラナデ,ナデ ナデ,指頭圧痕 良 褐 にぶい褐 石英,長石,自 色砂粒

―括

甕 胴 部 ナデ ヘラナテ ナデ 良 黄褐 灰褐 橙,浅黄橙 石英 自色細粒 小石 7mm7住

F-16 II

7住 胴部 磨消縄文 ヘラナテ 良 にぶい褐 掲灰 ゑ増
石,長石,雲母,砂粒
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第48図 溝状遺溝

0                             10Cm

第50図 溝状遺溝 (出土遺物実測図)

溝状遺構 (第48図～第50図 )

溝状遺構は, F-25区～K-23区間で検出された。

掘 り込みはしつか りとしており,検出面からの深さは約

18～ 50cmであり,遺構の下面のレベルは,河川側 F-2
5区～内陸側K-23区 にかけて下がる。溝の下面からは ,

古墳時代の土器180～ 184が出土した。

180は甕形土器で外開きの口縁で,刻 目突帯を横位に

施している。器面調整は内外面とも粗いハケロである。

181は高年の脚郡でtTh部 と接する面が広い。

182は壷形土器の肩部で,断面三角形の突帯が 2条あ

り器面を研磨している。弥生時代のものと思われる。 1

83,184は弥生時代の甕型土器の底部で183の 器面は工

具調整痕が残 り,184の器面は研磨が施されている。

第49図 溝状遺溝位置図
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第 51図 土器溜 り

土器溜 り (第51図 ,第 52図 )

遺跡からは, 3ヶ 所の上器溜 り (捨て場・土器集中廃

棄所)の他,遺構と関わ りなく多量の遺物 (土器片)が
出土している。土器溜 りは, G-19,20区 H-20区 で

検出している。土器溜 り1, 2は甕形土器を主体とし,

土器溜 り3では,大型の壷形土器を主体としている。

第12表 溝状遺構出土遺物観察表

0        1m 第52図 土器溜り位置図 (1/500)
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Ｗ
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挿図Nα
報告 注記

番号 層
罹

部 位
径
ｎ

口
“

笹
ｎ

賦
“ 外面調整 内面調整 箆成 色調 (外) 色調 (内 ) 胎 土 臓考

甕 口緑部 ハケメ,刻 目突帯 ハケメ,ナデ 良 黄 橙 浅黄橙
石英,長石,角 閃石,砂 粒
混,小石Gmm

―括 浦

―括 溝
高

郭 脚部
ヘラミガキ,丹 塗
り ヘラナデ 艮 明赤掲,淡黄橙 灰 自

石英,長 石,角 閃石,自 色
小石,赤色小石

C-12 溝 胴 部 ナデ 突帯二条 ナデ 良 橙 黄橙 精製された胎土 (内 面)器面剥離

―括 F-13 溝 覆 底部 64 ナデ ヘラナデ ナデ 良 明赤褐 橙
石英,長石,自色細粒,黒
雲母

溝 甕 底部 74 ハケメ ナデ 良 赤掲 褐灰
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第53図 古墳時代出土遺物実測図 1
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3 包含層出土土器

遺跡からは, 3ヶ 所の上器溜りの他,遺構と関わりな

く多量の遺物 (土器片)が出土している。

甕形土器 (第53図 ～第63図 )

185～ 192は 日縁部が外反し胴部がやや膨らむ器形で

ある。185,187,189は ,刻みのない突帯が 1条巡り,

185は外面にハケロが施され,内面は口縁部が横方向の

ハケロで胴部はナデ仕上げである。187は外面が縦のハ

ケロ,内面がナデ仕上げである。188は,ヘラ状の工具

を用い斜めに刻目を施した断面三角形の突帯を巡らす。

器面調整は外面が縦方向のハケロを施した後ナデ仕上げ

で,内面は横方向のハケロである。190は,菱形状に刻

んだ断面三角形の突帯を巡らし,器面調整は縦方向の板

ナデ仕上げである。

191,192は 突帯がつかず, 日縁部と胴部の境に稜が

みられる。 191, 192の 器面調整は口縁部の外面が工具

によるハケロで,胴部は削り痕が縦方向に施されている。

内面は口縁部が横方向のハケロ,胴部は工具ナデ仕上げ

である。192の胴部の調整は摩滅している。

193～ 198は ,185～ 1921こ 比べ口縁部が起きて直行

第54図 古墳時代出土遺物実測図 2

し,胴部がやや膨 らむ器形である。 193は ,細かな刻目

を施した断面三角形の突帯を巡 らす。器面調整は内外面

ともにハケロである。 194は刻目を施 した断面三角形の

突帯を巡 らす。 195,196は 突帯がつかず 口縁部 と胴部

の境に稜がみられる。 196の器面調整は,削 りの後に磨

きを施し,内面は工具ナデ調整である。 198は,刻みを

施 した突帯を巡 らしている。器面調整は外面が縦方向の

ハケロ後ナデ仕上げ,内面は横方向のハケロである。

199～ 206は 口縁部が193～ 198よ りもさらに起き,

胴部の張る器形である。 199は 日縁よりも胴部が張 り出

す。器面調整は,外面が縦方向の削りで,内面はハケロ

後ナデ仕上げである。200は 日縁部が外反 し,底部は,

薄く仕上げた高い脚が付く器形である。 口縁部の外面に

板状工具痕が残 り,胴部から脚部にかけて縦方向の削り

痕が残る。内面には指頭圧痕もみられる。 201は , 日縁

部と月同部が同じ径で, 口縁部から胴部にかけて稜を持つ。

202～ 204は , 日縁部より胴部の張る器形で, 1条 の

断面三角形の突帯を巡 らす。202の器面調整は,外面が

縦方向の工具による削 り痕,内面は斜めや横方向のハケ

目後ナデ仕上げである。203は 口縁部が直に向き, 口縁
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部か ら胴部にかけて締まり,突帯を小波状に巡 らす。器

面調整は,両面とも板ナデ仕上げである。204は 日縁部

が外反し,間隔の広い刻目の突帯を巡らしている。器面

調整は,外面口縁部が縦方向のハケロ,胴部は縦方向の

削 りが施されている。内面はハケロである。

205,206は , 日縁部がやや外反し,胴部の張る丸底

の器形である。205の器面調整は外面がハケロ,内面は

ナデ仕上げである。206は ,刻みのある断面三角形の突

帯を 1条巡 らす◇ 185～206は ,東原式土器である。

207～221は,胴部か ら口縁部にかけて直行する器形

である。207,208は,胴部と脚部の境に断面三角形の

突帯を巡 らす。器面調整は外面がハケロ,内面がハケロ

後ナデ調整をし,207は,刻目に工具痕の残る断面三角

形の突帯を巡 らす。209,210は 器壁が薄く,焼成も良

く,間隔の広い刻目の突帯を巡 らす。211は 日縁部に歪

みが残る。外面には縦方向の工具痕が残 り,内面は横方

向の削 り痕が残る。212は ,間隔を詰めた刻目の突帯を

巡 らし,胴部の下面を厚く平に仕上げる。

213,214は小型の甕形土器で,213の 口唇部は平坦

面を成す。214は 低い脚のある底部から直線的に外向し

ているが,形が整っていない。小波状の突帯を巡 らし,

底面には指抑えがみられる。

第56図 古墳時代出土遺物実測図4

216は器壁が薄く焼成が良い。刻目のない指つまみの

突帯を巡 らす。217は , 日縁部がやや内湾し,ヘラ状の

工具で斜めに刻んだ突帯を巡らす。器面調整は,外面が

ハケロ後ナデ仕上げ,内面は工具ナデ仕上げである。21

8は,間隔の広い刻目を施 した突帯を巡 らし,煤が多量

に付着している。219～ 221は,刻 日のある突帯を巡 ら

し,219の 口唇部は平坦面を成している。220の 回唇郡

は丸みを帯びる。207～221は,辻堂原土器である。

222～ 224は , 日縁部が内湾する器形であり,器壁が

薄く焼成が良い。 これらは,古墳時代の笹貫式土器であ

る。全て 1条の断面三角形の突帯を巡 らし,222は指つ

まみ,他は刻目を施す。器面調整は,内外面が斜方向の

ハケロである。

225～ 243は,甕形土器の底部 (脚部)である。出土

した物の中から形状のわかる物のみ図化 した。

225,229～231,238は,外反しなが ら開く低い脚

である。225,229の 端部は外を向き丸 くおさまり,脚
台の内面は丁寧にナデ仕上げがなされ,225の天丼部が

下方に膨 らみ,229は平坦である。

226, 232～ 234, 236, 237, 239, 241イ ま, 脚先イこ

かけて直線的にのびながら開く脚で,脚先は平坦面を成

す。233と236の脚先は薄く尖る。
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第5子図 古墳時代出上遠物実測図 5
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第58図 古墳時代出土遺物実測図 6
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第59図 古墳時代出土遺物実測図 7
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227,228,242,243は ,直線的に立ち開かない。2

27,242の 脚先は平坦面を成し,243は薄 く尖る。228

は,胴部の張りに比べ底径も小さく脚も小型である。

235,240は,脚先が外向きに外反し,235の脚先は

平坦面を成す。240の 端部は丸 くおさまり,外面に凹線

が入る。 226, 230-232, 234, 237, 239, 243の 脚

台内面の天丼部は,胴部の形状が生き,尖底のまま膨 ら

みをもつ。227,228,240の天丼部は丸みをもつ◇

壺形土器 (第64図～第71図 )

壺形土器は,出土数が他の遺物に比べ少なく分類が不

可能であったため弥生時代のものも含め本節に掲載した。

244～ 246は , 口縁部が頸部か ら直立気味に外反し
,

口唇部は丸みをおび,肩部と胴部が球状に張 り,胴部か

ら底部にかけてすぽまる丸底の器形である。

244は ,内面に指頭圧痕のあるナデ調整を施している。

245の 底部は厚手で少し尖 り,球状になる胴部をもつ。

器面調整は,日縁部が横方向のナデで,内面には指頭圧

第60図 古墳時代出土遺物実測図 8

痕がみられる。胴部は斜めにハケロを施 し,底部外面に

は磨きがみられる。また,外面には大きな黒斑がある。

246は大型の壺で,胴長で尖 り気味の底部である。器

面調整は,内外面ともにハケロ後ナデ仕上げである。な

お,内面の頸部,肩部,底部には指頭圧痕がみられる。

247は 日縁部が頸部から直立気味に外反し,中程から

内側に傾き,胴部が張 り,厚い平底の底部をもつ器形で

ある。幅広で刻日の突帯が,胴部の最大幅を測る部位に

巡る。器面調整はナデ仕上げである。

248は接合できなかったが,頸郡と胴部が同一の個体

である。頸部で大きく外反し,肩部は直線的に長く延び,

なで肩で胴部が張る菱形状の器形である。文様は肩部に

一本の沈線,胴部には,幅広の突帯に 2列の刻目を施し

ている。器面調整は外面がハケロで,内面は剥落が多く

観察できない。

249の 口縁 と胴部は,直接接合するものではないが ,

出土地点・焼成色・胎土・器形より同一個体と判断した。

器形は頸部から「く」の字状に回縁部が外反し, 口縁外
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第61図 古墳時代出土遺物実測図 9

-70-

0                            10Cm
221    L==E==E=コ Eここここと

==ェ
EEI==「==E=J



面で肥厚している。胴郡も「く」の字状に折れ丸底の底

部である。胴部の最大幅を測る部位に刻目突帯を巡らす。

器面調整は日縁部が横方向のハケロ後ナデ仕上げで,胴
部から底部にかけてはハケロが観察できる。250は , 口

縁郡が頸部から直立気味に外反し, 日唇部は丸みをおび

ている。器面調整は,外面がハケロ後ナデ仕上げで,内

面に指頭圧痕がある。251～253は頸部が 「く」の字状

に折れて口縁部が外反する器形である。251,253の 日

唇部は丸みをおび252は ,日唇部が尖る。

第62図 古墳時代出土遺物実測図10

254は, 5号竪穴住居跡から出上した壺型土器 115と

同じ器形と胎土,大きさである。器形は,頸部からの立

ち上が りが若千内傾し, 日縁は外反し,胴郡との境に段

を有 し,胴部が球状になる器形である。胴部には 2条の

刻目突帯を巡 らしている。器面調整は外面の口縁郡,頸
部,胴部がナデ仕上げで,肩部にハケロが観察できる。

内面はハケロを斜めに施 している。255,256は ,肩部

に最大幅をもつ器形で幅広の突帯が最大幅を測る部位よ

り上位に巡る。突帯には,ハの字状に刻目を施す。
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第13表 古墳時代出土遺物観察表 1

簿図No 報告
No

記
号

注
番 層

器
種 部位

高

ｍＪ
器
でｃ

径

０
底径
(cm)

外面調整 内面調整 焼成 色調 (外) 色調 (内 ) 胎上 備考

題
口縁 ～底
部

ハケメ,ナデ,三角
突帯

ハケメ,ナデ 良 橙,灰褐,黄燈 赤橙,暗赤
石英,赤色小石 多混,小
石7mm

(外 面)煤付着
(内 面)

黒斑あり

F-19 雷 口縁部 9■ 61 ナデ ナ デ 良 暗褐.褐 浅黄橙 石笑I長石,自 色砂粒

７０
括

‐２

一
F-18 II 雷 口縁部 Qα 41 ナデ 三角突帯 ナデ 良 黒褐,灰褐 赤褐,褐

石英,赤色砂粒,小石12

雷
口縁 ～胴
部

29 4 刻管美傘
ラナデ, ヘラナデ,ナデ 良 燿

褐,淡黄橙,黒
黄褐,灰黒

石英,長石 赤色砂粒 小
石5mm

F-18 蜜 口縁部 (3&41 査憂傘
ラナデ,三

ナ デ 良 赤褐.黒褐 赤褐 石英,長石,小石4mm

G-19 II 甕 胴部
ナデ,ヘ ラナデ,刻
目突帯 ナデ,指頭圧痕 良 赤褐 浅黄橙 粗い胎土,小石多混

霞
口縁 ～胴
部

ヘラカキ上 げ,ヘ
ラ削り

ヘラナデ 良 明褐,黄褐,暗褐 暗褐,黒褐 石英,長石,輝石,砂粒混

十-22jl

立柱「
雪 口縁部 226 ヘラナデ・ハケメ ナデ 良 黄橋,灰褐 浅黄橙,掲 石英,長石,赤色小石

(外 面)煤付着
(内 面 )

器面摩減

G-19 霞
口縁 ～胴
部

ナデ,ヘ ラナデ,刻
目突帯

ナデ,指ナデ 良
責橙,黒褐,淡黄
橙

橙
石英,長 石,輝 石,赤色砂
粒

(外面)黒斑あり
上集

E-15

蜜 口縁部 ナデ,刻 目突帯 ナデ 良 褐,黒褐 明黄褐,褐灰 砂粒混,小石5mm (外面)煤付着

E-15

F-16 霞 口縁部 ?90 ハケメ ナデ ハケメ 良 黒褐,褐 灰褐,黄掲 石英,自 色細粒 (外面)煤付着

霞
口縁 ～胴
部

ヘラナデ,ナデ ナ デ 良 赤袴,橙`黒灰 赤橙,黒掲 石英,長石,小石3mm (外面 )煤 付着
(内 面)黒班あり

F-16 蜜 口縁部 ハケメ,ナデ ハケメ 良 黒褐 暗褐,明黄褐 石英,自 色砂粒 (外面)煤付着

蜜 胴 部 突筆
メ,ナデ,刻目ハケメ,ナデ 長 橙,灰褐 黄橙,黒褐 石英,長石,砂粒混

227と 同一個体
(外 面 )

スス付着
(内 面 )

黒斑あり

霞
口縁 ～ 1∩

部
ヘラケズリ.ナデ ナデ 良 赤橙,赤黒 淡赤橙,灰赤

石英 長石 砂粒混,小石
8mm

P-30 IV

霞 完形 25 1 ナデ,ヘラケズリ ナiヘラナデ 良 黄褐,灰褐 暗掲,褐 石英,長石,砂粒混0-30 IV

―括 E-15 IV

霞 口縁部 ナ デ ハケメ,ナデ 良 灰褐 黒褐 明赤掲 石英,長石 (外面)煤付着

E-15

霞 口縁都 32 2
ハケメ,ナデ,三角
突帯

ナデ 良 婚
黄褐,黄橙,黒

黄橙,暗掲 石英,赤色砂粒多混

P-29 IV

国 口縁部 27 3 ヘラナデ,突帯 ナデ 良 赤褐,黄橙 赤褐,黒褐 石英,自 色砂粒,小石7mm (外面 )煤 付 着
(内 面)黒斑あり

P-28 IV 蜃
口縁 ～胴
部

28 0 字察1加苔憂導命
ラハケメ,ナデ 良 赤橙,黄橙,灰褐 灰褐,黄橙

石英 角閃石 赤色砂粒
小石5mm

0-29 IV

蜜
口縁 ～底
部

(3241 1290) ハケメ,ナデ ナデ,ヘラナデ 良 赤橙・黄橙・黒褐 暗赤褐,黄橙,黒
褐.灰掲

石英,輝石 ,自 色細粒,小
石4mm
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第14表 古墳時代出土遺物観察表 2

挿図No 機
随

注記
番号

巴上優 層
器
腫 部位

局

ｎ，
器
０ 星需

径

ｍ＞
底
くｃ

外面調整 内面調整 焼成 色調 (外) 色調 (内 ) 胎 土 備考

２２

２７

‐３

０７

０７

２３

‐０

０８

‐２

‐２

２４

０２

「

「

２３

‐０

０８

‐２

２０

Ｗ

７２

５３

７２

‐９

２４

８５

‐８

“

‐３

０８

８４

２０

１７

７２

５３

９２

‐９

“

‐３

０８

８４

２４

世

８５

‐８

０

０

１

０

１

３

０

０

１

０

０

１

１

０

３

０

０

１

８

８

９

８

６９

７０

７３

Ｗ

７０

７０

７０

７０

Ｓ７

６８

６８

６９

６８

６７

７０

７０

７０

７０

５７

７８

６０

６７

７０

Q-29 IV 霞 完 形 60 ハケメ,ナデ ケヽメ,ナデ 良 赤褐,褐灰 黄橙,黒褐
石英,輝 石,赤 色砂粒,小
石 5mm

底部に布痕

―括 悧

甕
日縁 ～胴
部

ハケメ,ナデ,刻 目
突帯

ハケメ 艮 黄褐,黒褐,橙 赤褐,灰赤,黒掲 石英,赤色砂粒,砂粒混 煤付着 土集

G-19
20

け20 II

― 括 併20

甕 B同 部 ハケメ ナデ 良 赤褐色 晴赤褐色 石英,赤色砂粒

Ⅲ 甕 口縁部 31 8 突纂
メ,ナデ,刻目ハケメ ナデ 良 暗赤褐,黄橙 暗赤褐 厄亀雹栃聴拝

石,赤色砂 (外面)黒斑あり
39と 同一個体 ?

土集

９８
０２
３５
括

‐ ９

２０

２４

一

II 甕 口縁部 ナデ,刻 目突帯 ナ テ 良 橙,黒褐 浅黄橙 石英,長石 (外面)煤付着

211 褒 口縁部 頭屋落
デ

'ナ
デ,指 ナデ ヘラナデ 良 黄橙,褐灰 浅黄橙,黒褐

客参ず
石,自 色細粒,小

(内 面)黒斑あり

甕
日縁 ～ E同

部
1210

ハケメ,ナデ,刻 目
突帯

ハケメ,ナデ 良 黄橙,浅黄橙 黄橙,灰褐 石英,長石,砂枚混 (内 面)黒斑あり

一 括 溝

―括

G-19 甕 口縁部 9981 ナデ,ヘ ラナデ,刻
目突帯

ナデ 良 明示褐`暗赤灰 橙 石英,長石,砂粒混 土集

G-19 Ⅲ 胴～脚部
ハケメ,ナデ,指頭
圧痕

ヘラナデ 良 橙,暗赤灰 黄橙,橙.褐灰
石英,長 石,輝 石,赤色砂
粒,自 色砂粒

煤付着 土集

甍 日縁部 ナデ ナデ 良 浅黄橙 明褐 石英,長石,自 色砂粒

61

G-19 甕
回縁 ～胴
部

123D
ハケメ,ナデ,三角
突帯

ハケメ 良 黄橙,黒褐 垢
ぷい黄橙,赤

雹森f石
,赤 色小石 ,自 上集

Ⅲ

甕 口縁部 244 刻目三角突帯 ハケメナデ 良 赤褐,黒褐 明赤掲
石英,長石,角 閃石,自色
砂粒 (外面)黒斑あり
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第64図 古墳時代出土遺物実測図12
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第15表 古墳時代出土遺物観察表 3
第65図 古墳時代出土違物実測図13

挿図N9 維
配

注記
番号

L土匡 層
器
種 部位

器高
(cm)

口径
(cm)

底径
(cm)

外面調整 内面調整 焼 成 色調 (外) 色調 (内 ) 胎土 備 考

G-19 ‖ 甕 口縁部 ナデ,刻 目突帯 ヘラナデ,ナデ 良 黄橙,黒褐 橙 石英,輝石,自 色砂粒
(外面)煤付着22

9と 同一個体 ?

← 19 甕 口縁部 (300 ハケメ,刻 目突帯 ハケメ 良 赤掲,灰赤 赤掲
石英,赤色砂粒,自 色細
粒

土集

口縁部 G46) 盲憂李
頭圧痕,刻 ナデ 良 黒褐 掲 にぶい赤褐

石英,長 石,輝石 ,自 色小
石

土集

G-19 Ⅲ B同部 尖筆
九ナデ劇目

ナデ 良
晴赤掲,黄橙,黒
褐

明赤褐 羅鳥雹石聴汗
石,赤色砂答儀真

(皇
異
)器

口縁 ～胴
部

ハケメ,ナデ,実帯 ケヽメ,ナデ 艮 浅黄橙,灰掲 黄橙,灰 白
長石,自 色細粒,赤色小
7冨 7伸 m

(外面)黒斑あ り

６８
７９
括

２４

２４

一

G-19 壼 口縁部 字昇i聰裟察
メ

, ハケメ,ナデ 良 淡黄橙,黒掲 黄橙 石英,長石,細砂混 (外面)煤付着

I 件 19

霞 胴 部
ハケメ,ナデ,横 ナ ヘラナデ,ナデ 良 灰 自,黒褐 黄橙,黒掲 石英.砂粒混・小石 5mm (内 面)黒斑あり―括

0-30

甕 脚部 ハケメ,ナデ ナデ 良 橙.明褐・黄橙 黒褐,黄橙 石英,長石,砂粒混

一括
2379

D-14 甕 胴～底部 ハケメ ナデ 良 黄橙・暗赤褐 黄橙,晴赤掲 長石,赤色小石

P-29 V 甕 底部 117 ヘラナデ,ナデ,指
頭圧痕

ヘラナデ,ナデ 良 浅黄橙 にぶい黄橙 組い胎土,赤色小石多混
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第66図 古墳時代出土遺物実測図14
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257～ 260は ,刻みのない斬面三角形の突帯を 2条か

ら3条巡 らす。259は ,胴部の最大幅を測る部位に突帯

を巡 らしている。他はその上位に巡 らす。257は胴部が

球状に張 り,やや尖 り気味の底部をもつ卵形の器形であ

る。器面調整は,外面がハケロで内面は指押さえがみら

れる。なお, この土器は胎土,焼成,調整痕等より251

と同一個体の可能性がある。

258は ,日縁部が頸部から外反するなで肩の器形であ

る。259は厚手の丸底をもち,器面調整は外側が板ナデ

で,内側がナデ仕上げである。260は 球状の胴部で,器
面調整は,ナデ仕上げと頸部内側に指頭圧痕がみられる。

261は ,胴部が「く」の字状に張り丸底の器形で,肩部

に1条の突帯を巡らしている。器面調整は,外面がナデ

調整をしたあと磨きを施し,内面はナデ仕上げである。

262は ,刻 目をもつ突帯が巡る壺形土器片である。263

は,顕部から肩部が球状になる器形で,器面調整はハケ

目後ナデ仕上げをしている。

だ

´
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第67図 古墳時代出土遺物実測図15

264～ 277は壺形土器の底部である。264,268,269,

273,274は平底で,他は丸底の底部である。275は
,

小型の壺形土器で胴部が張 り,厚手の丸底の器形である。

全て器面調整はハケロが主であり,内側に指頭圧痕が観

察できる物もある。
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第16表 古墳時代出土遺物観察表 4

挿図No
Nll

注記
番号 日上区 層 部位

器高
(cm)

口 径

(cm)

径
耐

属
砲 外面調整 内面調整 焼 成 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎上 備考

「866

胴～脚部 ヘラナデ,ナデ ヘラナデ,ナデ 良 黄橙 橙 石英.輝石,砂粒混

7685 IV 脚 部 ケヽメ ナデ 良 黄橙.灰褐 明黄褐.黒褐 石英.長石,自 色細粒

2284 E-14 脚 部 107 ハケメ,ナデ ハケメ,ナデ 良 赤褐,橙 晴赤褐 (内 面)器面摩減

9293 川 底部 ナ デ ナデ 良 橙,赤褐 灰褐 石英.砂粒混 土集

G-20 甕 底部 (93) ハケメ,ナデ
ハケメ,ナテ,楯
ナデ 良 黄橙 浅黄橙 白色砂粒

底 部 97 ハケメ,ナデ 指ナデ,ナデ 良 橙,暗赤橙 暗灰貢 石英,長石,自 色砂粒

ｗ
３３

０２

壌

蒟
‐５

‐９

一

G-20 底 部 112 ヘラナデ,ナデ ハケメ,ナデ 良 赤褐,暗赤灰 黄橙 石英,砂粒混

‐９

７３
壌

２０

３３

一 甕 底部 147 ナデ ヘラナデ ナデ 良 赤褐 赤褐 石英,赤色砂粒 (外面)煤付着

G-20 ‖

2568 G-20 底部 (93) ナデ ハケメ ナデ 良 浅黄橙 ,櫓 橙,黄橙 石英,長石,砂粒混

H-20 底部 ハケメ,ナデ ナデ 良 黄橙,橙 橙 留蒼謂 れ,亦ロワ種, 土集

甕 脚部 118 ケヽメ ナデ ハケメ ナデ 良 淡黄,黒褐 浅黄惜 赤色砂粒,自 色細粒

G-20 底部 ハケメ,ナデ
ハケメ,ナデ,指

艮 橙,灰赤 暗赤褐 石英,長石,砂粒混

|-24 ,V

脚 部 110 ナデ,指頭庄痕 指ナデ 良 明褐,黄橙 明赤褐,黄橙
石英,長石,角 閃石,砂 粒
混 ,

|-23

―括 E-14 底部 (1l D ケヽメ ナデ ハケメ ナデ 良 橙 灰黄 灰黄褐 暗褐
粗 い胎土,小 石少混 白
色砂粒

底 部 (ll1 81 ハケメ,ナデ ハケメ 良 灰褐,黄褐 にぶい橙
栗,長石 ,赤色 小 石 ,自

Ⅲ

脚 部 ヘラケズリ,ナデ 全フケズリ,ナ
良 暗赤掲 赤褐 石英,長石,砂粒混

―括 G-19

口縁 ～胴
部

ナ デ 指ナデ,ナデ 良 灰 自 浅黄橙,責橙 石英,長石,砂粒混 土 集G-20

‖|

(1001 ハケメ ナデ ハケメ ナデ 良 躍
赤褐,黄橙,黒 黄橙,黄褐 石英 砂粒混 (外面)黒斑あ り
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第17表 古墳時代出土遺物観察表 5

挿図No 給
随

注記
番号

層
器
種 部位

高
お

器
‘ｃ

径

ｍ，
日
でｃ

径
め

底
てｃ

外面調整 内面調整 麓成 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎 土 備考

Ⅲ

壷 完形
ハケメ,ア ケヽメ→
ナデ 頭笙造'ナ

デ,指
良 浅黄橙.灰褐,橙 明褐,橙・浅黄橙

石英,長石,赤色小石,自
色砂粒

４５
９４
括

‐ ６

‐ ２

一

|-21

Ⅲ

盟
括

５４

一
|-22

4923 |-22

〕-21 Ⅲ

‖

―括

65

‐４６３
‐４６‐

・括

一
‐７‐‐
蝶

H-20 碁軍 完形 382 13 5 ハケメ,ナデ ナデ 良
にぷい黄橙,黄
橙

吏橙,掲,灰褐 糧雰営奈読岳,ネ名イ
lmm

G-19
・ 20

曇霊 胴部
ハケメ,ナデ,刻 目
突帯

ハケメ,ナデ

2046
-括 F-17

F-20

G-20

口縁 部 ～
底部

13α  OJ
ハケメ,ナデ,刻 目
突帯

ハケメ,ナデ 良 黄橙.浅黄橙 橙.黄櫓 石英,赤色小石 集土

　

　

　

・

一括 G-20

―括

‖

併20

一璽 口縁部 12 4 ナデ ハケメ,ナデ 良 黄橙,浅黄橙 黄橙,浅黄 石英,角 閃石,赤色砂粒 土集

P-20 口縁部 ナデ ナデ 良 赤褐,暗赤掲 暗赤褐
石英,長石 ,自 色砂粒,小
石7mm

Q-29 IV 口縁部 ハケメ1ナデ ハケメ,ナデ 暗赤灰,赤橙 黄橙,灰掲 長石,角 閃石,砂粒混

←20 II 日縁部 (90) ナデ ナデ 橙,浅黄橙 明黄褐 晏蒼,覇 ,角閃且幅

11

口縁 ～胴
部

20 7 尖筆生黙
デ'刻目ハケメ,ナデ 艮

浅黄橙,黄橙,黒
褐 書

橙,浅黄橙,灰 石英 ,赤色砂粒,自 色砂
粒,細砂混

(外面)赤色顔料
黒斑あり

為i撃是減
０７
Ｈ
括

２０

２〇

一

頸～胴部 ナデ 刻目突帯 坂Fγ昇耳〃`ケ
良 浅黄橙・橙 責橙

石英,長石,輝石,小石少
混

土集

G-19
20

削

伴19 |‖

壺 】同部 丁寧なナデ ナデ 良 浅黄橙,灰褐 暗赤褐
石英,赤色砂粒,自 色細
粒

(外面)黒斑あり
上集

8440 5住

―括 叶19
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鉢形土器 (第72図,第73図 )

278～ 287は ,脚 をもつ鉢形土器である。278～ 280

は口縁がやや薄くなり内湾する。281は 日縁が胴部から

直行し回唇部は薄くなる。282～ 284は , 日縁部がゆる

やかに外反し,器壁は厚い。脚部は外反しながら開き,

端部は外を向き丸くおさめるもの(278,280,281)と ,

287の ように,同 じく外反しながら開き,端部が平坦面

を呈する物がある。また,282の脚部は,脚先にかけて

直線的にのびながら開き,脚先は平坦面を成す。285,

286は ,低い脚で,外に開き端部を丸くおさめる。脚台

の内面は,天丼部の平坦な物が278,287で ,天丼部の

丸い物が280,281で ある。また,天丼部が下方に膨 ら

む物は,279,282～ 286で,286は下方に尖る。

288～ 294は,脚の付かない鉢形土器である。288,2

89は高杯の杯部を,脚をつけずに鉢として制作している。

ともに底部に段を有し,段より日縁部にかけてゆるやか

に内湾する。288は ヘラナデ,289はヘラ磨きによって

丁寧に作られている。289は ,内面外面ともに丹が塗ら

れる。290は球状の器形で, 口縁が内湾する狭い平底の

器形である。

291の 回縁は,やや内湾し器壁が厚い。292～ 294は
,

厚手の平底で,器壁が厚く口唇部が平坦面を成す◇292,

294は 日縁部が内湾し,293は 口縁部が外反する。292

の底部には,煤が付着している。

295～ 302は , ミニチュアの土器で,295は内湾する

口縁で尖底である。297は 日縁が 「く」の字に折れて内

湾し丸底である。298は , 日縁部が外反する。299は 刻

目の突帯を 1条巡らした甕形土器で,胴部から口縁部に

かけて直行し,低く短い脚を持つ。

300は ,球状の器形で刻目突帯を巡 らす。301は ,縦
と横に線状の刻みを入れた手ずくね土器で,指頭圧痕が

明瞭である◇302は ,棒状の粘土の固まりに,工具で外

面に面取 りを施し,底部を平底にして親指大の凹みをつ

けている。

高lTN(第 74図 ,第 75図 )

303は大型の高年で,器形は底面から外方向に直線的

に開き,屈折部から斜め上方に大きく外反し, 日唇部は

丸くおさめる。全体に描き上げるようにヘラナデの調整

が入り器壁を薄く仕上げる。胎土は,砂粒が目立ち粗い。

304～ 306,308は屈折部から斜め上方に直線的に伸

び口唇部は薄く尖る。308の脚部の内面は,天丼がlTh部

に達する。307,309～ 312は ,中途に段をもち口縁に

かけて内湾する。310の器壁は厚く,311は 薄く仕上げ

る。313～315は;外部の外面に段を持つ。

316～ 342は ,脚部である。318～ 320,323～ 326,

328,329,331は ,「 く」の字状に外反しながら外方向

に開く脚で端部は平坦面を成す。330の脚先は,外方向

に開き丸 くおさめる。305～ 308,309,312,317,3
26, 331～ 333, 335,336, 338は丹塗りを施す。

342は ,脚の上部に鉄分が付着することから輪の羽口

に転用されたものと推測される。

対形土器 (第76図 ,第 77図 )

343と 346は 」H形土器の完形品である。343,344は

頸部から口唇部にかけてやや内湾し,343の 底部は平底

で胴部に最大幅がある。345は 口縁部の外面に稜を持ち,

346は短い口縁が外に直線上に開き,胴部はフラスコ状

に下部が膨 らみ最大幅を計る部位である。348～ 351は

口縁部で,348,349は 口縁が長く起き上が り外面に櫛

描文が施される。350は突帯を巡らして 2段状に作 り,

口縁端部は大きく外反する。352～ 357は ,そろぼん玉

状の肩部をもつ器形で,352～ 354は肩部が直線的で,3
55～ 359は胴部の稜が丸みをおびる。355の肩部と胴部

は,器壁の厚さが異なり,上部と下部が別々の製作であつ

たことを裏付ける。345,347,350～ 353,356,358,

359は,外面に丹が塗られる。

361は ,完形品で単体で出土した (第 77図 )。 頸部か

ら口縁にかけてやや外反し, 口唇部は平面を成し,器壁

が厚い。胴部が大きく張り最大幅を保ち丸底である。

杓子形土器 (第79図 )

362は ,ス プーン状に匙部がへこむ。

ld埋納壺 (第78図,第79図 )

この上器 (364)は,平底の壺形土器で, F19区のⅥ

層で樹痕が絡み,やや傾いた様態で出土した。頸部から

上位は,打ち欠きによって欠損し外面にひびが入る。36

4の器面は,丁寧なヘラナデによって整えられ平底であ

る。また,364内 の埋土除去作業中に小型の吋形土器36

3がひっくりかえった状態で出土した。363は,器高に

対し口縁部の大きい形状で, 日縁は内湾し,胴部は丸み

を帯びて稜がなく,増内部に上げ底である。外面はヘラ

磨きの丁寧な調整である。
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第18表 古墳時代出土遺物観察表 6

耳図k 報告
No

記
号

注
番 層 部位

高

ｍ，
器
他

径

ｍ，
日
でｃ

径

ｍｊ
底
色 外面調整 内面調整 焼成 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎土 備考

0-29 胴～底部 尖筆生愁
デ'三角ナ デ 良 庚

黄橙,灰自1褐
冶
黄橙,黒褐,灰

石英,輝石,自 色細粒
(外・内面)黒現

あり
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第19表 古墳時代出土遺物観察表 7

挿図No
生
口
ｏ

報
Ｎ

注記
番号

工土区 層
器
種 部位

高
け

器
他

径
０

口
他

径

ｍ，
底
他 外面調整 内面調整 碇房 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎土 備岩

壷 頸～底部 尖筆全愁
デ,三角ナデ.指頭圧痕 良 淡黄橙.灰褐 褐灰 石英,角 閃石

IV

7225 IV

IV

P-30 IV 予璽 胴～底部
ヘラナデ,指ケテ,

突帯二条
指ナデ 良 橙,黒褐 黄橙,暗褐 石英,砂粒混,小石6mm

O-29

壷 頸～胴部
ハケメ,ナデ,突帯
三条

ハケメ,ナデ 良 淡黄橙,橙 淡黄橙,褐灰 精製された胎土

7795 0-30

L-25 胴部
ヘラナデ,刻 目突 ナデ,ヘラナデ 良 暗赤掲,赤褐 黒褐,暗赤掲

石英,長 石,赤色砂粒,砂
粒混

―括 |-21 胴部 ナデ,刻 目突帯 ナデ ヘラナデ 良 黒褐 掲 粗い胎土.小石多混

―括 肩部 ハケメ,ヘラナデ ハケメ,ナデ 良 明褐,黒褐 黄橙,橙 石英 砂粒混

2983 F-13 ‖

芸夏 底部 (66) ハケメ,ナデ ヘラナデ,ナデ 良 黄橙 橙
石英,長石 ,角 閃石,自 色
砂粒

3592

G-19 Ⅲ 壼 胴～底部 ナデ ヘラナデ,ナデ 黄橙,灰褐 赤褐,灰褐
石英,長石,角 閃石,赤色
砂粒,砂粒混

(外面)煤付着
土集

G-19 Ⅲ 底部 ヘラナデ,ナデ ヘラナデ,ナデ 赤褐.黄橙 橙,黄橙 石英,長石,自 色砂粒 土集

底部 ハケメ ハケメ 艮 淡黄橙,橙 黄橙
短

英 ,赤色砂粒,自 色細
土集

眸20 底部 62 ハケメ,ナデ ハケメ,ナデ 良 灰黄褐,黒褐 暗赤褐,黒掲
石英,長 石 ,角 閃石,赤 色
砂粒

6631 ‖ 底部 ヘラナデ,ナデ ナデ 良 浅黄橙 浅黄橙
石英,長石,角 閃石,赤 色
細粒

胴～底部 ハケメ,ナデ ハケメ.ナデ 良 赤褐,黒褐 赤褐,橙
石英,長 石,赤色砂泣,砂
粒多混

(外面)黒斑あり

G-20 底部 ヘラナデ,ナデ ナデ 良
にぷい黄橙,黒
掲 褐 粗い胎土,砂粒多混 (外面)黒斑あり

3094 G-20 底部 ナデ ケヽメ,ナデ 良 浅黄橙 橙
石英,長 石,角 閃石,小 石

叶20 藝宝 底部 ハケメ ナデ ハケメナデ 良 明赤褐 浅黄橙・黒褐 石英,自 色小石

鉢 底部 ナデ,ヘラナデ ハケメ,ナデ 良 赤褐 黄橙 浅黄橙 灰褐 石英,輝石,小石7mm

―括 胴～底部 36 ハケメ,ナデ ヘラナデ,ナデ 良 落
黄橙,黄橙,黒 にぶい橙 石英,輝石,赤色砂粒

(外面)黒班あり
一部摩減

薔霊 底部 ハケメ,ナデ ヘラナデ,ナデ 良
黄橙,赤褐,暗赤
褐

赤褐 石英,長石,細砂混

―括
2224

G-20 ‖ 胴～底部 ナデ 指頭圧痕,ナデ 良 黒掲 浅黄橙,暗灰黄 粗い胎土,小石多混 (外面)黒斑あり

|| 泌
日縁 ～底
部

13 1 (190 (90) ナデ ヘラナデ,ナデ 良 浅黄橙,黄櫓 浅黄橙 石英,砂粒混

G-20 II

鉢
口縁 ～底
部

(1861 キ(二部)ラ
ミガハケメ,ナデ 良 浅黄橙 黄糧 黄橙 橙 石英.長石・赤色細粒 (外 面)黒斑あり

7158 N-31 鉢 完形 89 70 ハケメ,ナデ ヘラナデ,ナデ 良 明橙,黒褐 橙 石英,砂枚混 (外面)黒斑あり

1702 II

鉢
日縁 ～底
部

(1&1) 113 ナデ ナデ 良 浅黄橙,橙 浅黄橙,黄橙 石英,長石,砂粒混

E-16
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第20表 古墳時代出土遺物観察表 8

挿図Nα
生
口
α

報
Ｎ

記

暑

江

碁 Ц土優 層 部位
高

ｍｊ
器
でｃ

径

ｍｊ
口
でＣ

径

ｍ，
底
でｃ

外面調整 内面調整 燒成 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎土 備考

和２９２９
‐８７５述
３３６６
２９２８
・妊

G-19 H

口縁 ～底
部

25 2 118 ハケメ,ナデ ハケメ,ナデ 良 浅黄橙,黄橙 浅黄橙,黄槽 石英,自 色細粒

|-21

鉢
口縁 ～底
部

ハケメ,ナデ ハケメ,ナデ 良 浅黄橙,黄橙 黄橙,橙 石英,自 色細粒,小石7mm

|-21 |‖

鉢
口縁 ～底
音[

ハケメ,ナデ ハケメ,ナデ 艮 浅黄橙,黄橙 明赤褐 石英,自 色砂粒,小石6mm

―括

甕 底部 87 ハケメ ハケメ 良 にぶい黄橙 橙 黄橙 灰褐 長石,自 色細粒,小石 6mm

Ⅲ

甕 脚部 100 ナデ ヘラナデ,ナデ 良 明赤褐 橙 石英,角 閃石

K-24

甕 脚部 102 ナデ.ヘラナデ ナデ,ヘラナデ,

指頭圧痕 良 瘤
赤褐,黒褐,黄 赤褐 黒褐 自色砂粒多混 赤色小石

K-24

II 鉢
口縁 ～底
部

70 (2α 0 ヘラナデ,ナデ ナ デ 良 浅黄橙 浅黄橙,黒褐 精製された胎土

1733
2564
1751

II 鉢
口縁 ～底
部

157 38
ヘラミガキ′丹塗
り

ヘラミガキ,月
塗り 良 赤褐 浅黄橙 赤褐,浅黄橙

精製 された胎土 (小 空
洞含む,

煤付着

Q29 鉢
口縁 ～底
部

153 68 ヘラナデ,ナテ ヘラナテ,ナデ 良 暗褐,黒掲,橙 赤褐,赤灰
石英,輝石 ,赤色小石多
混

斜
８５
怪

”
‐９

一

G-19 |,,III 鉢 口縁言F 192 ハケメ,ナデ ケヽメ,ナデ 良 灰褐.橙 赤褐 石英 赤色砂粒 砂粒混

鉢
口縁 ～底
言[

(1■ 61 ヘラナデ,ナデ ケヽメ,ナデ 良 明赤橙 橙
石英,長 石,黒雲母,砂粒
混

(外 面)煤付着

9260 G-19 鉢
口縁 ～底
部

73 ,66 45 ハケメ,ナデ ケヽメ.ナデ 良 赤褐 黒褐 暗褐
石英 白色砂粒多混 ′ト
石 6口 m

(内 面)黒斑あり

鉢
口縁 ～底
部

ハケメ ナデ
ヘラナデ,ハ ク
メ 良 橙 橙 石英,自 色砂粒,小石 6mm

鉢
口縁 ～底
部 (90) ナデ ナデ 艮 明赤掲,暗赤褐 赤褐 石英,長石,角 閃石

― 括 E-6 醇
口縁 ～胴
部

ナデ ヘラナデ,ナデ 良 赤褐.黒褐 緊密
褐,にぶし石英,長 石,赤 色小石,細

砂混
(外面)黒斑あり

,V
小
鉢

口縁 ～底
部

37 (65) 13 ナデ ナデ 良 黄橙 淡黄櫓 橙 石英 長石 赤色砂粒

―括 鉢
口縁 ～底
部

ナデ ナ デ 良 褐 褐 石英,長石,砂粒混 (内 面)器面摩滅

6584 鉢
回縁 ～底
部

34 ナデ,指頭圧痕,刻
目突帯

ケヽメ,ナデ 良 淡黄橙 淡黄橙 石英,長石,角 閃石

３８
３９
括

２７
肝

一

E-16 壷 胴～底部 丸底 突密
メ,ナデ,刻 目

ナデ 良 にぶい黄橙 浅黄橙,褐 精製された胎土 (外面)赤色顔川
付着

3257 E-16 完形 61 唐
デ,線刻,指頭圧

ナデ 良 暗掲,黒褐 灰掲,黒褐 粗い胎土,小石多混

2700
士

製
品

完形 ナデ ナデ 良 赤褐,赤黒 赤掲 石英,長石,細砂混

高
郵 イ部 ナデ ヘラナデ ナデ ヘラナデ 良

茂黄橙,灰褐,赤
浅黄橙,赤橙 石英,長石,赤色砂粒

高
第 イ部 ヘラミガキ ナデ 良 浅黄橙,橙 浅黄橙,橙 精製された胎土

―括
高
耳 不部

ヘラミガキ,丹塗
り

ヘラミガキ,丹
塗り 良 明赤褐,暗赤褐 橙 灰褐

精製された胎土,赤色砂
粒

G-20 H
高

跡 イ 部 ナデ,ヘラミガキ ヘラミガキ 良 黄橙,浅黄橙 にぶい黄橙,櫓 石英,長石,赤色小石
―括

」-23 H
高
耳 邪部 ヘラミガキ ナ デ 良 橙,浅黄橙 橙 橋製された胎土

８９
括

‐ ５

一
||

高

郵
口縁 ～脚
部

ヘラミガキ,丹塗
り

ヘラミガキ,ハ
ケメ 良 明赤橙 明褐灰 石英,長石,角 閃石 (外面)邪部摩耗

Ｇ． Ⅲ

高

耳
口縁 ～胴
部

ヘラミガキ,丹塗
り

ヘラミガキ,丹
塗り 良 赤褐,淡赤橙 橙,浅黄橙 精製された胎土,砂粒少

混
土集G-19 日

―括

８３
括

‐ ７

一 高
耳 邪部 ハケメ,ナデ ヘラナデ,ナデ 良 蜜層

橙,にぶt
橙 石英,砂粒混,小石 6mm

Ⅲ

―括 I 鉢 口縁部 ナデ ヘラミガキ 良 央黄橙,黒褐 黄橙 石英,細砂混 (外面)黒斑あり

―括
高
跡 胴部

ヘラミガキ,舟塗
り

ナテ,ヘ ラミカ
キ 良 明赤褐 浅黄橙.褐灰 精製された胎土.細砂混

F-20
高
獅 不部 ナデ ナデ 良 燈 浅黄糟

石英,長 石,赤 色小石 ,自
(外面)器面摩減
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第21表 古墳時代出土遺物観察表 9

挿図Nα
生
口
α

報
Ｎ

注記
番号 日土優 層 部位

高

ｍチ
器
でｃ

径

ｍｊ
口
でｃ

径

ｍ，
底
でｃ

外面調整 内面調整 焼成 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎 土 備考

―括 E-14 ‖ イ部 ナデ ナ デ 橙 橙
精製された胎土,赤 色砂
粒少混

邪部
ヘラミガキ,丹塗
り 塗テミガキ,丹 明赤掲,黄橙 赤褐

石英,赤色砂粒,自 色細
粒

―括
高
イ 郭部 ナデ ナデ 明褐 赤褐 石英,長石

2338
高

郭 脚部
ヘラミガキ,丹塗
り ナデ 赤褐 黄橙 白色細粒.赤色砂粒

脚部 112 ナデ ハケメ,ナデ 黄橙,檜 赤褐,浅黄橙 赤色砂粒多混

―括 G-20
局
イ 邦～脚部 ナデ ナデ 浅黄橙 黄橙 浅黄橙 橙 5奄却

石,赤色小石, (内  外面)器面
摩滅

高

イ 脚 部 (ED) 134 ナデ ヘラミガキ ヘラナデ ナデ 良 黄橙 浅黄橙 楕製された胎土

D-14 脚部 ナデ,ヘラミガキ ハケメ 良 黄橙,淡橙 浅黄橙,黄橙 石英,赤色砂粒

働
イ 脚部 23 ヘラミガキ ヘラナデ.ナデ 良 浅黄.黄灰 浅黄 暗灰養 精製された胎土

脚部 ナデ,ヘラナデ 指頭圧痕,ナデ 良 浅黄橙,橙 黄橙,橙 石英,長石,角 閃石

脚部 ,70 ヘラミガキ ヘラナデ ナデ 良 浅黄橙,明灰褐 浅黄橙
精製された胎土,赤 色砂
粒

1317 |-22
局
郭 脚部 13 2 ミガキ ヘラナデ,ナデ 良 浅黄橙,赤褐 黄橙.浅黄権

精製された胎土,赤色小
石少混

脚部
丹塗 り,ヘ ラミガ
キ ナデ,ヘラナデ 良 赤橙,黄橙 にぶい黄橙 石英,細砂混

G-20 脚都 ,30 ヘラミガキ ハケメ,ナデ 良 暗褐,暗赤褐 掲
石英 ,赤色砂粒 ,砂粒少
混

-91-



0                    10cm

第77図 吉墳時代遺物出土状況 (1)

ぐ

―

     -0

ぐ 髪 隻 霧 )362

第78図 古墳時代遺物出土状況 (2)

m

第79図 古墳時代出土遺物実測図25

-92-



第22表 古墳時代出土遺物観察表 10

挿図No 給
瞳

注記
番号

層
器
護 部位

高

ｍ＞
器
他

径

け
径
↓

底
● 外面調整 内面調整 彿成 色調 (外 ) 色調 (内 ) 胎土 備考

||

高

郭 腋,言 [ 110 ヘラミガキ ヘラナデ,ナデ 良 黄橙 黄橙,明掲
石英 ,赤色砂粒,砂粒少
混

IV

高
郵 脚者[ ,08 ヘラミガキ ナデ 良 灰自,淡黄橙 橙 石英,長石,赤色砂粒 土集

E-14
高

跡 脚部 93 ハケメ,ナデ ナデ 艮 赤掲 灰掲,黄橙 石英,赤色砂粒,小石8mm

|-22
高

郵 脚部 117 ヘラミガキ,丹 塗
り

ヘラナデ,ナデ 良 赤橙 浅黄櫓
精製された胎土,赤 色砂
粒少混

局
イ 脚部 14 3

ヘラミガキ,丹塗
り ナデ,ハケメ 良 赤褐 明褐 精製された胎土

高

郭 脚部 147 ヘラミガキ,丹 塗
り

ハケメ,ナデ 良 橙,灰 自 浅黄橙,灰 自 石英,砂粒混

E-14
高

耳 は,部 li V ヘラミガキ ヘラナデ ナデ 良 暗赤褐 橙 赤褐 石英,角 問石,赤色砂粒

高

算 脚部 120 舟塗 り,ヘ ラミガ
キ

ヘラナデ,ナデ,

丹塗り 良 明褐 赤橙 赤褐 黄橙 楕製された胎上

E-14
高

雰 琺,部
ヘラミガキ,丹 塗
り

ハケメ.ナデ 良 暗褐.暗赤褐 黒褐 精製された胎土

E-1コ
高

跡 122 ナデ ヘラナデ,ナデ 良 黄橙 黄橙.褐灰 石英,赤色砂粒
(外内面)器面摩

滅

|| 底部 丹塗り,ミ ガキ ハケメ,ナデ 良 赤褐 橙 石英,輝石,砂粒混

E-14 ,V
高
郭 脚部 ヘラミガキ ハケメ,ナデ 良 明褐,黄橙 赤褐,黄橙

精製された胎土,赤 色砂
粒少混

E-1コ II

高
邦 脚音[ ヘラミガキ ナデ 良 浅黄,灰 自 浅黄橙 精製された胎土

G-20 11

高
邦 脚部 ナデ ナデ,ヘラナデ 艮 橙 暗赤褐

精製 された胎土 (気 泡
含む)

―括 F-19
羽

口 脚部 ナデ ハケメ,ナデ 良 黄橙,黄灰,褐灰 黄橙,褐 精製された胎上,細砂混 孔径2 0cm

IIH 完形 125 113 57 丹塗り,ヘ ラミガ
キ

ナデ,ヘ ラミガ
キ 良 明赤褐,橙,黄灰

にぷ い黄橙,に
ぶい橙

石英,長石,赤色砂粒

6-20 用 口縁部 (120) ヘラミガキ ナデ 良 橙,黄橙 浅黄橙
精製された胎土,赤色砂
粒

G-19 ttr 頸部
ヘラミガキ,丹 塗
り 塗『

ミガキ,丹 良 明赤褐 橙 赤褐 石英 赤色砂粒 小石4mm (内・外面)一部
器面摩滅

Itr 完形 96 55 丁撃なナデ ナデ 良 黄橙 黄橙 石英 角閃石 小石4mm

3771 H-19 Ⅲ 鷲
ヘラミガキ,丹塗
り ナデ,指頭圧猿 良 赤褐,黄掲 黄橙

精製された胎土,赤 色砂
粒少混

―括 F-18 || 増 口縁部 (92) 藁冨壌笙≧ち要'横 ナデ,ヘラナデ 良 暗褐 掲 赤色砂粒,自 色砂粒 96と 同一個体

―括 増 胴部
ヘラナデ,ナデ,横
鋸歯状文二条

ナデ,ヘラナデ 良 赤掲,黒褐 赤褐,黒褐 赤 色砂 粒 ,自 色砂粒 99と 同一個体

IV 増 口縁部
ヘラミガキ,丹 塗
り,実帯 釜7ミ

ガキ,丹
良 赤褐 蓬

褐Jこぶい黄精製された胎土,細砂少
混

増 口縁部
ヘラミガキ,丹 塗
り

ナデ,ヘ ラミガ
キ,舟付着 良 暗赤褐 黄 19H 石英,長石,赤色小石

Itl 可の

ナデ，丹塗り一］
ナデ 指頭圧痕 良 橙 赤褐 浅黄橙 黄橙 浅黄橙 精製された胎土 (外面)器面摩滅

‖

―括 十-21

6609

3282 H-20 11

増 胴～底部
ヘラミガキ,丹 塗
り ナデ 良 赤褐,黄橙 にぶい黄橙 赤色小石,自 色細粒3284

―括

蛇 胴～底部
ヘラミガキ,丹 塗
り ナデ 指ナデ 良 赤褐,明赤褐 浅黄橙,黒褐 精製された胎土

増 頸～底部 (58) ナデ ナデ 良 浅黄橙 掲灰,灰 白 精製された胎土
内面に粘上の輪積
み跡あり

2805 D-15 増 胴部
ヘラミガキ,丹塗
り

指頭圧痕,ハ ケ
メ,ナデ

良 明赤褐,赤黒 橙
精製された胎土,赤 色細
粒

|-23 II 胴～底部 ナデ ナデ.指頭圧痕 良 黄橙 灰褐 黄橙 石英,輝石,自 色砂粒

底部 (78) ナデ 丹塗り ナデ,ヘラナデ 良 赤褐,浅黄橙 灰褐 石英,赤色砂粒 (外面)器面摩滅

〕-22 増 胴部 ナデ,丹塗り ナデ 良 暗赤 灰褐 精製された胎上,細砂混

一括 底部 ナデ ナデ,指頭圧痕 良 浅黄橙,淡橙 灰掲 石英,長石,小石少混

19T 地 完形 ,01 137 ナデ,ヘ ラナテ 頭艇造'ナ
デ,撞

長 赤褐,黒褐 赤褐 精製された胎上,砂粒混 (外面)黒斑あり

―括

柄
杓
型
土
器

匙部
晟大厚
,7

衰大長
69

最大幅
29 指頭圧痕,ナデ 指頭圧混,ナデ 良 語祭が

褐, 羅果が
掲, 石英,白 色砂粒,砂粒混

E-19 増 完形 85 54 ミガキ ミガキ,ナデ 良 黄橙,浅黄橙 黄橙,灰 自
精製された胎土,自 色砂
粒

E-19 甕 胴～底部 ヘラナテ ハケメ,ナデ 艮 霧験嬉
黄橙,黒 浅黄橙 石英,砂粒混

-93-



4 石器

弥生時代から古墳時代にかけて24点の石器が出土して

いる。その中には,堅穴住居内出土の石器 3点を含むた

め,本稿の観察表には,その 3点を併せて掲載した。

石鏃(第80図 365-369)

合計 5点の出土を確認している。

365は 平基の三角形鏃で,全体に細かな整形剥離を施

す。366は浅い快 りの鏃で,裏面に素材剥離面を残し脚

先は尖る。365,366は ともに安山岩を素材にしている。

366～ 369は頁岩製の磨製石鏃で,全面磨製で薄く仕

上げている。367,368の 両側縁部は,斜めに研磨され

鋭 く尖 り,367の基部は緩やかに内弯 し磨かれる。368

の基部は欠損している。

369は ,大型の鏃で薄い素材を用い両側縁部を斜めに

研磨し,基部は内弯し磨かれている。先端部と脚先が欠

損する。

石包丁(第80図 370)

弥生時代の石包丁が 1点出土 した。370は 頁岩製の石

包丁で,残存する形状か ら半月形の形状を呈するものと

思われる。握 りの部分に両面から2つ の孔を穿す。裏面

は風化のため節理にそって剥離している。

o                                                 5cm

一

第80図 古墳時代出土遺物実測図26
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Ψ＼刺

第31図 古墳時代出土遺物実測図27

-95-



鰻

第82図 古墳時代出土遠物実測図28
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有溝砥石(第80図 371)                 が観察できる。379は扁平な素材を用い,右側縁は折断

遺跡内から2点出土している。砂岩製の有溝砥石103   による快 り,左側縁には整形剥離による快りが入る。

は, 4号竪穴住居跡の床面から出土している。         使用される石材は,373,374,377～ 379が,ホル

371は , 4号住居上部の表土中から採集された。頁岩   ンフェルスで,375,376が頁岩である。

の薄い剥片を用いた単状有溝砥石である。砥面には細か

な擦痕が観察でき研磨作業に使用した跡が残る。 1条の   ハンマース トーン(第82図 380,381)

深い断面三角形を呈する溝をもち,穿孔を施すが,貫通    380,381と もに小判形の扁平礫を用い,明瞭な敲打

していない。裏面には,同一方向に 7条の溝が残る。     痕あるいはりタチャー痕を残す。380は表に,381は 両

面に磨跡が観察できる。

片刃石斧(第81図 372)

372は,シル ト質頁岩を素材に用いた柱状片刃石斧で,   石錘(第82図 382)

全面入念な研磨仕上げで方柱状に面取りが施され,片平    382は ,砂岩の礫の上部に 2条の細い横方向擦 り痕が

刃でノミ形を呈し横断面は長方形である。器幅に対し器   観察できる。組状の物を巻き付けた痕と見 られる。

長が短いため,器長の長い石斧を再生した可能性がある。

石氏石(第82図 383, 384)

打製石斧(第81図 373～379)                383は 扁平な砂岩の礫の表面に,細かな敲打痕が残 り,

遺跡内から8点の出土を確認している。打製石斧 6は,   両面に細かな擦痕が観察できる。手持ちの砥石として使

弥生時代の 1号竪穴住居跡から出土している。        用した可能性がある。384は砂岩の両面が深く大きく凹

373は ,両面とも先行する幅広の整形剥離によって厚   み擦痕が見られる。

みを減じている。刃部は丸く尖り,裏面に擦痕が観察で

きる。374,375,377,378は 基部に快 りが入 り,節   軽石製品(第82図 385)

理面や主剥離面が大きく残る。また,基部に着装痕 らし    平坦面を磨面に用い,やや船底状の底面を持つ。

い擦痕が観察でき,374は縦方向,375～ 378は 横方向

に付いている◇374は刃部が鋭角に尖 り,裏面に使用痕

第23表 石器観察表

挿図No 服告No 器種 石材 罠大長 (mm) 我大幅(mm) 我大厚 (mm 重量 (g) 取上番号 層位Ll 層位L2 出上区 備考

11 6 打製石斧 HF (943) (706) (1275) 3号住

砥 石 184 0 7 1号住

石製品 6号住

石鏃 AN ―括 6 上 D-10

石鏃 AN (170) (063) 5748 3 L-24

磨製石鏃 SH 4 O-31

磨製石鏃 SH (217) (070) 3 F-14

369 磨製石鏃 SH (425) (467) 2 H-20

石包丁 SH (1153) 4 P-30

砥 石 SH 675 28 37 表一括 表

372 片刃石斧 SH 109 84 4 C-11

打製石斧 HF 1130 (8110) 4 」-23

打製石斧 HF 1265 115 13 1556 2 」-23

打製石斧 SH 1279 (15369) 溝42 溝 」,K-24

打製石斧 SH (905) (11168) ―括 2 H-20

打製石斧 HF (611) (681) 32 (4458) 2627 2 F-15

打製石斧 HF (703) (566) (7878) 表―括 表

打製石斧 HF 64 86 ―括 2 b P-26

380 ハンマーストーン PA 90 08 3 12T

ハンマース トーン SS 47 00 5754 3 K-24

石錘 SS 117 1 171 97 4955 3 I-22

砥 石 SS 1224 14 2 145 60 ―括 2

砥 石 SS 128 5 5 1372 6790 4 Q-28

軽石製品 軽 石 1168 61 71 4 Q-29
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第 3節 古代～中世の調査
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1 調査の方法と概要

古代～中世の調査は,遺物包含層であるⅡ層が残存す

るF-7区～E-16区,G-19区 ～L-25区 までを調査

した。E-2区～DE-6区は削平のために包含層はなかっ

たが,遺構検出の可能なⅥ層が残存していたため調査を

行った。だが,遺構は検出されなかった。

調査の結果,古代～中世では,土師器,須恵器,白磁 ,

青磁,染付,瓦質土器, 中世須恵器 (東播磨系須恵器 ,

常滑焼,備前焼),褐釉陶器,滑石製品,鉄器が出土し,

H～ I-22～ 23区で掘立柱建物跡が 1棟検出された。

2 古代～中世の遺構

掘立柱建物跡 (第85図 ,第86図 )

H～ I-21～ 23区,Ⅵ層上面で検出された。総柱の

掘立柱建物跡で,主軸方向はN-73° 一Wである。建物

の規模は 3間 X5間で,桁行約9,Om,梁行約5.4m,面

積は約48.6∬ であり,梁行の北東側がわずかに狭いほぼ

長方形を呈している。柱間の平均は,桁行柱間1.80m,

梁行柱間1.79mで ,未確認のものや P9や P llの ように

柱六中心部がわずかにずれるものもあるが,ほ ぽ等間隔

の碁盤の目状に整然と配置されていた。柱穴規模は,平
均値で上面での大きさが長径55.3cm,短 径49.6cmの 円形

を呈し,深さが55.2cmで ある。柱穴の断面形状はやや不

規則であり, P10, P14, P18では柱痕跡が確認され

たが,その他については確認されず,抜き取 られたかど

うかも含めて不明である。 P18と P19の 間に柱穴は認

められなかった。建物内の配置において必要とされなかっ

た場所と思われる。

建物の南東側には,ほぽ同レベルにおいてやや小さめ

のピットが 9個検出されている。ピットの規模は,上面

での大きさが長径35.8cm,短 径32.Ocmで ,深さが52.3cm

であり, 3個ずつ直線状に並び, 3つ のまとまりに分け

られる。 (第86図 )特にP24～ 26は建物跡の桁行方向に

平行 して並んでお り,庇や塀など建物に関連する可能性

が高い。 P27～ 29, P30～ 32に ついても,方向や柱間

は異なるが何 らかの関連も考えられる。

掘立柱建物跡の柱穴から遺物が数点出土した。出土し

た 2点中, P5か ら出上した糸切 り底の土師器の皿 1点

について図化した。 (第 104図 397)

なお,掘立柱建物跡の桁行,梁行,各柱間の長さ,各
柱穴ごとの規模については第24表 に,出土遺物について

は第104図に示した。

3 古代以降の遺物

古代以降の遺物は,掘建柱建物跡の検出されたH-22
区付近と三 日月湖状を呈するか所のⅡ層から多く出土し

た。特に,掘建柱建物跡の検出された付近からは427が

出土している。

1  土師器 (第 84区] 386～ 416)

甕形土器 (386～ 389)

386～ 389は甕形土器である。底部を欠いているがお

そらく丸底であろう。外面調整はハケもしくはナデであ

り,内面は下から上もしくは斜位にケズリが施される。

第24表 掘立柱建物跡柱穴計測表 (単位 :m)

主 軸 方 向 略東西    N - 73°  一W

桁 行 桁 行柱間 梁行 梁行 柱 間 その他

Pl―P20 Pl―P5 P3-P7 Pl―P4 Pl―P2 P13-P14 P24-P26

P2-P21 P5-P9 P7-Pll P5-P8 P2-P3 P14-P15 P24-P25

P3-P22 P9-P13 Pll― P15 P9-P12 P3-P4 P15-P16 P25-P26

8 88 5 85

P4-P23 P13-P17 P15-P22 P13-P16 P5-P6 P17-P18 P27-P29

P17-P20 P4-P8 P17-P19 P6-P7 P18-P19 P27-P28

2 08

P2-P6 P8-P12 P20-P23 P7-P8 P20-P21 P28-P29

P6-P10 P12-P16 P9-P10 P21-P22 P30-P32

P10-P14 P16-P19 P10-Pll P22-P23 P30-P31

P14-P18 P19-P23 Pll― P12 P31-P32

P18-P21

長径 短 径 深 さ 長 径 短径 深 さ

Pl

0 55

P24

0 28

0 44

6 57 P28

P29

P 0 0.67

P 1 0 45

P 2 0_67 0 38

P 3

P 4 0 55

P 5

P 6 0 57

P 7

P 8

P 9
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碗形土器 (390-393)                  5 染付 (第89図  468～473)

393のみが完全な形を復元できた。他は底部 3点を除    468が 碗,他が皿である。469は全体が黄色みをおび

き図下できる破片はなかった。392を除き高台高が高い。   呉須の色調も異なっている。

皿形土器 (394-397)

395以 外は糸切 り底である。395の みが底部に段を有   6 瓦質土器 (第89図  474～479)

し,ヘ ラ切 り底である。 口径は 4点共に 8～ 9cmであ    474は ,壺形土器である。肩部に沈線を巡 らし,その

る◇398～ 405は皿形土器もしくはITh形土器の底部であ   下に櫛書沈線の波状文が施される。475～ 479は,橋鉢

る。判別 しがたい面もあるため皿形土器と邪形土器の間   である。475。 477に は注目がある。全てハケロとナデに

に掲載した。400。 401はおそらく皿形土器であると思わ   より調整され,単位間の広い櫛書きが施されている。

れるが,底径が10cmを越えるものである。また,径の

違いは時期差であると思われる。              7 中世須恵器 (第 89・ 90図 480～ 492)

lTh形土器 (406～416)                 東播磨系須恵器 (480～487)

多く出土したが11点のみを掲載する。406～ 408の 3    480は 甕である。外面の肩部から下に夕タキを施し,

点は口径14cm,底径10cm,器高 3cmを越えるもので,   その他はナデにより調整されている。480の 同一個体と

どれも糸切 り底である。他は日10径cm,底径8cm,器   思われる破片も掲載した。かなり歪んでおり,大きく歪

高2.5cmを 下回るもので, どれも糸切 り底である。また,   んだ製品であつたようである。

径の違いは時期差であると思われる。             481～ 487は捏鉢である。

常滑焼 (488)

2 須恵器 (第88図  417～426)             488は 壺の肩部と思われる。緑色の自然釉がかかって

甕 (417・ 418・ 421。 422)              いる。外面内面共にナデで調整され,粘土の継ぎ目が目

多く出土したが 4点のみを掲載した。 4点共に内面外   立っている。

面共にタタキがみられ,417以外は部位の特定ができな   備前焼 (489～492)

かった。                          489。 490は壺である。外面内面共にナデで調整され ,

壺 (420。 423～426)                 粘上の継ざ目が目立っている。491・ 492は橋鉢である。

420が肩部で423～426が底部である。424に はタタ   単位間の広い櫛書きが施されナデにより調整されるが ,

キが認められるが,他は回転ナデ・回転ケズリ,ナデ・  492は 工具によるナデがみられる。

ケズリにより調整されている。

鉢 (419)                                       8  褐釉陶器 (ε為90図  493・ 494)

419は鉢であり,注目が付いている。全面ナデにより    493・ 494共に壺である。493に は耳が付くが個数は不

調整されている。                     明である。

3 白磁 (第88図  427～444)             9 滑石製品 (第90図  495)
427～434までと435～444までの 2時期に分けられ    495が 1点出土した。孔が穿たれ,紐ズレの跡のよう

る。427か ら429ま では玉縁の碗である。427か らはケ   なか所もみられることから垂飾と思われる。茶褐色を呈

ズリの様子をよく見て取れる。430・ 431は 口禿の碗と   し,石鍋などに一般的な石材よりは質が悪い。

邪である。435は碗の口縁部を打ち欠き更に割れ口をケ

ズリ,よ く磨いて若千飛び出した部分を作 り出している。   10 鉄器 (第90図 496)

他は郷・皿である。                    496の 1点 のみ出土した◇鉄鏃もしくは刀子の中子と

思われる。帰属時期は不詳である。

4 青磁 (第88・ 89図  445～467)

445～450までと451～ 467ま での 2時期に分けられ   11 土製品 (第 90図  497)

る。445～ 449は,碗である。連弁の一つ一つがしっか    497は 魔除けの鈴である。土製で表に顔が描かれてい

りと描かれ,幅広である◇450は幅の狭いものであるが,   る。帰属時期は不詳である。

連弁の一つ一つがしっか りと描かれる。454も 同じ連弁

碗であるが,簡略化された猫き方のものである◇451～

453は碗で連弁は施されず,456は 雷帯文の描かれた碗

である。457は稜花皿で,460～ 467は碗の底部である◇
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第25表 古代以降出土遺物観察表 1(土師器,須恵器 )

七土匡 層
記
号

注
番 器種 部位 焼成 胎 土

径

口＞
口
くｃ

高
紛

器
往

径

ｍナ
底
Ｑ 外面色調 内面色調 外面調整 内面調整 備考

―括 甕 口縁言[ 良好 日英 , 長石 , 輝石,赤色石粒 赤褐色 ボ褐色 ナデ
ケヽ,ナデ,

言製粘土

|| ―括 甕 口縁 部 良好 石英 長石 . 輝石.赤色石粒 27 イ ミ褐色 茶褐色 ハケ ナデ ケズリ ,ナデ スス付 着

|-22 甕 口縁部 良好 石英 , 長石 , 輝石,赤色石粒 月赤褐色 月赤掲色 ナ デ ナ テ スス付着

P-27 一括 甕 口 縁 部 良好 石英 ,
長石 , 輝石,赤色石粒 月赤褐色 明赤褐色 ナデ ケズリ ,ナ デ

―括 碗 底 部 良好 石英 , 長石 , 輝石,赤色石粒 走褐色 黄褐色 ナデ ナ デ 宿製粘土

P-26 ―括 碗 底部 良好 石英 , 長 石 鰹石 赤色石粒 30 明赤褐色 明赤褐色 ナデ ミガキ 信製粘止

0-31 II ―括 碗 底部 良好 石英,長石,輝石,赤色石粒 71 明赤褐色 月赤掲色 オテ ナデ 楕製粘土

碗 毛形復元品 良好 石英 長石,輝石,赤色石粒 153 現赤掲色 明赤褐色 オデ ナデ 精製柏土

|-22 || 耳 皿 忍全品 良好 石英,長石,輝石,赤色石粒 91 18 70 朔褐色 明褐色 ナデ ナデ 糸切 り底,精裂粘土

―括 皿 臣部 良好 石英 , 長石 , 輝石,赤色石粒 62 月黄褐色 凋黄褐色 ナデ ナデ 糸切 り底,精製粘土

L-25 || 皿 ミ部 良好 石英 長石 輝石,赤色石粒 赤灰褐色 卜掲色 ナデ ナデ 糸切 り底,精製粘土

掘立
柱 PS

皿

=全
品 良好 雪英,長石,輝石,赤色石粒 黄掲色 奇褐色 ナテ ナ デ 糸切 り底,精製粘土

皿 巨部 良好 ξ英,長石,輝石,赤色石粒 「 0 黄褐色 竜褐色 ナ デ ナ テ 終切り底,精製粘土

―括 皿 底部 良好 日英 , 長 石 輝石,赤色石粒 78 明褐色 月褐色 ナデ ナデ く切り底,精裂格上

皿 互言F 良好 石英 , 長石 , 輝石,赤色石粒 子し自色 ヨ[自 色 ナ テ ナデ く切 り底 精製粘上

0-27 一括 皿 底部 良好 英,長石,輝石,赤色石粒 月灰褐色 月灰褐色 ナデ ナ デ 終切 り底,精製粘土

0-27 ― 括 皿 底部 良好 石英 , 長石 , 輝石 赤色石粒 72 1自 色 ■自色 ナデ ナデ 終切 り底,精製粘土

日-21 皿 宣部 良好 石英 , 長石 , 輝石,赤色石粒 78 月赤褐色 月赤掲色 ナデ ナデ 糸切り底,精製粘土

―括 ll l 良好 石英,長石,輝石,赤色石粒 70 月灰色 月灰色 ナデ ナデ ヘラ切 り底

G-22 || 一括 Ll 良好 石英,長石,輝石,赤色石粒 50 月赤掲色 月赤褐色 ナデ ナデ 糸切 り底,精製粘土

tT 毛形復元品 良 好 石英,長石,輝石,赤色石粒 34 102 児黄褐色 月黄褐色 ナ デ ナデ 糸切 り底,精製粘土

14

=形
復元品 良好 石英,長石,輝石,赤色石粒 129 29 炎明褐色 明掲色 ナデ ナデ 糸切り康,精製粘土

プレハブ前溝状 野 鳥形復元品 良好 石英,長石,輝石,赤色石粒 144 示褐色 示褐色 ナデ ナデ 糸切 り底 精製粘土

lT こ形復元品 良好 英,長石,輝石,赤色石粒 凋赤掲色 月赤褐色 ナデ ナデ 糸切り底,精製粘土

G-21 不 記形復元品 良好 ζ英,長石,輝石,赤色石粒 78 月褐色 月褐色 ナデ ナデ 糸切 り底,精製粘土

L-25 ―括 イ 完形復元品 良好 写英 , 長石 , 輝石,赤色石粒 19 6コ 乳自色 乳自色 ナ テ ナデ 糸切 り底,精製粘土

―;舌 イ 花形復元品 良好 ζ英.長石,輝石,赤色石粒 60 拐赤褐色 明赤褐色 ナデ ナ デ 糸切 り底,精製粘土

II ―括 邸 毛形復元品 良好 ヨ英,長石,輝石,赤色石粒 76 58 凋黄褐色 男黄褐色 ナ デ ナデ ヘラ調整,精製粘土

郭 完形復元品 良好 ζ英,長石,輝石,赤色石粒 75 23 56 黄橙色 黄橙色 ナ テ ナデ 糸切り底,精製粘土

」-23 || 不 完形復元品 良好 ξ英 , 長石 , 輝石,赤色石粒 B4 56 堀褐色 明掲色 ナデ ナデ

糸切り底 ,

精製粘土
,

口縁すす付着

H-22 邦 完形復元品 良 好 石英 , 長石 , 輝石,赤色石粒 G8 52 明灰色 明灰色 ナ デ ナデ
ヘラ調整底 ,

―括 甕 肩部 堅緻 石英,長石,輝石 明赤褐色 黄灰色 タタキ ナ デ

|-21 ―括 甕 胴部 堅緻 S英,長石,輝石 明赤褐色 赤灰色 タタキ.ナデ ナ デ

―括 鉢 口縁部 堅緻 石英 , 長石 , ♯重石 灰色 灰色 ナデ ナデ 指頭 芦口 石粒多し

F-16 壷 一届 堅 緻 石英 , 長石 , 輝石 159 黄灰色 黄灰色 ケズリ,ナテ ナデ

G-17 11 甕 底部 堅緻 石英 長石 , 輝 石 赤褐色 明灰色 ケズリナデ ナデ 自然釉

P-29 一括 甕 底部 堅緻 石英,長石,輝石 赤褐色 明灰色 タタキ クタキ

〓望 ミ部 堅緻 石英 , 長石 , 輝 石 106 明褐色 明褐色 アズリ,ナデ オデ

P-26 ―括 堅緻 石英 , 長 石 輝 石 灰 色 暗灰色 ナデ ナデ

H-21 一東 堅緻 石英 ,
長石 , 輝 石 84 明赤褐色 赤灰 色 タタキ,ナデ ナデ,指頭

一巨 堅緻 石英 , 長 石 輝 石 灰色 音灰色 ナデ デ,指頭

第26表 古代以降出土遺物観察表 2(白磁 1)

報告 No 出土区 層 主記番号 器種 部位 焼成 胎 生 口径 (cm) 器高 (cm) 底径 (cm) 外面調整 内面調整 備考

―括 碗 口縁部 堅緻 尋泡 146 ヘラケズリ,ナデ ナデ

G-19 || ―括 碗 口縁部 堅緻 慇ぎ 目 ナ デ

E-16 碗 回縁部 堅緻 ナデ ナデ

‖| ―括 碗 口縁部 堅緻 魅き 目 ナデ ナ デ

N-28 ―括 杯 日縁 部 堅緻 ナデ ナデ 口 禿

碗 底部 堅緻 鼠泡 ヘラケズリ,ナデ ナデ
見込み ,

高台ケズリダシ

― 括 碗 宣部 堅緻 ヘラケズリナデ ナデ 見込み

G-20 1521 胴部 堅 緻

|| 一括 堅緻 ヘラケズリ.ナデ ナ デ

G-18 皿 完形復 元品 堅緻 98 ＼ラケズリナデ ナデ 切高台

0-27 一括 皿 己形復元品 堅緻 米面黒色 33 ラヽケズリ,ナテ ナデ

G-20 皿 ヨ縁部 堅緻 ヘラケズリ,ナデ ナデ

L-24 3847 皿 堅4Fd 96 19 ラヽクズリ,ナテ ナデ

杯 堅緻 30 ヘラケズリナデ ナデ

|-23 杯 蔦部 堅 緻 ヘラケズリ ナデ ナ デ
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第27表 古代以降出土遺物観察表 3(白磁 2,青磁)

挿図No 報告No 出土区 層
注記
番号

器種 部位 焼成 胎土
口径

(cm)

器高

(cm)

径

ｍ＞
底
往 外面調整 内面調整 備考

N-29 la ―括 杯 臣部 堅緻 32 ヘラケズリ,ナデ ナ デ 八角

M-27 ―括 皿 己形復元品 堅緻 ヘラケズリ,ナデ ナデ

皿 ヨ縁部 堅緻 96 ヘラケズリ,ナデ ナデ

Q-28 ―括 碗 コ縁部 堅緻 ナデ ナデ 連弁

L-28 ―括 碗 コ縁部 堅緻 ナデ ナ テ 連弁

―括 碗 ヨ縁部 堅緻 卜石粒,気泡 172 ナデ ナデ 連弁

Q-28 ―括 杯 コ縁部 堅緻 Jヽ 石粒 112 ナデ ナ デ 皇弁

|| 杯 コ縁部 堅緻 三泡 ナデ ナ デ 茎弁

H-21 杯 コ縁部 堅緻 122 54 ヘラケスリ,ナデ ナ テ 菫弁 高台内に釉棄

碗 コ孫飛着[ 堅緻 卜石粒 160 ナデ ナデ

― 括 碗 口縁部 堅緻 卜石粒 160 ナ デ ナデ

碗 日縁部 堅緻 138 ヘラケズリ,ナデ オデ

|| ― 括 碗 口縁部 堅緻 ナデ ナデ 屋弁

Ia ―括 碗 口縁 部 堅緻 」ヽ石粒 14 1 ナデ ナデ

ヽ
「

24 碗 口縁部 堅緻 小石粒 ナデ ナデ 雷帯文

G-19 II 1878 皿 口縁 部 堅緻 小石粒 ナデ ナデ 甕花皿.粘土継ぎ 目

C-12 〕| 溝 内 口縁部 堅緻 ナデ ナデ

E-14 2266 口縁部 堅緻 ナ テ ナ デ

L-26 ―括 碗 堅緻 気泡 ヘラケズリ,ナデ ナ デ 重ね焼付着物 見込み

―括 碗 堅緻 ヘラケズリ,ナデ ナデ 重ね焼付着物 見込み

―括 杯 富部 堅緻 ヘラケズリ,ナデ ナデ 見込み釉はぎ

―括 碗 巨部 堅緻 ヘラケズリ,ナデ ナデ 見込み

11 碗 巨部 堅緻 卜石粒 ヘラケズリ,ナデ ナデ 見込み釉はぎ

0-27 ―括 碗 堅緻 卜石粒 ヘラケズリナデ ナデ 記込み釉はど

L-28 |la ―括 杯 堅緻 28 ヘラケズリナデ ナデ

―括 碗 底部 堅緻 卜石粒 ヘラケズリナデ ナデ 違弁,見込み

一括 碗 底部 堅緻 ヘラケズリ,ナデ ナ デ 見込み ,底部外面橙色

L-25 11 ―括 皿 口縁部 堅緻 ナデ ナ デ

G-20 || 皿 口縁部 堅緻 ナデ ナ デ 屹の 目ゆうはぎ

G-22 ―括 皿 口縁部 堅緻 ナデ ナデ

G-22 ― 括 皿 底部 堅緻 イ 6 ヘラケズリ,ナデ ナデ 全面に釉葉

73 ― 括 皿 底部 堅緻 小石粒 ヘラケズリ,ナデ ナデ 見込み

第28表 古代以降出土遺物観察表 4(瓦質土器,東播磨系須恵器,常滑焼,備前焼)

挿図No 報告 Nα 出土 区 層
注記
番号

器種 部位 焼成 胎土
径

ｍ♭
口
ぐｃ

高

ｍｊ
器
でｃ

底径

(cm)
外面調整 内面調整 備 宕

|| ― 括 ξ英 , 長石 暗灰色 灰色 ナデ ナデ

―括 播 鉢 口縁部 良好 吾英 , 長石 黄橙色 黄橙色 ケヽ  ,ナデ ナデ 沈線,波状文,肩部径 11 5cm

L-25 II ―括 jg鉢 口縁部 良好 石英 . 長石 乳 自色 乳自色 ケヽ  ,ナ デ ナデ

―括 擢鉢 ヨ縁部 良好 石英,長石 貢掲色 灰色 ケヽ  ナデ ハケ  ナデ 片 口

P-25 ―括 掴鉢 ミ部 良好 石英 , 長石 輝 石 乳自色 乳白色 ケヽ ,ナデ ナデ

11 ―括 擢鉢 巨部 良好 石英 , 長石 , 石粒 暗褐色 灰 色 ケヽ  ,ナ デ ナデ

D-24
16 〓褻 ヨ縁部 堅緻 石英 , 長石 . 輝 石 146 灰 灰 タタキ ,ナデ ナデ 少がみ大き t

N-27 捏鉢 ヨ縁部 堅緻 石英,長石 輝石 石粒 暗灰色 暗灰色 ナデ ナ テ

|| ― 括 捏鉢 コ縁部 堅緻 石英,長石,輝石,石粒 灰 色 灰色 ナデ ナデ

O-28 ―括 捏鉢 堅緻 石英 , 長 石 青灰色 青灰色 ナデ ナデ

la ―括 捏鉢 堅緻 英,長石 明灰色 明灰色 ナデ ナデ

捏鉢 口縁部 堅緻 石英 , 長石 灰 色 灰 色 ナ デ オデ

l1 29 一括 捏鉢 回縁部 堅緻 日英,長石 明灰色 明灰色 ナデ 片デ

―括 捏 鉢 口縁部 堅緻 日英,長石 乳自色 乳自色 ナデ 片デ

―括 ≡堕 肩言[ 堅緻 ξ英 , 長石`黒色石粒 ,33 暗赤灰 灰 ナテ ナデ 景色 自然釉

|| ― 括 壷 頸部 堅緻 ξ英 , 長石 , 石 粒 明灰色 明灰色 ナデ ナデ

|-22 ― ;舌 霞部 堅緻 ξ英 , 長石,角 閃石 明灰色 赤灰色 ナデ ナデ

摺 鉢 口縁部 堅緻 写英,長石 36 1 黄褐色 黄褐色 ナデ ナデ

F-19 ―括 摺 鉢 口縁部 堅緻 写英,長石 33 2 灰色 灰 色 ナデ ナデ

第29表 古代以降出土遺物観察表 5(褐釉陶器)

挿図lto 報告 llo 出土区 層
記
号

注
番 器種 部位 焼成 胎 土

径

ｍナ
日
くｃ

高

ｍ，
器
命

径

ｍｊ
底
ぐｃ

外面調整 内面調整 備 考

|| ヨ縁言[ 堅緻 赤,黒色石粒 ナデ ナデ 口耳壺 内面黄褐色の釉

口縁部 自 赤 黒色石粒 オデ ナデ 木面沈線二条
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吉市遺跡の放射性炭素年代測定

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

鹿児島県川辺郡川辺町に所在する古市遺跡は,万之瀬

川の左岸に立地する。発掘調査により確認された遺構・

遺物より,縄文時代・古墳時代・古代・中世の遺跡と考

えられている。今回の分析調査では,掘立柱建物跡から

出土した炭化物の放射性炭素年代測定と樹種同定を実施

し,年代資料を得る。

1.試料

試料は,H-22区 掘立柱建物跡のpit1 3の 埋積土か

ら採取された炭化材 1点である。発掘調査所見によれ

ば,炭化材に接する埋積土に変化はなく,柱根の可能

性は低いと考えられている。本試料を対象に,放射性

炭素年代測定と樹種同定を実施する。

2.分析方法

(1)放射性炭素年代測定

測定は,株式会社加速器分析研究所の協力を得た。

なお, δ
13cの

値は加速器を用いて試料炭素の18c濃

度 (13c/12c)を測定し,標準試料PDB(白 亜紀の

ベレムナイ ト類の化石)の測定値を基準 として,そ

れからのずれを計算し,千分偏差 (%o;パ ーミル)

で表したものである。今回の試料の補正年代は, こ

の値に基づいて補正をした年代である。

(2)樹種同定

木日 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板日 (接線断

面)の 3断面の割断面を作製し,実体顕微鏡および

走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し,

種類を同定する。

3.結果

(1)放射性炭素年代狽1定

結果を表 1に示す◇試料の測定年代値は,約600

年前の14世紀中頃に相当する値を示す。

(2)樹種同定

結果を表 1に示す。炭化材は,常緑広葉樹のスダ

ジイに同定された◇以下に主な解剖学的特徴を記す。

1) 年代値の算出には,Libbyの 半減値5568年 を使用。

2) BP年 代値は,1950年を基点として何年前であるかを示す。

3) 付記した誤差は,測定誤差 σ (測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

・  スダジイ (Castanopsis cuspidata var,sieboldi

i(MakinO)Nakai)ブ ナ科シイノキ属

県孔性放射孔材で,孔圏部では大型の道管が接線

方向に 2列幅で放射方向に 3～ 4列配列した後,急

激に管径を減 じて,年輪界に向かつて漸減しながら

火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し,壁孔は交

互状に配列する。放射組織は同性,単列, 1～ 20細

胞高。

4.考察

放射性炭素年代は,測定法自体が持つ誤差や,測定

の前提条件である大気中のИCの濃度が過去において

一定でなかったことなどから,年輪などから測定され

たいわゆる暦年代とは一致しない。これらのことから,

年輪年代による暦年代既知の年輪についての放射性炭

素年代測定を実施することで,暦年代と放射性炭素年

代を両軸とする補正曲線が作 られている (Stuiver,M.

et al,1998)。 この補正曲線によれば,補正された暦年

代のばらつきが大きい場合がある。今回沢1定 された試

料の暦年代は,ややばらつくが,放射性炭素年代との

差は前後20～ 40年程度であり,暦年代は放射性炭素

年代値と概ね一致する。 このことか ら,pit1 3の 構築

年代は14世紀頃の可能性がある。ただし,発掘調査所

見より,測定試料は柱根の可能性が低いと考えられて

いることか ら,pit1 3埋 積時に古材または後代の炭化

材が混入した可能性もある。今回の測定点数は 1点で

あり,得 られた年代値についてより詳細な検証を行う

には,同一遺構内や周辺遺構でより多くの分析調査を

実施するとともに,試料の出土状況や由来,共伴遺物

など考古学的所見と総合評価することが望まれる。

引用文献

Stuiver,Ⅲ[., Reilner,P.」。,Bard,E.,Beck,J.ヽ V.,Burr,G,S.,

Hughen,K.A.,Kromer,B., A/1cConnac,G.,van der Ph

ncht,」 . and Spurk,�生。(1998)INTCAL98 radiocarbon

age cahbration,24,000-O cal BP.Radiocarbon,40,p.10

41-1083

表 1 古市遺跡の放射性炭素年代測定および樹種同定結果

出土遺構
試料の質 樹種 補正年代

BP

δ
13c

(%o)

測定年代

BP

CodeoNo

掘立柱建物跡(H-22区 )pit1 3 炭化材 スダジイ 600± 30 -30.00± 0.99 650± 30 IAAA-10922
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放射性炭素年代測定

山形 秀樹 (パ レオ・ラボ)

1.は じめに

古市遺跡より検出された土器付着物の加速器質量分

析法 (AMS法 )に よる放射性炭素年代測定を実施 し

た。

2.試料と方法

試料は,031区 Ⅳ層より出土 した土器の外側部分

から採取した付着物 1点である。

試料は,酸洗浄を施して不純物を除去 し,石墨(グ

ラファイ ト)に 調整した後,加速器質量分析計(AMS)に

て測定 した。測定された
14c濃

度について同位体分別

表 1 放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果

効果の補正を行なった後,補正 した
14c濃

度を用いて
14c年

代を算出した。

3.結果

表 1に ,試料の同位体分別効果の補正値 (基準値―

25.0%。 ),同位体分別効果による測定誤差を補正 した
14c年

代,14c年代を暦年代に較正 した年代を示す。
隧C年代値(yrBP)の 算出は,単Cの半減期としてLibb

yの 半減期5,568年 を使用 した。また,付記した'C年

代誤差(± lσ )は,計数値の標準偏差 σに基づいて算出

し,標準偏差(One sigma)に相当する年代である。 こ

れは,試料のWC年
代が,その14年

代誤差範囲内に入る

確率が68%で あることを意味する。

測定番号

(測定法)

試料データ
δ

13cPDB

(%。 )

諄C年代

(yrBP± lσ )

HC年
代を暦年代に較正した年代

暦年代較正値 lσ 暦年代範囲

PLD 1929
(AMS)

土器付着物

031区
Ⅳ層

No.7531

-26.0 2060± 30 cal BC 50 cal BC l10-40(83.8%)

なお,暦年代較正の詳細は,以下の通りである。

暦年代較正

暦年代較正とは,大気中のHC濃
度が一定で半減期が5,

568年 として算出された
14c年

代に対 し,過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の単C濃度の変動 ,

および半減期の違い(隧Cの半減期5,730± 40年)を較正し
,

より正確な年代を求めるために,隧C年代を暦年代に変

換することである。具体的には,年代既知の樹木年輪の

詳細な測定値を用い, さらに珊朝のU―Th年代と
14c年

代

の比較,お よび海成堆積物中の縞状の堆積構造を用い

て14c年
代 と暦年代の関係を調べたデータによ り,較正

曲線を作成 し, これを用いて口C年代を暦年代に較正 し

た年代を算出する。
MC年

代を暦年代に較正 した年代の算出にCALIB 4.3

(CALIB 3.0の バージョンアップ版)を使用した。なお ,

暦年代較正値は
HC年

代値に対応する較正曲線上の暦年

代値であり,lσ 暦年代範囲はプログラム中の確率法を

使用 して算出された
MC年

代誤差に相当する暦年代範囲

である。カッコ内の百分率の値はそのlσ 暦年代範囲の

確からしさを示す確率であり,10%未満についてはその

表示を省略した。 lσ 暦年代範囲のうち,その確か らし

さの確率が最も高い年代範囲については,表中に影付け

部分で示した。

4 考察

試料は,同位体分別効果の補正および暦年代較正を行

なった。暦年代較正 した lσ 暦年代範囲の うち,その確

か らしさの確率が最 も高い年代範囲に注 目すると,03
1区Ⅳ層よ り出土 した土器の外側部分か ら採取 した付着

物 の年代はcal BC l10-40年 が,よ り確かな年代値

の範囲として示された。

引用文献
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第 1節 弥生時代

1 弥生時代の遺構および遺物分布について

本遺跡で検出された弥生時代の竪穴住居跡は,前期の

高橋 I・ Ⅱの時期にあたる。 1号竪穴住居跡は楕円形を

呈し, 2号竪穴住居跡は,近代の耕作及び溝跡により削

平を受け残存するのは南側のみである。

遺構と出土遺物の関係には,遺構の位置と遺物の平面

的な分布に重なりが見 られ, 2号住居内からは甕形土器

の完形品が出土した。

検出された竪穴住居跡は,出土した土器と住居の形状 ,

住居内中央土坑と円形に柱穴が位置する点が, 日置郡 日

吉町六ツ坪遺跡の 1号竪穴住居跡に似る。六ツ坪遺跡 1

号住居跡は,貼床構築がなされ中央土坑が炉跡である。

本遺跡 1号住居跡の中央土坑か らは,炭化物や焼土が確

認されていないため炉跡の可能性は低い。

2 弥生時代の遺物

本遺跡では土器型式に断続が認められるものの,弥生

時代前期～後期の土器が出土 した。全体の出土量はそれ

ほど多くなく,弥生時代中期・後期の土器は完形に近い

ものが日立つ。

古市遺跡
1号堅穴住居跡

弥生時代前期の上器で最も古い甕形土器は, 8～ 13の

刻目突帯文土器である。 これらは,弥生時代前期前半段

階に位置づけることができ,夜臼Ⅱ式・板付 正式に併行

する一群であると考えられる。 これらに後出する甕形土

器は,包含層出土のもの (14～ 32)と 竪穴住居内のも

のがあり,藤尾編年の高橋 I・ Ⅱ式に相当すると考える。

竪穴住居内の資料は,甕形土器以外の器種が欠落してい

るため各機種のセ ット関係を明らかにできないが, 2号

竪穴住居で出土 した 7の甕形土器は全形を知 りうる良好

な資料である。壼形土器には49の ように,線刻がみられ

るものがある。

弥生時代中期の土器には,山 ノロ式土器と黒髪式土器

がある。前者は甕形土器・壺形土器・台付鉢 。大甕など

があり,後者は甕形土器がある。本遺跡から万之瀬川を

l km程遡つた台地上にある川辺町寺山遺跡では,弥生時

代中期の環濠内で須玖式土器,黒髪式土器がみつかり注

目された。本遺跡は,沿岸部と内陸部の土器を比較する

上で興味深い遺跡である。

弥生時代後期の土器は,松木薗式土器と呼ばれている

もの (56・ 57)と 中津野式土器に相当するもの (58～ 6

0,62～ 65)がある。同時期の土器は,本遺跡の対岸に

第V章 発掘調査のまとめ
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六ツ坪還跡
1号竪穴住居跡

位置する南田代遺跡でも出土している。

本遺跡より出土した弥生時代前期の石器は,柱状片刃

石斧,打製石斧,磨製石鏃である。中でも柱状片刃石斧

は,同時期の土器が出土している金峰町高橋貝塚で多数

出土している。

第 2節 古墳時代

調査の結果,古墳時代では,東原式土器や辻堂原式 ,

笹貫式土器,砥石,石製品が出土し, 5基の堅穴住居跡

と 1条の溝状遺構が検出された。

古墳時代の遺構

5基の竪穴住居跡が,南北に流れる万之瀬川に平行 し

て検出された。平面の形状は,方形が 3基,隅丸方形が

2基である。遺構と出土遺物の関係は,遺構の位置と遺

物の平面的な分布に重なりが見られる。 5基の住居内か

らは,辻堂原式土器が出土している。また, 4号住居跡

からは多状の有溝砥石が, 5号住居跡からは,石製品が

出土している。

本遺跡で検出された竪穴住居跡は,貼床構築が 4号
,

5号で確認された。貼床は,粘土を用いたものではなく

住居跡に掘 り込まれた最終面 (工事面)であるアカホヤ

火山灰層 (Ⅷ 層)と 上位の黒褐色土を混ぜた上を用いて

o                              2m

いた。また,住居跡の構造は,柱穴が住居内にあるもの

が 4号・ 5号,住居内に柱穴を有 し住居周囲にも柱穴が

巡るものが 3号 。6号・ 7号である。県内で検出された,

古墳時代の竪穴住居跡で住居の周囲に柱穴を伴うものは,

喜入町下大原遺跡23号堅穴住居跡と鹿児島市釘田遺跡 1

号竪穴住居跡があるが,住居跡の周囲に巡る柱穴は 1条

でありその数も下大原遺跡が 4基,釘田遺跡が 7基 と少

ない。本遺跡 7号竪穴住居跡のように住居の中心に対し

て 2つ の柱穴が縦に並ぶ検出例が県内ではないため今後

の検出例に期待したい。

第 3節 古代以降

古代以降の遺物は,古代のものと中世のものがみられ ,

中世のものが更に13世紀末から14世紀初頭頃のものと1

6世紀頃のものの 2つ に分かれるようである。

古代の遺物は,386か ら393ま での甕形土器 。碗形土

器と406～ 408の ITh形土器,400・ 401の皿形土器の土師

器と417～426の須恵器である。

土師器で中世の遺物は,409～416の郷形土器,398・

402～405の皿形土器である。

白磁 。青磁・染付は,13世紀末か ら14世紀初頭頃の

ものと16世紀頃のものの 2つ に分かれる。 13世紀末か
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ら14世紀初頭頃のものは427～431,445～ 450である◇

おそ らくこれ らと瓦質土器 (474～479)。 東播磨系須

恵器 (480～487)がセットとなるのであろう。

16世紀頃のものは,435～ 444,451～ 467,468～ 4

73である。おそ らくこれらとセットとなるのが489～ 49

4であろう。
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古市遺跡
6号堅穴住居穴

◎ ⑮

0             2m

下大原遺跡
23号竪穴住居跡
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古市遺跡近景 1
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古市遺跡近景 2
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図版 6

3号堅穴住居跡検出状況

3号堅穴住居跡調査状況

3号竪穴住居跡完掘状況



図版 7

ぉ 華

=上

F‐

:|:|||

④

⑤

①

③

4号堅穴住居跡完掘状況 ② 4号堅穴住居跡検出状況
4号堅穴住居跡床面検出状況

4号堅穴住居跡調査状況
4号竪穴住居跡調査状況



図版 8

壌歳二!

,

|,I

① 5号堅穴住居跡完掘状況   ② 5号堅穴住居跡検出状況
③ 5号堅穴住居跡石製品出土状況

縛 il il i=

す
拌礁逹iュ1姦轟

攀   Ⅲ革

顧き虹違だ芦ぽ誓み:

四甲瞬甲TTrf i'「 i

焼
=上

!耳

■:与E〆

⑤ 5号堅穴住居跡調査状況

麹 ∽
④ 5号堅穴住居跡調査状況



図版 9

管常

il■
Filヽ

I111も i

6号堅穴住居跡検出状況① 6号竪穴住居跡完掘状況 1

③ 6号竪穴住居跡遺物出土状況

④

⑤

6号竪穴住居跡完掘状況 2

6号堅穴住居跡完掘状況 3



図版 10

7号堅穴住居跡完掘状況
7号堅穴住居跡 ピット断面

|―:ぼ餞議鶴掛護Iζ
.

7号竪穴住居跡遺物出土状況
7号堅穴住居跡ピット完掘状況

Ⅲ赫 ギ

④

⑤

①

③
② 7号竪穴住居跡検出状況



図版 l it

① 弥生時代遺物出土状況  ② 土器溜り
③ 古墳時代土器出土状況 1

④ 弥生時代石斧出土状況 ⑤ 古墳時代遺物出土状況
⑥ 古墳時代土器出土状況2



図版12

掘立柱建物跡完掘状況 1
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図版 16

1号, 3号 , 4号竪穴住居跡出土土器
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2号堅穴住居跡出土土器



図版18

古墳時代の上器
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3号堅穴住居跡出土土器



図版20

4号竪穴住居跡出土土器
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5号堅穴住居跡出土器 1
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5号堅穴住居跡出土土器 2
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5号堅穴住居跡出土土器 3
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弥生時代の上器 2
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弥生時代の上器 3
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弥生時代の上器 4
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弥生時代の上器 6
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弥生時代 7・ 古墳時代の上器 1
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古墳時代の上器 2
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古墳時代の上器 3
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古墳時代の上器 5
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古墳時代の上器 6
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古墳時代の上器 7
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古墳時代の上器 9
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古墳時代の上器 10



図版41

古墳生時代の上器 11
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古墳時代の上器12
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古墳時代の上器13



図版44

弥生・古墳時代の石器 1

4号堅穴住居跡出土石器
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弥生・古墳時代の石器 3
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古代以降の上器 1
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あとがき

古市遺跡の発掘調査は,平成13年度～平成 15年度までの 3年間,万之瀬川の対岸にある南田代

遺跡の発掘調査と前後して実施された。夏は梅雨や台風による,川の水位上昇のため水没の危機

にあい,冬は北西に向けて開口する地理的条件のため,強い季節風を直接肌で感じ,遺跡で生活

した当時の人々の様子に思いを馳せる調査の日々であつた。また,初何度の調査終了間際に弥生

時代の堅穴住居跡に続き,古墳時代の堅穴住居跡が相次いで検出され,残った期間をいかに効率

よく調査していくか悩んだこともあった。

本年度の整理作業,報告書刊行は,失われつつある調査時の記憶を掘 り起こしながらの作業が

続いた。本遺跡では,膨大な量の土器片の注記・分類・接合に時間が費やされたが,弥生時代の

大甕をはじめ数多くの土器が完形の形に接合でき,全形を知 りうる良好な資料を提示することが

できた。また,多 くの貴重な情報が遺跡から得 られたため,「一つでも多くの情報を記録したい」

と努力したが,情報を整理・統合し,十分に活用できたかは,時間的な制約と担当者の力量不足

のため,恥ずかしながら疑問に思うところである。

本報告において,実測等の作業を続けながら,開発によって消えゆく遺跡の記録保存がこれで

良いのかと不安に駆 られ,疑間に思い続けながらの 1年であつた。次回からは,よ り多くの正確

な情報を整理・統合して活用し,提供できるようにしていきたい。

今回 「古市遺跡」の発掘調査報告書を発刊するにあたり,鹿児島県土木部加世田土木事務所な

らびに川辺町教育委員会の関係各位の方々をはじめ,多くの汗を流して発掘調査に携わってくだ

さった地元の作業員さん,報告書作成のために努力してくださった整理作業員さんに厚くお礼を

申し上げ感謝の言葉といたします。

担当者一同

発掘調査に携わったみなさん (平成 13。 14・ 15年度 )

赤峰明生,赤峰クニ子,鰺坂他賀子,有園ミツ子,有村 治,宇都憲―,大倉野和子

大山健―,大園サヤ,門之園イツ子,川原テミ,狩集まゆみ,倉狩イツ子,五反田影春

五反田義弘,逆瀬川文子,芝原節子,芝原弘光,芝原マリ子,下園 操,新屋チエ

園田貞子,中潜アヤ子,中稽四夫,鶴田和子,轟本国夫,中島豊文,中島春美,中迎孝市

野入高美,萩原康司,原之園三男, 日吉昭男,平山清巳,深野木義光,福永キヨ子

福永健―,杵木千代子,古市昭子,古市節雄,古市セツ子,前田裕見子,牧田政任

松園節子,南 良子,南田辰男,宮下麻貴子,森川伸子,吉留美紀子,吉留ミチ子

整理作業に携わったみなさん (平成16年度)

市薗厚子,川畑裕美子,佐土原 恵,柴山みな子,末川章吾,瀬戸山二重子,竹ノ内礼子

西 浩司,橋 日まゆみ,山下貴子,山元順子

南田代班,上水流班をはじめご協力いただいた多くのみなさんありがとうございました。
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